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挨拶に続き乾杯
横田浩東京同窓会会長（S60経）

杉江 和男氏
（S45工院）

横田 浩氏
（S60経）

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
３
年
ぶ
り
の
新
年
交
礼

会
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
本
来
で
あ
れ

ば
賑
や
か
に
開
催
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

が
収
ま
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
の
で
、

本
日
は
オ
ン
ラ
イ
ン
と
リ
ア
ル
の
併

用
で
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

本
日
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
岸
田
首
相

よ
り
感
染
症
法
上
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
分

類
を
「
２
類
」
か
ら
「
５
類
」
に
移
行

す
る
指
示
が
出
た
と
の
こ
と
な
の
で
、

い
よ
い
よ
今
年
の
春
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

制
限
が
緩
和
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ

ま
す
。
２
０
１
９
年
を
最
後
に
中
止
し

て
い
た
北
大
ジ
ン
パ
を
始
め
、
東
京
同

窓
会
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た
さ
ま
ざ

ま
な
行
事
を
リ
ア
ル
で
開
催
し
て
い
き

た
い
と
強
く
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
寶
金
総
長
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
「
比
類
な
き
大
学
」
と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
、
母
校
に
は
今
後
ま
す
ま

す
躍
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
昨
年
北
大
は
、
大
学
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
活
動
を
評
価
し
た
ラ
ン
キ
ン
グ
「
Ｔ

Ｈ
Ｅ
イ
ン
パ
ク
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
世

界
10
位
、
国
内
１
位
と
い
う
大
変
高
い

評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
大
学
の
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
を
通

し
て
、
有
為
な
学
生
が
全
国
か
ら
北
海

道
大
学
を
目
指
し
、
そ
し
て
世
界
に
羽

ば
た
い
て
い
く
で
し
ょ
う
し
、
ま
た
、

海
外
の
優
秀
な
学
生
が
北
海
道
大
学
に

集
ま
っ
て
く
る
機
会
が
増
え
て
い
く
で

し
ょ
う
。
北
海
道
大
学
が
一
層
世
界
に

開
か
れ
た
大
学
と
な
る
よ
う
に
発
展
す

る
こ
と
を
強
く
願
っ
て
お
り
ま
す
し
、

東
京
同
窓
会
と
し
て
も
で
き
る
だ
け

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

国
内
外
の
情
勢
を
鑑
み
れ
ば
、

２
０
２
３
年
も
厳
し
い
年
に
な
る
だ
ろ

う
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
同
窓
会
の
皆
さ

ま
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
健
康
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
学
生
向
け
に
企

業
を
紹
介
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
オ
ン

ラ
イ
ン
方
式
に
よ
る
開
催
に
変
わ
っ
て

か
ら
参
画
企
業
が
激
減
し
て
い
ま
す
。

以
前
は
７
５
０
社
ほ
ど
が
企
業
研
究
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
年
は
約
２
６
０
社
で
し
た
。
そ
の
た

め
企
業
か
ら
の
協
賛
収
入
が
激
減
し
、

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
基
金
へ
の
寄
付
も
減
っ

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
財
源
の
点
で

も
、
外
部
か
ら
の
資
金
に
頼
ら
ず
、
自

分
た
ち
の
力
で
校
友
会
を
運
営
し
、
大

学
支
援
の
強
化
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

寶
金
先
生
が
総
長
に
就
任
さ
れ
て
か

ら
大
学
改
革
が
大
き
く
進
ん
で
い
ま

す
。
経
営
協
議
会
な
ど
の
会
議
は
こ
れ

ま
で
、
事
務
的
な
報
告
を
聞
く
こ
と
に

終
始
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
は
活
発

な
意
見
交
換
や
議
論
が
交
わ
さ
れ
よ
う

に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
総
長
自

ら
が
学
内
外
に
積
極
的
に
足
を
運
び
、

直
接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
作
り
に
も

努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
大
学
を
目
指

す
取
り
組
み
は
、
大
学
だ
け
で
は
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
、
わ
た
し
た
ち
卒
業

生
が
大
学
を
支
援
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
産
学
連
携
を
推

し
進
め
る
よ
う
同
窓
会
の
支
援
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
１
月
以
来
、
４
年
ぶ
り

の
新
年
交
礼
会
が
２
０
２
３
年
１
月
20

日
、
京
橋
の
明
治
屋
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
の
第
２
回
理
事
会
（
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
）
で
は
開
催
決
定
に
至
ら

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
改
め
て
総
務
委

員
会
で
検
討
し
、「
会
長
、
副
会
長
、

理
事
、
監
事
、
総
務
委
員
の
み
の
リ
ア

ル
参
加
（
30
名
程
度
）」「
会
員
・
準
会

員
は
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
参
加
」
と

す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ト
方
式
で
の
開
催

を
決
め
、
会
員
へ

は
メ
ル
マ
ガ
で
お

知
ら
せ
し
て
お
り

ま
し
た
。

　

当
日
、
会
場
進

行
は
松
浦
総
務
委

員
長
、
オ
ン
ラ
イ

ン
進
行
は
大
野
副

委
員
長
が
担
当

し
、
寶
金
北
大
総

三々七拍子／石川裕一副会長（S54法）

ご挨拶　寶金清博北大総長

ご挨拶
杉江和男校友会エルム会長

（S45工院）「都ぞ弥生」ビデオ放映

日時：2023年1月20日 18時30分
場所：明治屋ホール（京橋）＆オンライン〔併用式〕

長
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。式
次
第
は
次
の
通
り
で
す
。

　

①
横
田
東
京
同
窓
会
会
長
の
新
年
挨

拶
と
乾
杯
、
②
寶
金
北
大
総
長
か
ら
の

新
年
ご
挨
拶
、
③
校
友
会
エ
ル
ム
杉
江

会
長
か
ら
の
ご
挨
拶
、④
都
ぞ
弥
生（
ビ

デ
オ
放
映
）
⑤
石
川
裕
一
副
会
長
に
よ

る
三
々
七
拍
子

　

な
お
、
会
場
の
席
は
間
隔
を
空
け
、

乾
杯
は
１
杯
の
み
、
30
分
程
度
で
散
会

と
な
る
よ
う
、
感
染
対
策
に

は
十
分
配
慮
し
て
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
23

名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
41
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

（
総
務
委
員
会
）

東
京
同
窓
会
会
長

校
友
会
エ
ル
ム
会
長

2023年 東京同窓会 新年交礼会

ZOOMからの参加者

東京同窓会 新年交礼会2023年
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
（
抜
粋
）

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
里
帰
り
し
た
気
持
ち
で
新
年
交
礼

会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
お
招
き
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

校
友
会
エ
ル
ム
は
２
０
１
６
年
６
月

に
設
立
し
て
、
昨
年
丸
６
年
を
迎
え
ま

し
た
。
校
友
会
の
会
員
は
、
地
域
同
窓

会
や
学
部
同
窓
会
な
ど
既
存
の
同
窓
会

の
方
が
大
半
で
、
新
入
生
が
校
友
会
に

入
会
す
る
割
合
は
約
３
割
弱
と
い
う
状

況
で
す
。
会
員
を
拡
大
し
て
い
く
た
め

に
も
、
学
生
に
対
し
て
校
友
会
に
入
会

す
る
メ
リ
ッ
ト
を
一
層
拡
充
す
る
こ
と

が
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

企
業
か
ら
の
協
賛
に
よ
る
企
業
研
究



FRONTIER 2023/02/20 6FRONTIER 2023/02/207

　

文
学
部
同
窓
会
で
は
、
例
年
通
り
北

大
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
２
０
２
２
当

日
、９
月
24
日
（
土
）
13
時
～
14
時
に
、

人
文
・
社
会
科
学
総
合
教
育
研
究
棟
（
Ｗ

棟
）
６
番
教
室
に
て
、
第
23
回
同
窓
会

総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
度

も
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
対
面
と
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
に
よ
る
ハ
イ
フ
レ
ッ
ク
ス
開
催
と
い

た
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
２
０
２
２
関
連
の
記
事
を

掲
載
し
た
同
窓
会
誌
『
楡
文
』
第
23
号

の
発
刊
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
告
や
Ｅ

メ
ー
ル
に
よ
る
個
別
の
お
知
ら
せ
を
行

な
い
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
例

年
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
、
一
般
会
員

の
方
々
に
よ
る
総
会
へ
の
ご
出
席
を
た

ま
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
く
少

人
数
と
は
い
え
、
役
員
以
外
の
会
員
の

方
々
が
７
名
も
（
！
）
総
会
に
ご
参
加

く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
、
望
外
の
喜
び
で

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
や
む
な
く
始

め
た
ハ
イ
フ
レ
ッ
ク
ス
開
催
で
す
が
、
こ

ち
ら
の
方
が
、
遠
方
の
会
員
の
方
々
に

は
、
気
軽
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
方
途

と
な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
更
新

が
滞
っ
て
い
た
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://sites.google.com
/view

/

戸
カ
レ
ッ
ジ
生
の
２
名
か
ら
活
動
報
告

が
行
わ
れ
、
北
海
道
大
学
第
１
１
１
代

応
援
団
に
よ
る
歓
迎
の
ス
テ
ー
ジ
と
し

て
、校
歌
「
永
遠
の
幸
」
と
応
援
歌
「
瓔

珞
み
が
く
」
の
２
曲
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、「
都
ぞ
弥
生
」
の
弦

楽
四
重
奏
に
乗
せ
て
の
特
別
動
画
で
締

め
括
り
ま
し
た
。
本
動
画
は
大
学
文
書

　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
全
学
行
事

と
し
て
「
歓
迎
式
典
・
記
念
講
演
会
」

を
集
客
開
催
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
形
式
で
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
学
術
交
流
会
館
講
堂

で
は
、
寳
金
清
博
総
長
を
は
じ
め
、
出

演
者
が
参
加
す
る
な
か
、
北
海
道
大
学

交
響
楽
団
の
弦
楽
四
重
奏
に
よ
る
ア
レ

ク
サ
ン
ド
ル
・
ボ
ロ
デ
ィ
ン
作
曲
「
弦

楽
四
重
奏
曲
第
２
番
ニ
長
調
よ
り
第
一

楽
章
」
の
演
奏
で
式
典
の
幕
を
開
け
ま

し
た
。

　

司
会
は
本
学
経
済
学
部
の
卒
業
生

で
あ
る
Ｈ
Ｂ
Ｃ
北
海
道
放
送
の
船
越
ゆ

か
り
氏
が
務
め
、
初
め
に
寳
金
総
長
か

ら
、
本
学
の
第
４
期
中
期
目
標
期
間
に

お
け
る
６
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
一
つ
と
し

て
掲
げ
て
い
る
「
繋
が
る
・
広
が
る
、

連
携
の
北
大
」に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、

２
０
２
６
年
に
迎
え
る
創
基
１
５
０
周

年
に
向
け
て
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

は
特
別
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
杉
江
和
男
校
友
会
エ
ル
ム
会

長
か
ら
、「
望
ま
れ
る〝
誰
も
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
持
つ
〟
人
材
育
成
を
」
と
題

し
、組
織
の
経
営
で
重
要
な「
変
化
」「
価

値
」「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」「
ガ
バ
ナ
ン

ス
」に
つ
い
て
お
話
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

本
年
８
月
に
北
海
道
大
学
栄
誉
賞
を

受
賞
さ
れ
た
ご
来
賓
の
數
土
文
夫
氏
か

ら
は
、
経
済
界
か
ら
見
た
大
学
教
育
の

課
題
等
に
つ
い
て
お
話
を
頂
戴
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、本
学
の
理
事
、監
事
及
び
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
担
当
の
副
学
長
の
紹

介
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
本
年
４
月
に
北
海
道
大

学
デ
ィ
ス
テ
ィ
ン
グ
イ
ッ
シ
ュ
ト
プ
ロ

フ
ェ
ッ
サ
ー
の
称
号
を
授
与
さ
れ
た
人

獣
共
通
感
染
症
国
際
共
同
研
究
所
の

鈴
木
定
彦
所
長
に
よ
る
記
念
講
演
会
で

は
、「
結
核
︱
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
に
隠

れ
た
人
類
の
脅
威
︱
」
と
題

し
、
世
界
並
び
に
我
が
国
の

結
核
感
染
状
況
、
結
核
制
圧

に
向
け
た
取
組
み
等
に
つ
い

て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
学
生
に
よ
る

活
動
報
告
」
と
題
し
、
新
渡

寶金総長

杉江会長

第 11 回 ホームカミングデーを終えて

館
所
蔵
の
懐
か
し
い
写
真
と
郷
愁
を
誘

う
メ
ロ
デ
ィ
ー
か
ら
始
ま
り
、
途
中
か

ら
曲
調
が
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
に
な
る
と
、

札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
の
四
季
折
々
の
風
景

が
映
し
出
さ
れ
る
も
の
で
、
会
場
に
お

越
し
い
た
だ
い
た
参
加
者
並
び
に
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
視
聴
者
の
皆
様
に
は
、
本

学
の
姿
を
感
じ
て
頂
け
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　

９
月
22
日
（
木
）
か
ら
25
日
（
日
）

の
４
日
間
、「
北
海
道
大
学
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
２
０
２
２
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
状
況
を
鑑
み
、
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
ラ
イ
ブ
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
配

信
を
主
体
に
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
も
組

み
合
わ
せ
た
内
容
に
て
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
11
回
目
の
開
催
と
な
る
今
年

の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は
、
昨
年
度

の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
で
、
コ
ロ
ナ
禍
が

落
ち
着
い
た
場
合
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
方

式
で
の
開
催
を
望
む
意
見
が
複
数
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
を
徹
底
し
た
上
で
、
初
の

試
み
と
な
る
集
客
開
催
と
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
動
画
配
信
も
行
う
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
方
式
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

全
学
行
事
の
ほ
か
、
各
部
局
・
同

窓
会
が
主
催
す
る
様
々
な
行
事
が
行
わ

れ
、
全
体
で
延
べ
１
５
２
７
人
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
対
面
開
催

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
参
加
者
は
各
々

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
次
回
、
第
12
回
の
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
状
況
等

に
も
よ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ト
方
式
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

（
社
会
共
創
部
広
報
課 

卒
業
生
・
基

金
室
）

北海道大学
ホームカミングデー 2022

北海道大学社会共創部広報課

９
月
24
日（
土
）10
時
～
11
時
55
分　

学
術
交
流
会
館
講
堂  

集
客
１
０
１
名
、ラ
イ
ブ
配
信
視
聴
者
１
７
０
名

歓
迎
式
典
・
記
念
講
演
会

全
学
行
事

社
会
共
創
部
広
報
課
卒
業
生
・
基
金
室

　

文
系
４
部
局
合
同
企
画
と
し

て
、
同
窓
生
・
教
職
員
・
学
生
・

市
民
を
対
象
と
し
た
公
開
講
演

（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
年
は
、
今
年
度
開
催
部
局

の
法
学
部
に
よ
る
企
画
と
し
、
オ

ン
ラ
イ
ン（W

ebexW
ebinars

）

で
開
催
し
、
参
加
者
は
25
名
で
し
た
。

　

講
師
の
月
形
樺
戸
博
物
館
名
誉
館
長 

櫻
庭
誠
二
氏
に
よ
る
講
演
が
あ
り
、
有

意
義
な
公
開
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

講
師　

櫻
庭
誠
二 

月
形
樺
戸
博
物
館

名
誉
館
長

司
会　

小
名
木
明
宏 

法
学
研
究
科
長

９
月
24
日（
土
）14
時
～
16
時

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催（W
ebex W

ebinars

）　

参
加
者
25
名

部
局
・
同
窓
会
主
催
行
事

文
学
部
・
教
育
学
部
・
法
学
部
・
経

済
学
部

公
開
講
演
「
北
海
道
開
拓
と
集
治
監
」

櫻庭誠二氏

小名木明宏法学研究科長

９
月
24
日（
土
）13
時
～
14
時

対
面
・Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
ハ
イ
フ
レ
ッ
ク
ス
開
催

参
加
者
14
名

文
学
部
同
窓
会
総
会

文
学
部
同
窓
会

eyubun/hom
e?authuser=1

）
も
、

新
た
な
担
当
者
を
え
て
徐
々
に
動
き
始

め
ま
し
た
の
で
、今
後
は
、様
々
な
ツ
ー

ル
を
駆
使
し
て
、
会
員
の
皆
様
の
同
窓

会
活
動
へ
の
い
っ
そ
う
の
積
極
的
ご
参

加
を
促
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

教
育
学
部
で
は
、
９
月
24
日
（
土
）

16
時
30
分
か
ら
17
時
30
分
に
教
育
学
部

同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
佐
々
木
孝
一
幹
事
長
代
行
の

司
会
に
よ
り
進
行
さ
れ
、
竹
田
正
直
会

長
の
挨
拶
、
横
井
敏
郎
教
育
学
部
長
の

挨
拶
の
後
、
宮
﨑
隆
志
議
長
の
進
行
に

よ
り
、
次
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
１　
２
０
２
１
年
度
会
務
報
告

　
２　
２
０
２
１
年
度
会
計
報
告

　
３　
監
査
報
告

　
４　
２
０
２
２
年
度
事
業
計
画

　
５　
２
０
２
２
年
度
予
算
案

　
６　
会
則
の
改
正

　
７　
役
員
改
選

　

な
お
、
今
年
度
の
教
育
学
部
同
窓
会

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

ま
だ
心
配
さ
れ
る
中
、
久
し
ぶ
り
の
対

面
開
催
で
し
た
が
、
18
名
の
参
加
者
が

あ
り
盛
況
の
内
に
終
了
し
ま
し
た
。

９
月
24
日（
土
）16
時
30
分
～
17
時
30
分

文
系
共
同
講
義
棟（
軍
艦
講
堂
）１
番
教
室

参
加
者
18
名

総
会 教

育
学
部
同
窓
会

數土文夫氏

鈴木所長

応援団のステージ
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れ
た
講
演
会
で
は
、
初
め
に
網
塚
憲
生

研
究
院
長
・
学
院
長
・
学
部
長
が
歓
迎

の
挨
拶
を
述
べ
た
後
、
歯
学
研
究
院
等

の
現
況
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
本
研
究
院
の
菅
谷
勉
教

授
、
大
廣
洋
一
教
授
か
ら
、
歯
科
医
療

と
研
究
の
最
新
ト
ピ
ッ
ク
ス
や
教
室
運

営
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
郷
裕
美
助
教
、
歯
学
部
５
年

の
大
巻
真
幸
さ
ん
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
見
た
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

歯
学
教
育
や
学
生
生
活
の
現
状
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

各
講
演
は
、
臨
床
・
教
育
・
研
究
の

い
ず
れ
の
分
野
に
お
い
て
も
、
様
々
な

創
意
工
夫
に
よ

り
コ
ロ
ナ
禍
を

超
え
て
次
な
る

局
面
を
迎
え
て

い
る
こ
と
が
強

く
感
じ
ら
れ
る

内
容
で
あ
り
、

参
加
者
は
熱
心

に
聞
き
入
っ
て

お
り
ま
し
た
。

　

佐
々
木
亮
子
同
窓
会
長
の
開

会
挨
拶
後
、
次
の
議
案
に
つ
い

て
審
議
し
、
全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

１　

２
０
２
１
年
度
事
業
報
告

書
（
案
）、
同
収
支
決
算
報
告

書
（
案
）

２　

２
０
２
２
年
度
事
業
計
画

（
案
）、
同
収
支
予
算
（
案
）

３　

役
員
の
一
部
改
選
（
案
）

　

ま
た
、席
上
、次
の
事
項
に
つ
い
て
、

報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

１　

２
０
２
１
年
度
に
お
い
て
、
北
大

法
学
部
同
窓
会
賞
が
設
営
さ
れ
、
第
１

回
の
受
賞
者
に
個
人
の
部
で
２
名
、
団

体
の
部
で
１
サ
ー
ク
ル
が
選
考
決
定
さ

れ
、
２
０
２
２
年
３
月
24
日
の
令
和
３

年
度
学
士
学
位
記
授
与
式
当
日
、
第
１

回
北
大
法
学
部
同
窓
会
賞
の
授
賞
式
が

挙
行
さ
れ
た
こ
と
。

２　

２
０
２
１
年
度
の
定
時
総
会
実
施

日
で
あ
る
２
０
２
１
年
９
月
24
日
に
発

刊
し
た
「
２
０
２
１
年
版
北
大
法
学
部

同
窓
会
員
名
簿
」
の
収
支
顛
末
に
つ
い

て
　

議
事
終
了
後
、
佐
々
木
同
窓
会
長
の

司
会
進
行
の
下
、
参
加
者
に
よ
る
今
後

の
同
窓
会
運
営
や
同
窓
会
活
動
に
関
わ

る
提
言
・
提
案
等
を
主
眼
と
す
る
意
見

交
換
会
が
実
施
さ
れ
、
活
発
な
論
議
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
定
時
総
会
終

了
後
に
同
所
で
開
催

予
定
で
あ
っ
た
法
学

部
同
窓
会
主
催
講
演

会
及
び
会
員
懇
親
会

は
、
引
続
く
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
状
況
を
踏
ま

え
、
９
月
初
旬
中
止
す

る
こ
と
と
さ
れ
ま
し

た
。

　

経
済
学
部
同
窓
会
２
０
２
２
年
度
総

会
が
文
系
４
部
局
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

終
了
後
、
経
済
学
部
研
究
棟
３
０
１
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
（
オ
ン
ラ
イ
ン
で
同

時
配
信
）。

　

出
席
者
は
会
場
に
17
名
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
２
名
の
合
計
19
名
が
参
加
し
、
会

長
代
理
の
岩
本
栄
一
副
会
長
が
議
事
進

行
を
お
こ
な
い
、
昨
年
度
の
事
業
報

告
、決
算
報
告
、今
年
度
の
事
業
計
画
、

規
約
の
変
更
、
役
員
選
任
〔
会
長
に
板

谷
淳
一
氏
（
昭
53
卒
）〕
な
ど
が
審
議

さ
れ
、
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り

の
対
面
と
い
う
こ
と
で
活
発
な
質
疑
応

答
及
び
、
新
役
員
の
挨
拶
が
あ
り
、
１

時
間
あ
ま
り
で
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
理
学
部
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
は
昨
年
同
様
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
し
ま
し
た
。

９
月
24
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時
30
分

Ｚｏｏｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催　

参
加
者
69
名

理
学
部
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

　

当
日
は
、
網
塚
浩
理
学
部
長
と
見
延

庄
士
郎
理
学
部
同
窓
会
理
事
長
か
ら
の

挨
拶
を
皮
切
り
に
、
各
学
科
か
ら
現
在

の
研
究
活
動
・
ト
ピ
ッ
ク
等
に
つ
い
て

近
況
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
２
０
３
０
年
に
創
立
１
０
０
周
年
を

迎
え
る
理
学
部
の
記
念
企
画
「
第
２
回

理
学
部
創
立
１
０
０
周
年
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
講
演
会
」
を
開
催
し
、
理
学
部
化

学
科
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
日
本
経
済
新
聞
編
集

委
員
の
太
田
泰
彦
氏
を
演
者
に
迎
え

「
地
政
学
で
見
る
世
界 

北
大
理
学
部

で
学
ん
だ
こ
と
」
と
題
し
、
在
学

時
の
学
び
や
経
験
に
つ
い
て
語
っ

て
い
た
だ
く
と
共
に
現
在
の
取
材

対
象
で
あ
る
半
導
体
を
巡
る
国
際

情
勢
等
に
つ
い
て
解
説
い
た
だ
き

ま
し
た
。
講
演
後
の
質
疑
応
答
で

は
予
定
時
刻
を
超
え
活
発
な
質
問

が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
盛
況
の
内
に

終
了
し
ま
し
た
。

佐々木同窓会長

太田泰彦氏

参加者による記念撮影

９
月
24
日（
土
）17
時
～
18
時

ホ
テ
ル
マ
イ
ス
テ
イ
ズ
札
幌
ア
ス
ペ
ン

会
議
室
エ
ル
ム　

参
加
者
10
名

法
学
部
同
窓
会
２
０
２
２
年
度

定
時
総
会

法
学
部
同
窓
会

９
月
24
日（
土
）16
時
30
分
～
17
時
30
分

経
済
学
部
研
究
棟
３
０
１　

参
加
者
19
名

経
済
学
部
同
窓
会 

２
０
２
２
年
度 

総
会

経
済
学
部
同
窓
会

理
学
研
究
院
・
理
学
院
・
理
学
部

９
月
24
日（
土
）13
時
30
分
～
16
時

対
面
・Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催　

参
加
者
35
名

大
学
院
保
健
科
学
研
究
院

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
２
０
２
２

大
学
院
保
健
科
学
研
究
院

北海道大学 ホームカミングデー2022
第11回 ホームカミングデーを終えて

　

田
中
伸
哉
フ
ラ
テ
祭
実
行
委
員
長
並
び

に
浅
香
正
博
医
学
部
同
窓
会
長
か
ら
の
挨

拶
に
続
き
、
畠
山
鎮
次
医
学
部
長
、
渥
美

達
也
北
海
道
大
学
病
院
長
に
よ
る
講
演
が

行
わ
れ
た
後
、
医
学
部
公
認
団
体
３
団
体

（
東
洋
医
学
研
究
会
、Ｉ
Ｆ
Ｍ
Ｓ
Ａ
北
大
、

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
フ
ラ
テ
）
に
よ
る
活
動

発
表
が
行
わ
れ
、
医
学
部
の
現
状
を
発
信

し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
学
内
外
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い

る
同
窓
生
に
よ
る
特
別
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。本
学
医
学
研
究
院
医
理
工
学
グ
ロ
ー

バ
ル
セ
ン
タ
ー
の
白
土
博
樹
教
授
（
医
学

部
第
57
期
）
か
ら
「
が
ん
の
放
射
線
治
療

︱
北
大
か
ら
世
界
へ
︱
」
と
題
し
た
講
演

が
行
わ
れ
、
札
幌
禎
心
会
病
院
脳
疾
患
研

究
所
の
上
山
博
康
所
長
（
医

学
部
第
49
期
）
か
ら
「〝
医

士
道
〟
を
目
ざ
し
て
！
」
と

題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
、

盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
遠
方
で

も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た

た
め
、
今
後
も
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
を
続
け
て
ほ
し
い
」「
学
生
発
表
が
素

晴
ら
し
か
っ
た
」「
長
く
第
一
線
で
活
躍
さ

れ
て
き
た
先
生
の
熱
の
籠
っ
た
講
演
内
容

で
、
大
変
感
銘
を
受
け
た
」
な
ど
、
多
く

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

白土博樹氏

上山博康氏

９
月
24
日（
金
）13
時
～
15
時
30
分

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催（
ラ
イ
ブ
配
信
）

参
加
者
82
名

医
学
部
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

フ
ラ
テ
祭
２
０
２
２

医
学
研
究
院
・
医
学
院
・
医
学
部

　

医
学
部
で
は
、
同
窓
生
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
者
の
皆
様
と
の
親
睦
を
さ
ら
に
深

め
る
目
的
で
「
フ
ラ
テ
祭
」
を
開
催
し
て
お

り
、
15
回
目
の
今
年
度
は
９
月
24
日
（
土
）

に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

矢
野
研
究
院
長
職
務
代
行
か
ら
の

挨
拶
、
分
野
紹
介
、
卒
業
生
等
に
よ

る
講
演
会
、
医
学
部
保
健
学
科
・
医

療
技
術
短
期
大
学
部
同
窓
会
総
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
井
野
拓
実
氏
（
北

海
道
科
学
大
学
保
健
医
療
学
部
理
学

療
法
学
科
・
助
教
）
に
、「
メ
ガ
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
理
学
療
法
士

の
活
動
～
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
２
０
２
０
の

経
験
か
ら
～
」
と
題
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
北
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
チ
ー
ム
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
と

し
て
ど
の
よ
う
に
参
加
し
た
か
、
チ
ー

ム
と
し
て
本
学
の
基
本
理
念
が
ま
さ

に
世
界
の
舞
台
で
必
要
で
あ
っ
た
と

実
感
し
た
こ
と
な
ど
、
ご
自
身
の
経

験
を
中
心
に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
高
山
望
氏
（
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン 

い
っ
ぽ
に
ほ
さ
ん
ぽ
・

所
長
）
に
、「
い
の
ち
と
く
ら
し
を
支

え
る
在
宅
医
療
～
起
業
の
道
の
り
と

訪
問
看
護
の
魅
力
！
～
」
と
題
し
、

起
業
を
選
択
し
た
理
由
や
道
の
り
、

訪
問
介
護
の
重
要
性
な
ど
、
大
変
わ

か
り
や
す
く
講
演
頂
き
ま
し
た
。

　

初
の
対
面
・
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
開
催
で
し
た
が
、
盛
況
の
内

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
会
場
で
の
実
施
の
ほ
か

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
実
施

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
と
な
り
、
総

勢
35
名
の
方
々
に
ご
参
加
頂
き
ま
し

た
。

井野拓実氏

矢野研究院長職務代理

高山望氏

９
月
24
日（
土
）15
時
～
17
時　

オ
ン
ラ
イ
ン　

参
加
者
32
名

未
来
に
向
け
た
北
大
歯
学
部
の
歯
科
臨
床
・

教
育
・
研
究 

～
コ
ロ
ナ
禍
を
超
え
て

歯
学
研
究
院
・
歯
学
院
・
歯
学
部

網塚研究院長

菅谷教授の講演 大巻さんの講演

　

歯
学
研
究
院
・
歯
学
院
・
歯
学
部
で

は
、「
未
来
に
向
け
た
北

大
歯
学
部
の
歯
科
臨
床
・

教
育
・
研
究 

～
コ
ロ
ナ

禍
を
超
え
て
」
と
題
し
、

教
員
や
学
生
に
よ
る
最
新

の
臨
床
や
研
究
、
学
生
生

活
の
現
状
等
に
関
す
る
講

演
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
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続
い
て
薬
学
研
究
院
臨
床
薬
剤
学
研

究
室
所
属
、
臨
床
薬
学
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
で
あ
る
小
林
正
紀

教
授
に
「
臨
床
現
場
と
の
連
携
に
よ
る

Translational Research

・Reverse 
Translational Research

の
展
開
」
の

タ
イ
ト
ル
で
、
臨
床
現
場
で
の
業
務
経

験
を
踏
ま
え
て
、
日
常
業
務
か
ら
生
ま

れ
る
ク
リ
ニ
カ
ル
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
を
臨

床
研
究
へ
と
展
開
し
て
い
く
流

れ
に
つ
い
て
、連
携
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
ご
自
身
の
研
究
室
で
実

施
し
て
い
る
臨
床
研
究
の
実
例

を
交
え
な
が
ら
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。
聴
講
者
か
ら
は
多

岐
に
わ
た
る
質
問
が
寄
せ
ら

れ
、
先
生
方
は
一
つ
一
つ
に
丁

寧
に
回
答
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
薬
剤
師
が
関
与
す
る
研
究
の

重
要
性
と
基
礎
研
究
の
展
開
方

法
に
つ
い
て
詳
細
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」「
臨
床
と
基

礎
を
行
き
来
す
る
薬
学
研
究
を

紹
介
い
た
だ
き
、
力
を
も
ら
い

ま
し
た
」
な
ど
数
多
く
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

情
報
科
学
院
の
前
身
と
な
る
情
報

科
学
研
究
科
並
び
に
電
気
・
電
子
・
情

報
・
生
体
工
学
系
の
各
専
攻
・
学
科
の

同
窓
生
で
組
織
さ
れ
る

北
楡
会
と
、
情
報
科
学
院

の
学
生
・
教
員
と
の
交
流

会
を
、
本
年
度
は
オ
ン
ラ

イ
ン
と
対
面
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
形
式
で
実
施
し

ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

文
末
の
と
お
り
で
す
。

　

長
谷
山
美
紀
学
院
長

並
び
に
伊
藤
明
男
北
楡

会
会
長
か
ら
の
挨
拶
に

続
き
、
長
谷
山
学
院
長
、

及
び
西
日
本
電
信
電
話

株
式
会
社
代
表
取
締
役

社
長 

森
林
正
彰
様
よ
り

ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た

（
そ
の
様
子
を
オ
ン
ラ

イ
ン
参
加
の
同
窓
生
に

向
け
て
ラ
イ
ブ
配
信
）。

続
け
て
、
学
生
に
よ
る
ポ

ス
タ
ー
研
究
発
表
会
を

行
い
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー

発
表
の
件
数
は
21
件
、
発

表
を
行
っ
た
学
生
数
は

41
名
で
す
。
対
面
で
の
発

表
に
加
え
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ご
参
加

の
同
窓
生
と
学
生
が
交
流
を
持
つ
た

め
の
仮
想
談
話
室
を
設
け
た
こ
と
も

あ
り
、
同
窓
生
の
皆
様
か
ら
活
発
な
ご

質
問
と
学
生
へ
の
激
励
の
お
言
葉
を

頂
き
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
伊
藤
会
長
よ

り
、
情
報
科
学
院
と
企
業
と
の
産
学

連
携
推
進
に
つ
い
て
話
題
提
供
が
あ

り
、
若
手
研
究
者
と
学
生

を
巻
き
込
ん
だ
産
学
連

携
の
進
め
か
た
に
つ
い

て
活
発
な
意
見
交
換
が

さ
れ
ま
し
た
。

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

・
開
会
挨
拶

　

情
報
科
学
院
長

　

長
谷
山 

美
紀 

教
授

　

北
楡
会
会
長

　

伊
藤
明
男 

様

・
講
演

「
第
４
期
中
期
目
標
期

間
に
お
け
る
情
報
科
学

院
・
研
究
院
の
計
画
」（
長

谷
山
美
紀 

教
授
）

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
、
新
た
な
挑

戦 

～
西
日
本
発
グ
ロ
ー

バ
ル
へ
～
」（
森
林 

正
彰 

様
）

・
研
究
発
表
会
（
学
生
に

よ
る
シ
ョ
ー
ト
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
ポ
ス

タ
ー
発
表
）

・
意
見
交
換
会

　

薬
学
部
生
涯
教
育
特
別
講
座
は
、
北

大
薬
学
部
同
窓
生
を
含
む
医
療
関
係
及

び
関
連
領
域
の
仕
事
に
従
事
さ
れ
る
方

を
対
象
に
、
医
療
に
お
け

る
諸
問
題
に
つ
い
て
最
新

の
情
報
を
提
供
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
９
月
24
日

（
土
）、
薬
学
部
臨
床
薬

学
講
義
室
に
お
い
て
オ
ン

ラ
イ
ン
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
で
秋
季
講
演
会
が
開
催

さ
れ
、
薬
局
や
病
院
な
ど

の
薬
剤
師
の
方
々
を
は
じ

め
、
薬
学
部
学
生
や
教
員

等
１
０
３
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
北
海
道
大
学
病
院
精
神

科
神
経
科
の
石
川
修
平
助
教
に
よ
る

「
薬
剤
師
が
行
う
エ
ビ
デ
ン
ス
創
出

（
研
究
）
の
臨
床
的
意
義
︱
大
変
な

思
い
を
し
て
ま
で
、
研
究
を
行
う
必
要

が
本
当
に
あ
る
の
か
？
︱
」
の
講
演
が

あ
り
、
治
療
に
対
す
る
エ
ビ
デ
ン
ス
創

出
と
臨
床
応
用
の
重
要
性
を
、
医
局
に

籍
を
置
く
病
院
薬
剤
師
の
立
場
か
ら
わ

か
り
や
す
く
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

北海道大学 ホームカミングデー2022
第11回 ホームカミングデーを終えて

ポスター展示の様子

情
報
科
学
研
究
院
・
情
報
科
学
院

９
月
23
日（
土
）13
時
30
分
～
17
時
30
分　

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

参
加
者
96
名

北
楡
会
・
北
海
道
大
学
情
報
系
交
流
会

同
窓
生
向
け
講
演
会

９
月
24
日（
土
）16
時
～
17
時　

対
面
・オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式

参
加
者
40
名

薬
学
部
と
同
窓
会
の
近
況
報
告
会

長谷山情報科学研究院長

小林教授

瀬戸口研究院長 五十嵐先生

伊藤北楡会会長

石川助教

９
月
24
日（
土
）14
時
～
16
時

対
面
・オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式

参
加
者
１
０
３
名

第
23
回
生
涯
教
育
特
別
講
座
秋
季
講
演
会

薬
学
研
究
院
・
薬
学
部

　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
２
０
２
２
の

開
催
に
あ
わ
せ
て
、
薬
学
部
と
同
窓
会

の
近
況
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。
本
会

に
は
、
同
窓
生
を
含
む
40
名
の
方
が
参

加
頂
き
、
木
原
章
雄
薬
学
部
長
か
ら
現

在
の
薬
学
部
の
状
況
に
つ
い
て
、
松
田

彰
同
窓
会
会
長
か
ら
同
窓
会
の
運
営
状

況
と
同
窓
会
誌
「
芳
香
」
の
現
状
に
関

し
て
報
告
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
影
響
で
、
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り

ま
し
た

が
、
薬
学
部
の
臨
床
講
義
室
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
開
催
に
よ
り
、
例
年

通
り
の
参
加
者
数
と
な
り
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
、
同
窓
生
の
親
睦
を
目
的

と
し
た
交
流
会
は
開
催
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
報
告
会
に
関
し
て
は
参

加
者
か
ら
も
良
好
な
評
価
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

工
学
部
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ラ

ウ
ン
ジ
１
に
お
い
て
、
工
学

部
の
同
窓
生
を
対
象
に
し
た

講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
瀬
戸
口
剛
工

学
研
究
院
長
・
工
学
部
長
が

歓
迎
の
挨
拶
を
述
べ
た
後
、

工
学
研
究
院
及
び
工
学
部
の

現
状
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
五
十
嵐
敏
文
旭

川
工
業
高
等
専
門
学
校
校
長

か
ら
「
地
図
に
残
ら
な
い
仕

事
︱
北
海
道
新
幹
線
建
設
に

と
も
な
う
残
土
処
理
︱
」
と
題
し
た
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
る
な

ど
、参
加
者
か
ら
は
大
変
好
評
で
し
た
。

工
学
院
・
工
学
研
究
院
・
工
学
部

９
月
24
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

参
加
者
83
名

同
窓
生
向
け
講
演
会

及
び
北
工
会
サ
ー
ク
ル
展
示

北工会サークル展示
９月24日（土）8時～17時　工学部正面玄関ホール

　工学部正面玄関において、北工会（工学部の教職員・
学生等の親睦団体）の公認サークルによる作品（書道、写
真）を展示しました。
　ホームカミングデー来訪者の方 も々、足を止めて作品に
見入っていました。

　

本
特
別
講
演
会
は
、
明
治
31
年
発
足

の
札
幌
農
林
学
会
が
開
催
し
て
き
た
学

術
講
演
会
の
中
の
特
別
講
演
会
を
継

承
・
発
展
さ
せ
て
き
た
も
の
で
あ
り

１
２
１
年
の
歴
史
を
持
ち
ま
す
。
平
成

９
年
以
来
、
市
民
公
開
・
農
学
特
別
講

演
会
と
し
て
、
広
く
一
般
市
民
の
方
々

に
公
開
し
て
い
ま
す
。
本
年
は
「
新
渡

戸
稲
造
生
誕
１
６
０
周
年
特
別
記
念
講

演
会
」
と
題
し
、
農
学
研
究
院
・
農
学

院
・
農
学
部
、
札
幌
農
林
学
会
、
お
よ

び
札
幌
農
学
同
窓
会
に
よ
る
主
催
、
北

方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー

共
催
、
北
海
道
大
学
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
推
進
機
構
協
力
、
北
海
道
、
札
幌

市
な
ど
26
団
体
の
ご
後
援
を
い
た
だ
き

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

横
田
篤
理
事
・
副
学
長
、
西
邑
隆
徳

研
究
院
長
に
よ
る
開
会
挨
拶
の
後
、
一

般
財
団
法
人
新
渡
戸
基
金
理
事
長
藤
井

茂
氏
に
よ
り
「
新
渡
戸
稲
造
：
そ
の
業

績
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
を
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。
新
渡
戸
稲
造
の
生
誕
と
歴
史

的
な
背
景
の
説
明
の
後
、
日
本
最
初
の

社
会
教
育
の
場
と
し
て
札
幌
遠
友
夜
学

校
を
創
立
し
、
そ
の
人
間
愛
に
満
ち
た

高
い
見
識
と
実
践
が
多
く
の
有
為
な
人

材
を
輩
出
し
て
き
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
加
え
て
１
０
０
年
以
上
も
前

か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）に
繋
が
る
先
見
性
・
先
進
性
を
持
っ

て
持
続
可
能
な
社
会
構
築
に
貢
献
し
て

き
た
こ
と
が
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
同
窓
生
以
外
に
も
一
般
市

民
の
方
や
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
を
含
め

２
０
０
名
以
上
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
会
場
も
満
席
と
な
り
ま
し
た
。
フ

ロ
ア
か
ら
の
質
問
も
出
る
な
ど
、
大
変

盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

西邑研究院長

横田理事・副学長

講演会

９
月
23
日（
金
）13
時
～
14
時
30
分

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

参
加
者
２
１
９
名

市
民
公
開
講
座
「
新
渡
戸
稲
造
生
誕

１
６
０
周
年
特
別
記
念
講
演
会
」

農
学
研
究
院
・
農
学
院
・
農
学
部

木原薬学部長の講演

松田同窓会会長の講演
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令
和
４
年
度
獣
医
学
部
同
窓
会
関
連

諸
会
議
（
評
議
員
会
、
通
常
総
会
、
新

評
議
員
会
、
新
理
事
会
）
を
、
11
時
よ

り
オ
ン
サ
イ
ト
（
獣
医
学
部
会
議
室
お

よ
び
講
堂
）
とW

ebex M
eetings

を

用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ラ
イ
ブ
ス
ト
リ
ー

ミ
ン
グ
配
信
を
併
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
で
開
催
し
ま
し
た
。
評
議
員
会
で
は

議
長
に
菅
野
一
敏
氏
（
昭
和
52
年
卒
）

が
指
名
さ
れ
、
総
会
議
案
の
確
認
と
承

認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
総
会
は
13
時
よ

り
開
か
れ
ま
し
た
。
会
議
に
先
立
ち
、

逝
去
会
員
に
対
し
て
黙
と
う
を
捧
げ
ま

し
た
。
滝
口
満
喜
会
長（
昭
和
62
年
卒
）

の
挨
拶
に
引
き
続
き
、
議
長
に
佐
藤
時

則
氏
（
昭
和
49
年
卒
）、
副
議
長
に
岡
松

優
子
氏
（
平
成

16
年
卒
）、
議

事
録
署
名
人
に

金
尚
昊
氏
（
平

成
23
年
卒
）
が

指
名
さ
れ
、
各

議
案
が
審
議
さ

れ
、
評
議
員
が

選
出
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、

　

今
年
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

２
０
２
２
は
、
９
月
24
日
（
土
）
に
函

館
キ
ャ
ン
パ
ス
大
講
義
室
に
お
い
て
対

面
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
始
め
に
都
木
靖
彰
学
部
長
に
よ

る
本
学
部
練
習
船
う
し
お

丸
代
船
の
建
造
状
況
、
地

域
交
流
機
能
を
統
合
し
た

「
水
産
科
学
未
来
人
材
育

成
館
」
の
建
築
が
開
始
さ

れ
た
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
本
学
部
卒
業
生

の
池
谷
幸
樹
氏
（
ア
ク

ア
・
ト
ト
ぎ
ふ
館
長
）
に

「
水
族
館
に
勤
め
て
50
代

で
思
う
こ
と
」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
講
演
内
容
は
、
製
薬
会

社
の
医
療
情
報
担
当
者
と
し
て
就
職

後
、
水
族
館
を
運
営
す
る
企
業
に
転
職

し
、
ア
ク
ア
・
ト
ト
ぎ
ふ
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
か
ら
関
わ
っ
た
経
歴
を
披
瀝
い
た

だ
き
ま
し
た
。
現
在
、
同
水
族
館
は
水

生
生
物
の
展
示
だ
け
で
は
な
く
、
魚
類

の
不
思
議
な
生
態
の
研
究
や
保
全
に
貢

献
し
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
成
果
に

新
評
議
員
会
に
て
理
事
・
監
事
が
選
出

さ
れ
、
総
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
新
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

14
時
30
分
よ
り
北
海
道
大
学
獣
医
学

部
同
窓
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
「
ア
ラ
還

同
窓
生
か
ら
現
役
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
と
題
し
、
現
役
入
学
生
が
今
年
還

暦
を
迎
え
る
昭
和
60
年
卒
の
同
窓
生
７

人
か
ら
現
役
学
生
に
向
け
て
、
こ
れ
ま

で
に
培
っ
た
人
生
観
や
人
生
哲
学
を
も

と
に
現
役
学
生
へ
叱
咤
激
励
の
言
葉
を

か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
窓
生
と

在
学
生
で
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
、有
意
義
な
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

よ
り
来
館
者
数
が
維
持
で
き
て
い
る
こ

と
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
質
疑

応
答
で
は
、
参
加
し
た
Ｏ
Ｂ
か
ら
研
究

結
果
に
関
す
る
貴
重
な
提
言
や
、
在
校

生
か
ら
の
就
職
活
動
に
対
す
る
望
ま
し

い
姿
勢
な
ど
の
質
問
が
あ
り
、
活
発
な

議
論
が
で
き
ま
し
た
。

　

講
演
会
終
了
後
に
開
催
さ
れ
た
「
北

水
同
窓
会
第
１
０
０
回
定
期
総
会
」
で

は
、
会
長
の
横
山
清
氏
（
㈱
ア
ー
ク
ス

代
表
取
締
役
社
長
）
に
よ
る
挨
拶
の

後
、
同
窓
会
の
活
動
状
況
が
報
告
さ

れ
、
今
後
の
取
り
組
み
に
向
け
た
要
望

な
ど
の
提
案
に
つ
い
て

議
論
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
回
参
加
さ

れ
た
Ｏ
Ｇ
・
Ｏ
Ｂ
の
皆

様
か
ら
は
、
久
し
ぶ
り

の
対
面
開
催
を
喜
ぶ
声

が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
参

加
者
も
90
名
と
こ
れ
ま

で
よ
り
大
幅
に
増
え
、

大
変
充
実
し
た
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

　「
環
境
科
学
院
」「
国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
・

観
光
学
院
」「
北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学

セ
ン
タ
ー
」「
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」「
大

学
文
書
館
」「
ほ
っ
か
い
ど
う
同
窓
会
」「
恵

迪
寮
同
窓
会
」「
産
学・地
域
協
働
推
進
機
構
」

「
社
会
共
創
部
広
報
課
」「
社
会
共
創
部
広
報

課
卒
業
生
・
基
金
室
」
に
つ
い
て
は
誌
面
ス

ペ
ー
ス
の
都
合
で
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
北
大
時
報
10
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

獣
医
学
部

９
月
24
日（
土
）11
時
～
16
時
45
分

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン・ラ
イ
ブ
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ

配
信
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

参
加
者
86
名

獣
医
学
部
同
窓
会
（
同
窓
会
総
会
、
同

窓
生
と
在
学
生
の
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

水
産
科
学
研
究
院
・
水
産
科
学
院
・

水
産
学
部
／
北
水
同
窓
会

９
月
24
日（
土
）13
時
30
分
～
17
時

函
館
キ
ャ
ン
パ
ス
講
義
棟
大
講
義
室

参
加
者
90
名

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
２
０
２
２

水
産
学
部
卒
業
生
・
在
校
生
の
つ
ど
い

フォーラム終了後の集合写真

評議員会の会議風景

　

３
年
目
に
は
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
戦
争
も

激
し
さ
を
増
し
、
北

朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル

発
射
な
ど
、
不
穏

な
社
会
情
勢
の
中

③
「
ヒ
ロ
シ
マ
の

春
」
を
描
き
ま
し

た
。
広
島
は
私
の
生

ま
れ
故
郷
で
す
。

　

一
昨
年
、
広
島
の

老
人
ホ
ー
ム
に
入

居
中
の
母
（
93
才
）
に
１
才
に
な
る
曾

孫
を
見
せ
に
、
こ
れ
も
３
年
振
り
に
訪

風
景
と
の
対
話

３
年
ぶ
り
の
東
京
黒
百
合
展

い
き
ま
せ
ん
。

　

絵
を
描
く
事
は
独
り
で
黙
々
と
す
る

作
業
な
の
で
、
う
っ
て
つ
け
の
ひ
ま
つ

ぶ
し
（
？
）
で
す
。
で
も
仲
間
が
あ
っ

て
こ
と
、
そ
の
楽
し
み
は
何
倍
に
も
膨

ら
む
の
だ
と
、再
認
識
し
た
次
第
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
１
年
目
は
ま
だ
こ
ん
な
に
長

引
く
と
は
思
わ
ず
、
①
「
待
つ
」
と
い

う
絵
を
、
２
年
目
は
な
か
な
か
収
束
し

な
い
や
り
場
の
な
い
気
持
ち
を
②
「
何

処
へ
」
と
い
う
絵
に
こ
め
ま
し
た
。
ど

ち
ら
も
大
切
な
青
春
の
時
間
を
、
奪
わ

れ
た
若
い
人
に
思
い
を
馳
せ
、
描
き
ま

し
た
。

問
し
ま
し
た
。
た
っ
た
15
分
の
面
会
時

間
で
し
た
が
、
幼
い
曾
孫
を
見
た
時

の
、
母
の
満
面
の
笑
顔
が
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。

　

当
た
り
前
の
事
が
当
た
り
前
で
な
く

な
る
こ
の
様
な
時
代
に
遭
遇
し
よ
う
と

は
思
い
も
よ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
今
ま
で
も
人
類
は
何
度
か
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
を
乗
り
越
え
、
戦
争
を
経
験

し
、
そ
の
時
代
を
生
き
て
き
た
の
だ
と

思
う
と
、
命
を
繋
い
で
い
く
事
の
大
切

さ
、難
し
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
す
。

　

穏
や
か
な
春
が
訪
れ
ま
す
よ
う
に
。

　

一
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
に

な
っ
て
い
た
東
京
黒
百
合
展
が
昨

年
、
３
年
振
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

幸
い
コ
ロ
ナ
も
減
少
し
、
気
持
ち
の

い
い
秋
晴
れ
の
中
、
銀
座
の
画
廊
で

懐
か
し
い
人
達
と
顔
を
合
わ
せ
る
事

が
で
き
ま
し
た
。

　

絵
は
描
い
て
、
発
表
し
て
、
人
に

み
て
も
ら
っ
て
完
成
と
よ
く
言
わ
れ

ま
す
が
、
今
回
ほ
ど
発
表
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
実
感
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
広
い
会
場
で
み
る
と
、
自

分
の
絵
の
良
し
悪
し
は
一
目
瞭
然
。

自
己
満
足
に
浸
っ
て
い
る
わ
け
に
は

作品①「待つ」 油彩

作品②「何処へ」 油彩

作品③「ヒロシマの春」 油彩

木
綿
弘
子 

︵
Ｓ
53
・
薬
︶　

講演をする池谷氏



FRONTIER 2023/02/20 14FRONTIER 2023/02/2015

昭
和
中
期
の

あ
る
農
化
学
生
の
想
い
出

　

●
戦
時
下
を
生
き
延
び
て

　　

私
は
昭
和
20（
１
９
４
５
）年
３
月
、

父
の
勤
務
先
朝
鮮
総
督
府
（
日
本
国
商

工
省
よ
り
出
向
）
の
命
令
に
よ
り
、
朝

鮮
国
京
城
市
（
現
ソ
ウ
ル
市
）
か
ら
京

釜
鉄
道
（
一
等
車
両
）
１
＊
、
関
釜
連

絡
船
２
＊
（
一
等
船
室
：
門
司
港
下
船

後
日
本
海
側
を
国
鉄
三
等
車
両
で
青
森

港
へ
）
そ
し
て
青
函
連
絡
船
（
一
等
船

室
）
を
乗
り
継
ぎ
祖
父
母
の
住
む
本
籍

地
函
館
市
に
帰
国
し
ま
し
た
。
そ
し
て

小
３
・
中
学
・
高
校
を
函
館
で
過
ご
し
、

昭
和
31
（
１
９
５
６
）
年
４
月
、
新
制

の
北
海
道
大
学
理
類
（
教
養
11
組
）
３

＊
に
入
学
（
第
７
代
総
長 

杉
野
目
晴

貞
）
し
ま
し
た
。

〈
１
＊
：
北
大
東
京
同
窓
会
２
０
２
２

年
丸
の
内
カ
レ
ッ
ジ
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ

ナ
ー
「
鉄
道
技
術
者
・
大
村
卓
一
に
み

る
北
大
の
源
流
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精

神
」(

講
師
：
Ｓ
48
工
土
木 

高
津
俊
司

氏)

に
出
て
く
る
世
界
標
準
軌（
軌
間
：

1,435m
m

）
の
鉄
道
（
京
城
・
釜
山

間
）、
因
み
に
Ｊ
Ｒ
在
来
線
（
狭
軌
：

移
行
後
は
特
別
奨
学
金
を
申
請
し
て
月

額
４
千
５
百
円
を
受
給
（
全
額
返
還
義

務
）
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
授
業
に
必
要

な
教
科
書
・
参
考
書
類
を
購
入
（
古
本

屋
を
活
用
）
出
来
ま
し
た
。

　

北
大
理
類
教
養
課
程
２
年
生
（
昭
和

32
（
１
９
５
７
）
年
）
後
半
の
理
系
・

学
部
移
行
で
は
、
第
一
志
望
の
農
学
部

農
芸
化
学
科
２
年
生
（
35
名
）
に
編
入

で
き
て
と
て
も
嬉
し
く
思
い
、
そ
の
時

札
幌
農
学
校
の
伝
統
に
沿
え
る
学
生
に

な
ろ
う
と
決
心
し
農
学
部
学
生
と
な
り

ま
し
た
。

〈
４
＊
：
当
時
の
定
山
渓
鉄
道
は
札
幌

市
白
石
区
東
札
幌
駅
か
ら
南
区
定
山
渓

駅
を
結
ん
で
い
た
鉄
道
路
線
（
27
・
２

㎞
）、
昭
和
44
（
１
９
６
９
）
年
に
廃

止
さ
れ
た
〉

　

●
農
学
部
農
芸
化
学
科
学
生

　
　
と
し
て
の
社
会
勉
強

　
　

　

昭
和
33
（
１
９
５
８
）
年
晩
秋
我
等

農
化
３
年
生
は
、
今
年
度
の
農
化
２
年

生
（
新
入
生
・
35
名
）
を
迎
え
る
に
当

た
り
、「
新
入
生
歓
迎
会
」
を
企
画
・

１
０
６
７
㎜
）、
Ｊ
Ｒ
新
幹
線
（
標
準

軌
：
１
４
３
５
㎜
）、シ
ベ
リ
ア
鉄
道（
広

軌
：
１
５
２
４
㎜
）
な
ど
。〉

〈
２
＊
：
関
釜
連
絡
船
は
朝
鮮
・
釜
山

港
を
出
港
し
本
来
下
関
港
（
外
湾
港
）

に
入
港
す
る
は
ず
が
、
当
夜
博
多
港
周

辺
が
米
海
軍
艦
載
機
に
よ
る
空
襲
中
と

の
無
電
が
入
り
、
急
遽
灯
火
管
制
中
の

門
司
港
（
内
湾
港
）
に
緊
急
入
港
し

た
。
緊
急
下
船
直
後
に
艦
載
機
（
グ
ラ

マ
ン
）
多
数
が
来
襲
し
照
明
弾
を
落
下

し
て
、
連
絡
船
目
掛
け
て
爆
弾
多
数
を

投
下
し
た
。
し
か
し
一
弾
も
命
中
せ
ず

そ
の
腹
癒
せ
か
、
湾
を
反
転
し
て
飛
来

し
下
船
し
た
船
客
が
避
難
し
て
い
た
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
目
掛
け
て
20
ミ
リ
機
関

砲
の
機
銃
照
射
を
し
た
。
多
数
が
死
傷

し
た
が
私
達
家
族
は
辛
う
じ
て
生
き
延

び
ま
し
た
。

　

当
時
太
平
洋
側
の
鉄
道
は
、
３
月
10

日
の
東
京
大
空
襲
等
〔
米
空
軍
Ｂ
29
爆

撃
機
大
編
隊
に
よ
る
焼
夷
弾
・
絨
毯
爆

撃
等
に
よ
る
被
災
者
約
３
１
０
万
人
、

死
者
11
万
５
千
人
以
上
、
負
傷
者
15
万

人
以
上
、
損
害
家
屋
約
85
万
戸
以
上
〕

に
よ
り
各
地
で
寸
断
の
有
り
様
で
し

た
。〉

〈
３
＊
：
昭
和
22
（
１
９
４
７
）
年
に

北
海
道
帝
国
大
学
が
北
海
道
大
学
と
な

り
、
昭
和
24
（
１
９
４
９
）
年
に
新
制

の
北
海
道
大
学
と
な
る
。〉

　

●
教
養
課
程
時
代
の
用
心
棒
・
生
活

　

昭
和
30
年
代
に
入
り
戦
後
の
食
糧
難

（
飢
餓
）
時
代
か
ら
解
放
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
情
勢
も
あ
り
、

当
時
の
定
山
渓
鉄
道
４
＊
の
重
役
留
守

宅
（
元
割
烹
料
亭
、
ス
ス
キ
ノ
・
南
五

条
西
五
丁
目
）
に
〝
書
生
〟
と
し
て
学

生
時
代
を
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
書
生
の
役
割
は
夏
季
・
薪
ス
ト
ー

ブ
用
の
薪
割
り
、
冬
季
・
母
屋
の
雪
降

ろ
し
、そ
し
て
留
守
宅
の
用
心
棒
役（
歓

楽
街
・
酔
客
の
民
家
侵
入
防
止
）
で
し

た
。
幸
い
に
も
書
生
と
な
り
食
・
住
は

確
保
で
き
ま
し
た
。
学
業
費
の
北
大
授

業
料
は
昭
和
31
年
度
入
学
者
年
額
９
千

円
（
卒
業
時
ま
で
同
額
）
で
し
た
。
そ

れ
で
日
本
育
英
会
の
奨
学
資
金
を
申
請

し
教
養
時
代
は
月
額
３
千
円
を
、
学
部

︱
前
編
︱

若林　髙明
（Ｓ35・農学部農芸化学科）

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
晩
秋

の
小
春
日
和
の
土
曜
日
午
後
、
農
学
部

本
館
４
階
・
大
講
堂
に
て
農
化
４
年
生

（
35
名
）
に
も
ご
出
席
戴
き
、『
村
の

行
者
と
河
童
（
カ
ッ
パ
）
の
集
い
』
と

題
す
る
寸
劇
を
ご
披
露
し
ま
し
た
。（
左

写
真
）

　

そ
こ
で
、
新
入
２
年
生
を
迎
え
る
歓

迎
会
に
は
茶
菓
子
が
必
要
と
思
い
、
当

時
喫
茶
店
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
聴
き

な
が
ら
珈
琲
を
飲
む
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
も

増
え
て
き
て
い
た
の
で
、〝
コ
ー
ヒ
ー

と
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
〟
を
出
そ
う
と
考

え
、
当
時
国
鉄
札
幌
駅
近
く
に
在
っ
た

菓
子
店
「
三
八
」
駅
前
店
に
出
前
を
お

願
い
し
よ
う
と
交
渉
に
出
向
い
た
。

　

予
算
は
農
化
３
年
生
（
35
名
）
と
先

輩
４
年
生
（
35
名
）
か
ら
一
人
50
円
を

供
出
し
て
も
ら
い
、
総
額
３
５
０
０
円

を
原
資
に
、
新
入
２
年
生
（
35
名
）
を

加
え
た
１
０
５
名
分
（
約
35
円
／
人
）

の
〝
コ
ー
ヒ
ー
＆
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
〟
の

出
前
（
農
学
部
本
館
４
階
・
大
講
堂
）

を
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

農
化
３
年
生
の
授
業
開
け
の
夕
刻
、

「
三
八
」
菓
子
店
札
幌
駅
前
店
に
出
向

き
、
応
対
し
て
く
れ
た
女
子
社
員
の
主

任
さ
ん
に
は
、
全
く
採
算
に
合
わ
な
い

の
で
と
「
ダ
メ
」
出
し
を

喰
っ
た
。

　

さ
て
困
っ
た
の
で
、
そ

れ
か
ら
３
～
４
日
後
に
ま

た
授
業
開
け
に
再
度
交
渉

に
出
向
く
と
、
男
性
の
駅

前
店
長
さ
ん
が
応
対
し

て
く
れ
た
。
し
か
し
、

１
０
０
人
分
の
セ
ッ
ト
値

引
き
を
適
用
し
て
も
全
く

採
算
が
合
わ
な
い
の
で
と

再
度
「
ダ
メ
」
出
し
の
通

告
で
し
た
。

　

折
角
の
新
入
生
をBe 

Gentlem
an 

と
し
て
迎

え
る
の
に
、
茶
菓
子
は
や

は
り
駄
菓
子
で
は
な
く
、

〝
コ
ー
ヒ
ー
＆
ケ
ー
キ

セ
ッ
ト
〟
で
あ
る
べ
き
だ

と
の
思
い
で
、
あ
る
土
曜

日
の
実
習
・
実
験
開
け
の
夕
刻
、
か
の

駅
前
店
に
出
向
き
再
度
店
長
さ
ん
を
リ

ク
エ
ス
ト
し
た
ら
、
上
品
な
貫
禄
の
あ

る
ご
婦
人
共
々
応
対
し
て
く
れ
た
。

そ
こ
で
僕
た
ち
北
大
生
は
、
卒
業
後
は

日
本
全
国
の
一
流
企
業
に
就
職
し
て
、

社
業
で
札
幌
に
出
張
で
来
た
り
同
窓
会

で
来
た
り
す
る
で
し
ょ
う
、
そ
の
折

に
は
学
生
時
代
に
お
世
話
に
な
っ
た

「
三
八
」
菓
子
店
を
思
い
出
し
、
お
土

産
に
「
三
八
」
店
の
商
品
を
買
っ
て
帰

る
で
し
ょ
う
と
、
将
来
へ
の
企
業
広
告

（
投
資
）
に
も
な
る
で
し
ょ
う
と
、
熱

心
に
説
得
を
試
み
た
。

　

そ
し
た
ら
同
席
の
ご
婦
人
は
重
役
さ

ん
と
か
で
、
あ
な
た
の
お
申
し
出
は
、

「
三
八
」
店
の
将
来
投
資
と
思
っ
て
、

お
申
し
出
の
予
算
（
３
５
０
０
円
）
で

引
き
受
け
ま
し
ょ
う
、
と
納
得

し
て
戴
け
ま
し
た
。
そ
し
た

ら
、
あ
な
た
が
希
望
す
る
な
ら

卒
業
後
当
社
（
現 

株
式
会
社

三
八
、三
八
菓
舗
５
＊
）
に
来

ま
せ
ん
か
と
も
勧
誘
さ
れ
、
吃

驚
す
る
や
ら
、
感
謝
し
て
お
願

い
す
る
こ
と
に
成
り
ま
し
た
。

そ
の
御
蔭
で
〝
コ
ー
ヒ
ー
＆

ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
付
の
新
入
生
歓

迎
会
〟
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

こ
の
農
化
３
年
生
の
時
の
経

験
、
何
事
も
諦
め
な
い
で
正
論

で
折
衝
し
て
相
手
の
懐
に
飛
び

込
む
交
渉
術
（
説
得
す
る
の
で

は
な
く
納
得
さ
せ
る
こ
と
）
の
経
験

は
、卒
業
後
に
企
業
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン（
就

職
先
：
エ
ー
ザ
イ
株
式
会
社
）と
し
て
、

国
内
外
の
同
業
他
社
企
業
と
の
自
社
製

品
の
取
引
（
技
術
導
出
・
導
入
）
の
折

衝
事
に
、
大
い
に
役
立
つ
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
令
和
の
時
代
の
北
大
卒
業

生
が
国
際
的
に
活
躍
す
る
企
業
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
を
志
す
の
で
あ
れ
ば
、
国
際
水

準
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ク
リ
ア
ラ
ン
ス

の
認
証
保
持
者
６
＊
に
な
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

〈
５
＊
：
商
品 

札
幌
タ
イ
ム
ズ
ス
ク

エ
ア
商
品
群
、
和
菓
子
各
種
〉

〈
６
＊
：S

ecurity clearance　

米

国
・
英
国
・
独
国
・
カ
ナ
ダ
等
諸
国
で

は
、
重
要
な
国
家
機
密
に
類
す
る
技

農化３年生時の応用菌学顕微鏡実験室にて
２列右側２人目が筆者（昭和33年６月）

昭和３３（1９５８）年晩秋、新入生（農化２年生）歓迎会
主催：農化3年生一同

昭和の北大 永遠の日々を懐う
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年
代
頃
か
ら
の
飼
料
添
加
用
ア
ミ
ノ
酸

（
メ
チ
オ
ニ
ン
、
リ
ジ
ン
等
）
の
需
要

増
大
期
の
予
兆
も
）が
窺
が
え
ま
し
た
。

〈
７
＊
：
生
物
化
学
通
論　

農
学
博
士

小
幡
彌
太
郎
著　

朝
倉
書
店　

昭
和
32

（
１
９
５
７
）
年
〉

　

●
北
大
卒
業
と「
さ
ん
ご
会
」誕
生

　

私
達
北
大
生
の
卒
業
式
は
昭
和
35

（
１
９
６
０
）
年
３
月
、
ク
ラ
ー
ク
像

の
傍
に
在
っ
た
ク
ラ
ー
ク
会
館
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
卒
業
式
典
で
の
国
歌

（
君
が
代
）
斉
唱
場
面
等
を
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
札
幌
支
局
の
撮
影
ク
ル
ー
が
録
画

し
て
、
当
日
の
正
午
と
午
後
７
時
の

ニ
ュ
ー
ス
で
全
道
に
放
映
さ
れ
記
念

す
べ
き
卒
業
式
と
な
り
ま
し
た
。
私
達

Ｓ
35
農
化
生
は
卒
業
式
後
卒
業
証
書

を
受
け
取
り
、
農
芸
化
学
科
棟
（
農
学

部
本
部
右
側
棟
）
を
出
る
時
、
20
年
後

に
農
化
棟
で
の
再
会
を
約
束
し
て
社

会
へ
と
飛
翔
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
何
時
し
か
、
我
等
農
化

同
級
生
の
会
を
「（
北
大
）
さ
ん
ご

会
」
と
呼
称
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
卒
業
20
年
目
の
昭
和
55

（
１
９
８
０
）
年
に
札
幌
に
集
ま
り
、

卒
業
年
度
の
主
任
教
授
で
在
ら
れ
た
石

塚
喜
明
（
名
誉
）
教
授
を
囲
ん
で
の
第

１
回「
さ
ん
ご
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
れ
以
降
５
年
毎
に
、
農
芸
化
学
科
棟

訪
問
と
北
大
園
遊
会
（
植
物
園
）
に
参

加
し
て
来
ま
し
た
。

【
次
号
後
編
に
続
く
】

術
・
情
報
に
企
業
が
参
画
す
る
場
合

に
、
そ
れ
に
携
わ
る
職
能
に
応
じ
た
適

格
性
を
確
認
す
る
制
度
。
行
政
機
関
の

職
員
を
対
象
と
す
る
秘
密
取
扱
者
適
格

性
確
認
制
度
な
ど
が
こ
れ
に
相
当
す

る
。〉

　

●
恒
例
の
修
学
旅
行

　

我
等
農
化
３
年
生
は
年
度
末
ま
で

に
、
４
年
生
時
の
卒
業
論
文
の
実
験
・

研
究
の
た
め
各
人
の
志
望
す
る
講
座

（
研
究
室
）
を
決
め
ま
す
。
当
時
の
農

芸
化
学
科
は
５
講
座
（
土
壌
肥
料
学
講

座
、
農
産
製
造
学
講
座
、
食
品
化
学
講

座
、生
物
化
学
講
座
、応
用
菌
学
講
座
）

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
講
座
に
教
授
・
助

教
授
・
助
手
の
先
生
方
が
居
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
為
に
昭
和
34
（
１
９
５
９
）

年
の
春
休
み
を
利
用
し
て
、
他
大
学
や

農
林
省
の
付
属
研
究
機
関
、
先
輩
就
職

先
民
間
企
業
の
研
究
所
＆
工
場
等
へ
、

一
同
揃
っ
て
の
恒
例
の
訪
問
・
見
学
ツ

ア
ー
〈
修
学
旅
行
35
名
、
引
率
者
は
広

瀬
晃
先
生
（
当
時
院
生
、
昭
和
36
年
農

学
博
士
）〉
に
出
発
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訪
問
・
見
学
ツ
ア
ー
の
た
め
の

各
人
の
旅
行
費
用
は
、
３
年
生
時
の
夏

休
み
約
60
日
間
に
亙
り
行
わ
れ
る
北
海

道
奥
地
開
拓
地
の
土
壌
調
査
（
分
析
試

験
）
の
ア
ル
バ
イ
ト
代
に
よ
り
捻
出
さ

れ
て
来
ま
し
た
。昭
和
30（
１
９
５
５
）

年
代
当
時
は
北
海
道
奥
地
の
開
拓
農
家

の
土
壌
の
調
査
分
析
が
毎
年
度

進
め
ら
れ
て
お
り
、
北
海
道
農

務
部
が
北
大
農
化
へ
の
委
託
事

業
と
し
て
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

開
拓
地
の
採
取
土
壌
分
析
試

験
の
技
法
は
、
学
部
移
行
後
の

２
年
生
後
期
に
教
科
書
・
実

験
農
芸
化
学
上
・
下
巻
〈
東

京
大
学
農
学
部
農
芸
化
学
教

室
編　

朝
倉
書
店　

昭
和
32

（
１
９
５
７
）
年
版
〉
に
よ
る

実
習
・
実
験
授
業
に
よ
り
技
能

習
得
を
修
了
し
て
居
り
ま
し

た
。

　

農
化
３
年
生
（
35
名
）
か
ら

土
壌
調
査
参
加
希
望
の
応
募
者

約
30
名
が
籤
引
き
で
選
ば
れ
、

各
人
が
開
拓
農
家
の
農
地
の
土

壌
採
取
に
出
掛
け
ま
し
た
。
当
時
の
北

海
道
奥
地
で
は
近
隣
の
村
の
お
寺
や
農

家
の
納
屋
に
泊
ま
り
な
が
ら
の
調
査
旅

行
で
し
た
。

　

●
恩
師
の
日
本
学
士
院
賞

　
　
受
賞
に
感
激

　

と
こ
ろ
が
、
私
が
籤
引
係
で
あ
っ
た

に
も
拘
わ
ら
ず
土
壌
調
査
の
応
募
抽
選

に
落
選
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
で

は
３
年
生
学
期
末
恒
例
の
修
学
旅
行

（
就
職
候
補
先
訪
問
・
調
査
旅
行
）
に

参
加
出
来
な
く
な
る
事
（
旅
行
費
用

等
）
を
危
惧
し
た
。
そ
こ
で
土
壌
肥
料

学
講
座
の
石
塚
喜
明
教
授
に
お
頼
み
し

て
同
教
室
（
田
中
明
助
手
、
企
業
派
遣

研
究
員
、
大
学
院
生etc.

の
実
験
お
手

伝
い
）
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
さ
せ
て
戴
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
仕
事
は
、
毎
日

午
前
中
に
農
芸
化
学
科
棟
の
北
側
に

あ
っ
た
ガ
ラ
ス
張
り
の
温
室
２
棟
内
の

清
掃
・
掃
除
を
素
早
く
済
ま
せ
ま
す
。

そ
し
て
同
温
室
内
の
約
80
鉢
近
く
の

〝
稲
の
水
耕
栽
培
培
養
鉢
実
験
群
〟
の

植
木
鉢
（
瀬
戸
物
）
記
号
順
に
、
数
種

類
の
実
験
用
液
肥
の
各
調
合
と
、
そ
の

新
規
調
合
液
肥
の
交
換
（
前
日
分
と

の
）
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
午
後
か
ら

は
同
教
室
の
先
輩
皆
様
か
ら
の
指
示
に

よ
る
検
体
資
料
分
析
試
験
の
お
手
伝
い

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
農
芸
化
学
的
機
器

分
析
技
法
・
技
能
の
腕
を
磨
く
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
こ
の
様
に
し
て
、
農
化

３
年
生
の
夏
休
み
の
約
60
日
間
の
ア

ル
バ
イ
ト
に
よ
り
、
翌
年
の
昭
和
34

（
１
９
５
９
）
年
春
休
み
の
修
学
旅
行

に
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

後
年
〈
昭
和
50
（
１
９
７
５
）
年
〉、

日
本
学
士
院
は
〝
水
稲
の
栄
養
生
理
学

的
研
究
と
そ
の
応
用
（
共
同
研
究
）〟

に
対
し
て
、
石
塚
喜
明
北
大
名
誉
教
授

（
農
学
博
士
）
と
田
中
明
農
学
部
教
授

（
農
学
博
士
）
に
日
本
学
士
院
賞
を
授

与
し
ま
し
た
。
こ
の
朗
報
を
ニ
ュ
ー
ス

で
知
っ
た
時
、
農
化
学
生
時
代
の
ア
ル

バ
イ
ト
の
事
を
想
い
出
し
、
少
し
は
お

手
伝
い
が
お
役
に
立
て
た
の
か
な
と
、

と
て
も
嬉
し
い
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

　
●
卒
業
論
文
の
開
始

　

農
芸
化
学
科
４
年
時
の
卒
業
論
文
作

成
は
戦
後
の
あ
る
時
期
か
ら
中
断
さ
れ

て
い
た
が
、
私
達
４
年
時
か
ら
開
始
さ

れ
る
こ
と
に
成
り
ま
し
た
。
農
化
35
名

は
そ
れ
ぞ
れ
が
志
望
す
る
５
講
座
（
研

究
室
）
に
移
行
し
ま
し
た
。
私
は
食
品

の
製
造
加
工
（
製
造
現
場
）
に
も
興
味

が
あ
っ
た
の
で
、農
産
製
造
学
講
座（
教

授
：
小
幡
彌
太
郎
７
＊
）
を
選
び
ま
し

た
。

　

我
等
農
化
35
名
の
卒
業
論
文
テ
ー
マ

が
出
揃
い
、
各
人
が
参
考
文
献
の
検
索

や
参
考
資
料
の
収
集
で
農
学
部
図
書
室

は
連
日
大
賑
わ
い
で
し
た
。
何
時
し

か
、各
人
そ
れ
ぞ
れ
移
行
し
た
講
座（
研

究
室
）
で
の
実
験
室
に
籠
り
、
土
曜
日

午
後
も
実
験
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
就
職
希
望
企
業
・
団
体
へ

の
受
験
は
４
年
生
時
の
７
月
度
か
ら
開

始
さ
れ
て
居
り
ま
し
た
。
そ
し
て
食
糧

事
情
や
衣
類
・
住
居
事
情
（
独
身
寮
）

も
回
復
し
て
来
て
お
り
、
就
職
状
況
も

明
る
い
兆
し
が
見
え
始
め
て
来
ま
し

た
。
そ
の
御
蔭
で
Ｓ
35
（
１
９
６
０
）

年
３
月
農
化
卒
の
35
名
全
員
が
就
職
先

を
確
保
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

各
人
の
卒
業
論
文
に
関
係
す
る
参

考
文
献
（
英
語
文
、
ド
イ
ツ
語
文
）

を
発
表
す
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
、
昭
和

34
（
１
９
５
９
）
年
５
月
度
か
ら
早

速
に
開
始
さ
れ
、
卒
業
年
の
昭
和
35

（
１
９
６
０
）
年
１
月
度
で
終
え
た
。

私
の
発
表
は
、Enzym

atic Cleavage 
of S-Adenosylm

ethionine (J.Biol.
Chem

.234,87,1959)

で
し
た
。
卒

論
も
脱
脂
大
豆
粕
（
蛋
白
）
を
加
水
分

解
し
て
イ
オ
ン
交
換
樹
脂
法
お
よ
び
吸

着
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
法
を
駆
使
し
て
の

イ
ソ
ロ
イ
シ
ン
や
メ
チ
オ
ニ
ン
関
連
を

分
離
す
る
分
析
研
究
で
し
た
。
指
導
教

官
は
水
谷
純
也
先
生
（
当
時
院
生
、
昭

和
35
年
農
学
博
士
、
農
学
部
教
授
）
で

し
た
。何
事
も
辛
抱
強
く
、目
的
に
沿
っ

て
実
験
を
遂
行
す
る
研
究
者
魂
を
植
え

付
け
て
戴
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
発
表
文
献

か
ら
も
、
や
が
て
日
本
が
世
界
を
リ
ー

ド
し
た
醗
酵
に
よ
る
ア
ミ
ノ
酸
、
核
酸

等
の
工
業
生
産
の
基
盤
を
な
す
関
連
文

献
等
の
発
表
は
、
各
人
の
就
職
内
定
先

企
業
・
団
体
（
昭
和
45
（
１
９
７
０
）

昭和の北大 永遠の日々を懐う

農化３年生学期末修学旅行（昭和34年3月末） 
東京大学医科学研究所微生物工学教室訪問、中央筆者

［北大さんご会］札幌支部会に参加して、中央筆者（2017.05） クラーク像前にて（2017.05）

札幌遠友夜学校跡地にて（2017.05） 大通公園・S35農化黒澤誠治君と筆者（右）（2017.05）
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生
ま
れ
は
か
つ
て
花
街
で
知
ら
れ
た

墨
田
区
東
向
島
で
、
家
の
近
所
に
は
名

の
知
れ
た
料
亭
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し

た
。
父
の
会
社
の
隣
が
置
屋
さ
ん
だ
っ

た
の
で
、
幼
い
時
に
よ
く
芸
子
さ
ん
に

抱
っ
こ
さ
れ
て
い
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。
父
親
は
玩
具
問
屋
を
営
み
、
小
学

生
の
頃
か
ら
従
業
員
の
賄
い
用
の
食
材

を
買
い
に
行
か
さ
れ
た
り
、
棚
卸
と
か

簡
単
な
経
理
を
母
と
一
緒
に
や
っ
た
り

な
ど
と
実
家
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま
し

た
。
幼
い
時
の
写
真
は
芸
子
さ
ん
と
の

も
の
が
多
く
、
子
ど
も
と
写
真
を
撮
る

暇
が
な
い
ほ
ど
に
両
親
は
い
つ
も
忙
し

く
働
い
て
い
ま
し
た
。

　

と
は
い
え
自
分
の
家
だ
け
が
そ
う

２
年
目
に
な
っ
て
合
宿
所
で
生
活
を
す

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
練
習
の
な

い
週
２
日
だ
け
銭
湯
に
入
る
た
め
だ
け

に
ア
パ
ー
ト
に
帰
っ
て
い
ま
し
た
。
茨

戸
か
ら
大
学
ヘ
は
片
道
12
㎞
自
転
車
を

漕
ぎ
、
４
年
目
の
終
わ
り
頃
に
な
っ
て

同
期
の
ク
ル
マ
に
便
乗
し
て
通
い
ま
し

た
。
風
呂
・
シ
ャ
ワ
ー
な
し
の
合
宿
生

活
な
の
で
、
部
員
の
頭
は
い

つ
も
ぺ
っ
た
ん
こ
、
妙
に
テ

カ
テ
カ
し
て
い
ま
し
た
が
、

皆
ひ
た
む
き
に
練
習
に
打
ち

込
ん
だ
か
け
が
え
の
な
い
時

代
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

毎
年
３
月
は
１
カ
月
間
戸

田
（
埼
玉
）
で
合
宿
を
行

い
、
そ
れ
と
合
わ
せ
る
と
年

間
約
２
６
０
日
の
練
習
（
合

宿
）
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

茨
戸
で
の
練
習
は
４
月
か
ら

11
月
23
日
（
納
艇
日
）
で
し

た
が
、
氷
で
ボ
ー
ト
が
漕
げ

な
い
納
艇
後
の
冬
期
の
体
力

ア
ッ
プ
・
筋
力
ア
ッ
プ
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
も
か
な
り
厳
し

い
も
の
で
し
た
。
１
回
の
練

習
で
20
ト
ン
上
げ
る
こ
と
が

ノ
ル
マ
の
時
は
、
黙
々
と
４

時
間
か
け
て
バ
ー
ベ
ル
を
持

ち
上
げ
て
い
ま
し
た
。
ト
レ

セ
ン
や
体
育
館
の
マ
シ
ン
を

使
っ
た
練
習
の
ほ
か
に
、
大

学
周
囲
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
陸

上
運
動
場
で
の
周
回
走
、
距

だ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
周
り
は
繊
維

や
縫
製
、
玩
具
、
ば
ね
や
板
金
加
工
な

ど
多
種
多
様
な
製
品
や
業
種
で
商
売
を

し
て
い
る
家
ば
か
り
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
家
は
珍
し
か
っ
た
。
今
で
も
地
元
の

学
校
の
同
窓
会
に
参
加
す
る
と
会
社
勤

務
や
教
師
な
ど
の
月
給
取
り
は
私
も
含

め
て
少
数
派
で
す
。
だ
か
ら
子
ど
も
が

家
の
手
伝
い
を
す
る
の
は
当
た
り
前
の

土
地
柄
で
し
た
。

　

進
学
し
た
都
立
墨
田
川
高
校
は
葛

飾
・
江
戸
川
・
墨
田
な
ど
の
下
町
の
学

区
で
し
た
の
で
、
い
わ
ゆ
る
悪
ガ
キ
の

連
中
が
多
く
、
当
時
の
写
真
は
家
族
に

見
せ
ら
れ
な
い
も
の
ば
か
り
。
だ
ぶ
だ

ぶ
の
学
生
ズ
ボ
ン
、
頭
髪
は
剃
り
込
み

…
。
時
代
の
流
行
り
だ
と
思
い
ま
す

が
、
す
ご
い
高
校
時
代
を
過
ご
し
た
と

思
い
ま
す
。

　

北
海
道
と
の
接
点
は
、
中
高
の
頃
に

三
浦
綾
子
の
「
氷
点
」
シ
リ
ー
ズ
を
読

ん
で
い
た
こ
と
や
、
当
時
ブ
ー
ム
だ
っ

た
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
ニ
ッ
ポ
ン
の
中
島
み

ゆ
き
や
松
山
千
春
の
深
夜
放
送
で
す
。

そ
れ
ら
の
影
響
で
北
海
道
に
い
い
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
大
学

離
ス
キ
ー
な
ど
を
行
い
、
札
幌
国
際
ス

キ
ー
マ
ラ
ソ
ン
の
50
㎞
競
技
に
も
毎
年

出
場
し
て
い
ま
し
た
。

　

ど
ん
な
に
厳
し
い
練
習
を
行
っ
て
い

て
も
全
国
レ
ベ
ル
の
結
果
を
残
せ
な

は
、
東
京
の
大
学
に
進

む
選
択
肢
も
あ
っ
た
の

で
す
が
、
家
業
を
継
ぐ

前
に
の
び
の
び
と
大
学

時
代
を
過
ご
し
て
ほ
し

い
と
、
父
親
に
内
緒
で

母
親
が
遠
く
離
れ
た
北

海
道
行
き
を
す
す
め
て

く
れ
ま
し
た
。
父
親
は

激
怒
し
ま
し
た
が
、
母
親
の
後
押
し
が

な
か
っ
た
ら
、
北
大
に
進
学
す
る
こ
と

は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
家
業
を
継
ぐ
こ
と
が
、
暗

黙
の
了
解
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
ト
イ
ザ
ら
ス
が
日
本
に
進
出
し

た
こ
と
で
、
父
親
は
事
業
を
玩
具
メ
ー

カ
ー
に
譲
渡
し
、
私
も
弟
も
そ
の
必
要

は
な
く
な
り
ま
し
た
。
私
が
大
学
４
年

の
時
で
し
た
。
ト
イ
ザ
ら
ス
は
、
メ
ー

カ
ー
か
ら
お
も
ち
ゃ
を
直
接
仕
入
れ
て

販
売
す
る
や
り
方
で
し
た
の
で
、
問
屋

が
流
通
に
入
る
余
地
は
な
く
、
当
時
多

く
の
玩
具
問
屋
は
廃
業
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
・
高
校
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
と
ラ
グ

ビ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
家
の
事
情

な
ど
で
途
中
で
や
め
て
い
た
の
で
、
大

い
、
と
感
じ
始
め
て
い
た
１
年
目
の
終

わ
り
の
頃
に
、
東
北
大
ボ
ー
ト
部
出
身

で
北
大
病
院
に
赴
任
さ
れ
た
小
原
先
生

が
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
と
し
て
や
っ
て
き
ま

し
た
。
東
北
大
の
ボ
ー
ト
部
は
歴
史
も

実
績
も
あ
る
強
豪
校
で
、
小
原
コ
ー

チ
は
東
北
大
全
盛
期
の
メ
ン
バ
ー
で
し

た
。

　

と
っ
つ
き
に
く
く
、
正
論
ば
か
り

言
っ
て
い
る
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
す
べ
て
理
に
か
な
っ
て
い
る
の
で

全
く
反
論
で
き
ず
、
そ
れ
ま
で
の
練
習

は
が
ら
っ
と
変
わ
り
ま
し
た
。
端
的
に

言
え
ば
、
練
習
に
デ
ー
タ
と
分
析
を
取

り
入
れ
、
選
手
の
艇
へ
の
貢
献
度
を
数

値
化
す
る
や
り
方
を
取
り
入
れ
た
の
で

す
。
筋
肉
部
位
の
体
力
測
定
や
身
体
測

定
、
ボ
ー
ト
漕
ぎ
の
適
性
を
見
る
筋
肉

組
成
の
比
較
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。
食

事
内
容
も
筋
肉
づ
く
り
を
す
る
た
め
に

必
要
な
栄
養
を
摂
る
メ
ニ
ュ
ー
に
代
わ

り
、
１
日
６
０
０
０
カ
ロ
リ
ー
の
摂
取

が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
の
カ

ロ
リ
ー
を
摂
取
し
な
い
と
や
り
き
れ
な

い
練
習
量
で
し
た
。

　

日
本
一
に
な
る
と
い
う
掛
け
声
や
根

性
論
で
は
な
く
、
論
理
的
に
目
標
に
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
や
り
方
に
部
内
の
雰
囲

気
は
変
わ
り
ま
し
た
。
従
来
行
っ
て
き

た
練
習
を
こ
な
す
状
況
か
ら
、
各
自
が

数
値
を
意
識
し
練
習
に
取
り
組
む
状
態

に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
で
き
た
こ
と
は
、
言

葉
は
悪
い
で
す
が
、
子
ど
も
だ
っ
た
部

員
が
大
人
の
思
考
を
し
て
練
習
に
臨
む

学
で
は
と
こ
と
ん
打
ち
込
め
る
こ
と
を

や
り
た
い
、
ど
う
せ
や
る
な
ら
日
本
一

を
狙
え
る
ク
ラ
ブ
と
考
え
て
い
ま
し

た
。ス
ケ
ー
ト
部（
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
）

か
ボ
ー
ト
部
か
で
迷
い
ま
し
た
が
、
熱

心
に
勧
誘
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、
そ

し
て
茨
戸
で
の
練
習
や
合
宿
生
活
に
魅

力
を
感
じ
、
ボ
ー
ト
部
に
入
部
す
る
こ

と
を
決
心
し
ま
し
た
。

　

当
時
部
員
は
80
名
ぐ
ら
い
で
、
２
年

生
以
上
50
名
ほ
ど
が
茨
戸
の
合
宿
所
で

生
活
し
て
い
ま
し
た
。
合
宿
所
は
大
学

が
管
理
す
る
施
設
で
し
た
が
、
オ
ー
ル

と
ベ
ニ
ヤ
板
で
作
っ
た
ベ
ッ
ト
に
ホ
テ

ル
で
使
わ
な
く
な
っ
た
布
団
が
敷
か

れ
、
お
ま
け
に
風
呂
も
シ
ャ
ワ
ー
も
な

し
、
毎
朝
４
時
50
分
起
床
と
い
う
、
ま

さ
に
仙
人
の
よ
う
な
環
境
で
し
た
。
低

温
研
裏
に
月
１
万
５
０
０
０
円
で
４
畳

半
の
間
借
り
を
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

よ
う
に
な
っ
た
変
革
で
し
た
。

　

多
方
面
で
の
科
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
我
々
よ
り

一
回
り
も
大
き
い
ド
イ
ツ
の
ナ
シ
ョ
ナ

ル
チ
ー
ム
を
手
本
に
す
る
の
で
は
な

く
、
自
分
た
ち
の
体
格
と
近
い
カ
ナ
ダ

の
女
子
チ
ー
ム
を
手
本
に
す
べ
き
と
、

彼
女
た
ち
の
ボ
ー
ト
技
術
や
体
力
作

り
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
紹
介
し
た
英
文

の
指
導
書
を
読
ん
で
学
び
ま
し
た
。
さ

ら
に
栄
養
学
や
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
な

ど
筋
肉
疲
労
を
回
復
す
る
施
術
法
、
メ

ン
タ
ル
ケ
ア
の
仕
方
な
ど
も
勉
強
し
ま

し
た
。

　

今
思
え
ば
、
小
原
コ
ー
チ
は
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
漕
艇
技
術
に
、
精
神
科
医
と

し
て
の
メ
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
加

味
し
て
我
々
を
コ
ー
チ
ン
グ
し
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
４
年
目
で
副
将
と
し
て

部
の
運
営
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
す
る
よ

う
に
な
り
、
小
原
コ
ー
チ
の
や
り
方
・

考
え
方
を
吸
収
で
き
た
こ
と
は
大
き
な

収
穫
で
し
た
。
客
観
的
な
数
値
が
優
先

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
評
価
は
シ

ビ
ア
で
選
手
間
の
競
争
は
厳
し
く
な
り

ま
し
た
が
、
ト
ー
タ
ル
で
チ
ー
ム
力
が

底
上
げ
さ
れ
、
明
ら
か
に
実
力
も
実
績

も
つ
き
ま
し
た
。
４
年
目
の
全
日
本
選

手
権
軽
量
級
で
は
準
優
勝
し
、
イ
ン
カ

レ
軽
量
級
で
は
決
勝
に
進
み
ま
し
た
。

結
果
は
５
位
で
し
た
が
、
２
０
０
艇

が
出
場
す
る
中
で
日
本
一
を
競
う
レ
ベ

ル
に
達
し
た
こ
と
は
４
年
間
の
苦
労
が

実
っ
た
証
で
し
た
。

活躍するリーダーに聞く

実
家
は
下
町
の
玩
具
問
屋

遠
く
離
れ
た
北
大
へ

Top Interview

三井化学株式会社
代表取締役社長

橋 本  修 さん 
（S62法）

大学4年の時に初めて決勝に進出、見事全国5位に輝く（本人は左から5人目）

東京の下町で育った幼少期
（本人は右）

新
し
い
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ

ボ
ー
ト
部
に
入
部

原
点
を
学
ん
だ
北
大
ボ
ー
ト
部
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就
職
先
は
、
業
界
ト
ッ
プ
の
会
社
よ

り
も
１
番
を
目
指
す
会
社
で
働
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
し
た
。
あ
る
総
合
商
社

に
行
く
つ
も
り
で
い
ま
し
た
が
、
三
井

石
油
化
学
（
現
・
三
井
化
学
）
の
採
用

担
当
者
の
話
に
魅
力
を
感
じ
、
今
の
会

社
に
入
社
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

当
時
は
ま
だ
第
２
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

の
雰
囲
気
が
残
り
、
石
油
業
界
の
将
来

は
不
安
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
バ
ブ
ル

が
始
ま
ろ
う
と
す
る
頃
で
し
た
の
で
、

銀
行
な
ど
の
金
融
業
界
の
人
気
が
高

く
、
両
親
か
ら
も
「
何
で
石
油
の
会

社
？
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
の
勤
務
先
は
市
原
工
場
（
千

葉
）
の
人
事
で
し
た
。
メ
イ
ン
は
労
務

の
担
当
で
し
た
が
、
組
合
対
応
や
労
務

管
理
、
福
利
厚
生
、
従
業
員
バ
ス
の
ダ

イ
ヤ
編
成
、
地
域
の
文
化
祭
で
は
着
ぐ

る
み
に
入
っ
た
り
、
社
員
運
動
会
で
は

白
線
引
き
な
ど
何
で
も
や
り
ま
し
た
。

何
で
こ
ん
な
こ
と
や
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
？
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

目
の
前
の
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
や
ら
せ

て
も
ら
っ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

入
社
し
て
分
か
っ
た
こ
と
で
す
が

メ
ー
カ
ー
は
社
会
の
縮
図
で
す
。
会
社

に
は
、
専
門
の
技
術
研
究
者
か
ら
機
械

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
、
管
理
業
務
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
人
が
い

て
、
し
か
も
工
場
勤
務
で
直
に
広
く
関

わ
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
い

い
経
験
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は

メ
ー
カ
ー
の
大
き
な
魅
力
で
す
し
、
そ

の
意
味
で
も
メ
ー
カ
ー
に
入
社
し
て
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
通
常
の
工
場
で
の
仕
事
の
ほ
か
に
、

入
社
し
て
か
ら
数
年
、
新
卒
リ
ク
ル
ー

タ
ー
の
仕
事
も
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。

入
社
を
決
意
し
た
「
日
本
で
一
番
の
化

学
会
社
に
し
よ
う
」
と
い
う
目
標
に
向

け
て
、
同
じ
志
を
も
つ
仲
間
を
採
用
し

た
い
と
い
う
思
い
で
す
。
土
日
の
た

び
に
本
社
に
出
勤
し
、
採
用
担
当
者
と

一
緒
に
学
生
の
リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
上
場
企
業
に
と
っ

て
も
優
秀
な
新
卒
採
用
が
困
難
な
バ
ブ

ル
期
で
し
た
の
で
、
見
込
み
の
あ
る
学

生
を
口
説
き
、
い
き
な
り
担
当
役
員
と

面
談
さ
せ
る
な
ど
、
そ
れ
ま
で
に
な
い

新
手
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
画
策
し
た
り
も

し
ま
し
た
。

　

工
場
と
本
社
を
合
わ
せ
て
計
８
年
半

の
人
事
を
経
て
、
不
織
布
等
を
扱
う
衛

生
材
料
の
事
業
部
に
異
動
し
ま
し
た
。

今
で
は
マ
ス
ク
の
材
料
と
し
て
当
た
り

前
に
な
っ
て
い
る
不
織
布
で
す
が
、
紙

お
む
つ
や
ラ
ン
ド
リ
ー
材
、
ま
た
、
船

が
座
礁
し
た
時
の
オ
イ
ル
吸
着
材
料
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
ニ
ー
ズ
が
高

い
製
品
で
す
。
１
９
９
０
年
後
半
か
ら

紙
お
む
つ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、

東
南
ア
ジ
ア
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
狙
っ
た

工
場
設
備
を
タ
イ
に
造
る
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
土
地
選
定
か
ら
プ
ラ
ン
ト

作
成
、
現
地
従
業
員
の
採
用
ま
で
を
進

め
て
い
た
の
で
、
い
よ
い
よ
初
め
て
の

海
外
赴
任
と
意
気
揚
々
と
し
て
い
た
矢

先
に
、
住
友
化
学
と
の
合
併
準
備
に
む

け
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
に
異
動

と
な
り
ま
す
。
結
果
的
に
そ
の
合
併
は

な
く
な
り
ま
す
が
、
１
９
９
７
年
に
三

井
石
油
化
学
工
業
と
三
井
東
圧
化
学
が

一
体
と
な
り
三
井
化
学
が
生
ま
れ
た

後
、
化
学
業
界
の
再
編
が
進
ん
で
い
た

時
代
で
し
た
の
で
、
そ
の
ま
ま
Ｍ
＆
Ａ

や
他
社
と
の
協
業
案
件
な
ど
の
経
営
企

画
や
経
営
計
画
、
事
業
部
の
企
画
な
ど

に
携
わ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
先
ほ
ど
の
不
織
布
や
歯
科

材
料
、
メ
ガ
ネ
レ
ン
ズ
な
ど
を
扱
う
ヘ

ル
ス
ケ
ア
分
野
の
本
部
長
を
経
て
現
在

に
至
り
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
に
社
長
に
な
っ
て
か

ら
、
石
油
化
学
部
門
の
出
身
で
な
い
こ

と
に
驚
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
確

か
に
、岩
国
（
山
口
）
と
大
竹
（
広
島
）

に
跨
っ
た
エ
リ
ア
に
国
内
初
の
石
油
化

学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
作
っ
た
１
９
５
８

年
頃
は
石
油
化
学
は
日
本
の
化
学
メ
ー

カ
ー
の
主
流
で
し
た
。
２
度
の
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
や
新
興
国
の
進
出
な
ど
で
、

石
油
化
学
か
ら
造
ら
れ
る
コ
モ
デ
ィ

テ
ィ
ケ
ミ
カ
ル
（
汎
用
化
学
品
）
か
ら

付
加
価
値
の
高
い
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
ケ

ミ
カ
ル
（
特
殊
化
学
品
）
に
、
会
社
の

コ
ア
製
品
の
転
換
は
進
み
ま
し
た
。
か

つ
て
広
く
使
わ
れ
た
光
デ
ィ
ス
ク
や
ミ

ニ
デ
ィ
ス
ク
、
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
の

材
料
も
そ
う
で
す
し
、
半
導
体
向
け
材

料
や
歯
科
材
料
な
ど
の
分
野
も
拡
大
、

薄
型
の
メ
ガ
ネ
レ
ン
ズ
用
の
原
料
で
は

グ
ロ
ー
バ
ル
で
か
な
り
高
い
シ
ェ
ア
を

持
っ
て
い
ま
す
。
入
社
以
来
、
会
社
の

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
変
え
る
こ
と
を
使

命
の
よ
う
に
考
え
取
り
組
ん
で
き
た
こ

と
が
着
実
に
成
果
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
以
降
、
リ
モ
ー
ト
が
進

ん
だ
こ
と
で
却
っ
て
若
手
社
員
と
直
接

話
を
す
る
機
会
が
多
く
な
り
、
彼
ら
が

新
し
い
こ
と
や
自
己
成
長
に
意
欲
を
持

ち
働
い
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。
彼

ら
の
意
欲
が
周
り
に
う
ま
く
表
現
さ
れ

て
い
な
い
よ
う
に
も
思
え
ま
す
が
、
世

代
は
違
っ
て
も
自
分
た
ち
と
本
質
的
に

変
わ
ら
な
い
情
熱
を
持
っ
て
い
ま
す
。

私
が
入
社
し
た
頃
の
日
本
の
多
く
の
会

社
、
特
に
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
な
会
社

は
、
黙
っ
て
同
じ
業
務
を
管
理
し
て
い

れ
ば
モ
ノ
が
売
れ
儲
か
っ
て
い
た
も
の

で
す
が
、
90
年
半
ば
以
降
は
そ
の
概
念

が
崩
れ
、
常
に
変
革
し
続
け
な
い
と
会

社
は
維
持
で
き
な
い
社
会
に
な
り
ま
し

た
。
片
や
昨
今
は
、
会
社
規
模
で
は
な

く
魅
力
的
な
ベ
ン
チ
ャ
ー
や
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
が
選
択
さ
れ
や
す
く
、
ま

た
優
秀
な
人
ほ
ど
そ
の
傾
向
が
強
い
の

で
、
企
業
は
、
社
員
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
や

成
長
す
る
機
会
を
用
意
し
、
好
循
環
が

生
ま
れ
る
し
く
み
作
り
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
社
会
に
出
る
学
生
た
ち
に

は
、
生
活
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
会

社
で
働
く
の
で
は
な
く
、
自
分
の
成
長

の
た
め
、
誰
か
に
貢
献
す
る
な
ど
の
目

標
を
持
っ
て
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
人
の
幅

や
引
き
出
し
の
数
を
増
や
し
価
値
を
高

め
ま
す
。

　

若
い
頃
の
話
で
す
。
入
社
し
て
仕
事

を
覚
え
始
め
て
い
た
頃
、
予
定
調
和
の

波
風
立
て
な
い
オ
ト
ナ
の
や
り
方
が
ど

う
し
て
も
納
得
で
き
ず
、
建
白
書
を
携

え
て
会
社
に
訴
え
出
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
職
場
で
は
し
ば
ら
く
ギ
ク
シ
ャ

ク
し
て
居
心
地
は
最
悪
で
し
た
が
、
結

果
的
に
は
見
え
て
な
か
っ
た
も
の
も
見

え
、
会
社
組
織
や
人
間
関
係
で
多
く
の

気
づ
き
や
学
び
を
得
た
経
験
と
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
を
決
し
て
お
ス
ス
メ
す
る

つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
事
な
こ

と
は
、
気
概
を
持
っ
て
失
敗
を
恐
れ
ず

挑
戦
す
る
こ
と
は
、
結
果
は
ど
う
あ
れ

き
っ
と
自
分
の
糧
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

大
学
で
は
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
ボ
ー
ト
部
は
私
の
原
体
験
で
す
。

論
理
や
客
観
性
の
大
切
さ
、
理
と
情
の

バ
ラ
ン
ス
、
個
と
全
体
（
チ
ー
ム
）
の

関
係
性
な
ど
の
考
え
方
は
、
仕
事
や
経

営
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
い
ろ
い
ろ
な

場
面
で
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
に
な
っ
て
い

ま
す
。
人
は
注
意
さ
れ
る
と
つ
い
頭
に

く
る
も
の
で
す
が
、
本
当
に
よ
く
な
り

た
い
な
ら
、そ
れ
を
受
け
入
れ
る
べ
き
、

指
摘
す
る
方
は
相
手
に
伝
わ
る
よ
う
に

分
か
り
や
す
く
話
す
べ
き
、
と
幾
度
も

教
わ
っ
た
言
葉
は
今
も
生
き
て
い
ま
す
。

　

両
親
と
は
４
年
で
卒
業
す
る
約
束
で

北
海
道
に
来
て
い
た
の
で
、
本
分
の
勉

学
も
懸
命
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
機
会

の
平
等
や
自
由
な
発
想
・
行
動
の
大
切

さ
を
謳
っ
た
政
治
学
ゼ
ミ
の
講
義
な
ど

は
、
企
業
の
ベ
ー
ス
や
土
壌
に
と
っ
て

真
に
必
要
な
概
念
だ
と
今
だ
か
ら
実
感

で
き
る
学
び
で
し
た
。
最
近
、
日
本
近

現
代
史
シ
リ
ー
ズ
（
岩
波
新
書
）
を

読
み
直
し
て
い
ま
す
。
卒
業
し
て
約
35

年
、
昭
和
・
平
成
と
い
う
時
代
を
経
て

近
現
代
史
を
学
び
直
す
こ
と
は
と
て
も

新
鮮
で
楽
し
い
で
す
。
そ
の
次
は
中
国

や
ア
メ
リ
カ
の
近
現
代
史
や
企
業
文
化

を
体
系
的
に
学
ん
で
み
る
つ
も
り
で
い

ま
す
。

活躍するリーダーに聞くTop Interview

工
場
勤
務
で
の
学
び

変
わ
り
ゆ
く
化
学
メ
ー
カ
ー

若
手
の
方
へ

最
後
に

1987年  4月　三井石油化学工業株式会社（現 三井化学）入社
　　　　　　 〔千葉工場（現 市原工場）事務部〕
2014年10月　経営企画部長
2018年  6月　取締役常務執行役員  ヘルスケア事業本部長
2020年  4月　代表取締役社長執行役員

入社当時、兼務で研究所にも勤務

本社人事部時代の社員旅行（本人は上から2列目左から5人目）
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に
つ
い
て
言
え
ば
、
カ
ナ
ダ
は
輸
出
す

る
ほ
ど
生
産
し
て
い
る
の
で
影
響
が
少

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
ロ
シ
ア
は
１
０
０
年
以

上
前
に
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
侵
攻
し
て
お

り
、
ロ
シ
ア
の
圧
迫
や
そ
の
結
果
生
じ

た
飢
饉
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
農
民
が
移
民
と
し
て
ア
ル
バ
ー
タ

州
な
ど
の
穀
倉
地
帯
に
入
植
し
て
、
小

麦
の
生
産
に
携
わ
っ
て
き
た
と
い
う
歴

史
も
あ
る
よ
う
で
す
。「
地
政
学
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
地
理
、
政

治
、
歴
史
が
三
つ
巴
に
な
っ
て
現
在
の

カ
ナ
ダ
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
だ

と
感
じ
ま
す
。　

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

は
も
と
も
と
独
自

路
線
を
貫
い
て
い

ま
し
た
が
、
も
う

コ
ロ
ナ
に
関
し
て

は
ニ
ュ
ー
ス
で
も

ほ
と
ん
ど
話
題
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

街
中
で
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
人
は
全
く

い
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
に
よ
る
多
く
の
死

　

カ
ナ
ダ
で
は
、

現
在
コ
ロ
ナ
は
ほ

ぼ
収
束
し
た
と
い

う
認
識
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
以
前

は
義
務
化
さ
れ
て

い
た
マ
ス
ク
も
、
２
０
２
２
年
３
月
に

は
着
用
は
個
人
の
自
由
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
現
在
で
は
大
勢
が
集
ま
る
場
所

で
も
ほ
と
ん
ど
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
人

は
い
ま
せ
ん
。
唯
一
、病
院
は
例
外
で
、

者
が
出
て
い
る
の
で
、
対
策
に
成
功
し

て
い
る
と
は
い
え
な
い
の
で
す
が
、
私

自
身
の
感
想
と
し
て
は
コ
ロ
ナ
期
に
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
で
過
ご
せ
て
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
旅
行
に
行
っ
た
り
大

勢
で
集
ま
っ
て
楽
し
ん
だ
り
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ロ
ッ
ク
ダ

ウ
ン
は
一
度
も
な
く
、
マ
ス
ク
の
着
用

義
務
も
厳
し
く
な
か
っ
た
の
で
、
窮
屈

な
思
い
を
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら

で
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
を
提
示
し
な
い

と
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
な
か
っ
た

り
、
映
画
館
に
入
れ
な
か
っ
た
り
し
た

時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
チ
ェ
ッ
ク
は

緩
か
っ
た
で
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
18
歳
以
上
に
推
奨

さ
れ
、
65
歳
以
上
は
４
回
目
の
ブ
ー
ス

タ
ー
接
種
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
扱
い
で
す
。

　

私
は
２
０
２
２
年
12
月
に
な
っ
て

「
日
本
に
帰
国
す
る
た
め
に
」
３
回
目

を
打
っ
て
き
ま
し
た
が
、
帰
国
し
な

か
っ
た
ら
打
た
な
く
て
も
不
都
合
は
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
子

ど
も
た
ち
は
（
社
会
的
な
活
動
を
制
限

さ
れ
た
一
部
の
子
ど
も
た
ち
を
除
い

て
）、
一
般
的
に
不
安
の
レ
ベ
ル
は
低

か
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら
ず

休
校
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
た
め
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
通
常
の
生
活
が
営

ま
れ
て
い
た
」
と
こ
ち
ら
に
住
む
宮
川

医
師
が
論
文
の
抜
粋
を
紹
介
さ
れ
て
い

こ
こ
で
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
要
請
さ
れ

ま
す
。

　

た
だ
、
コ
ロ
ナ
後
に
残
っ
た
も
の
は

た
く
さ
ん
あ
り
、
お
店
の
レ
ジ
や
銀
行

の
窓
口
で
は
プ
レ
キ
シ
ガ
ス
に
よ
る
バ

リ
ア
が
そ
の
ま
ま
活
用
さ
れ
て
い
ま
す

し
、
学
校
に
は
消
毒
液
が
常
備
さ
れ
て

い
ま
す
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
リ
モ
ー
ト

で
行
わ
れ
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。　

　

私
の
住
む
ア
ル
バ
ー
タ
州
は
保
守
的

な
土
地
柄
で
、
ア
メ
リ
カ
の
一
部
の
共

和
党
支
持
者
と
同
様
、
根
強
い
ワ
ク

チ
ン
接
種
反
対
論
、
マ
ス
ク
着
用
反
対

論
が
人
々
の
間
に
あ
り
、
デ
モ
な
ど
も

あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
う
し
た
出
来
事

も
過
去
の
こ
と
に
な
っ
た
感
が
あ
り
ま

す
。

　

２
０
２
２
年
９
月
末
ま
で
は
入
国

す
る
際
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
や

ArriveCAN

と
い
う
ア
プ
リ
を
携
帯
電

話
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
な
ど
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
10

月
以
降
は
そ
の
必
要
が
な
く
な
り
、
通

常
運
転
に
近
い
状
態
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

こ
こ
一
年
ほ
ど
は
一
日
の
感
染
者
数

が
激
し
く
増
え
る
こ
と
が
な
く
、
現
在

は
一
日
１
０
０
０
人
ほ
ど
で
状
況
が

落
ち
着
い
て
い
る
の
と
、
最
終
的
に
は

ま
し
た
。
不
安
な
子
ど
も
も
確
か
に
い

た
よ
う
で
す
が
、
若
者
の
健
康
や
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
以
前
日
本
の
小

学
校
で
教
員
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
元

同
僚
に
日
本
で
は
マ
ス
ク
を
し
て
い
な

い
と
不
安
に
な
る
子
が
多
い
と
聞
い
て

愕
然
と
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
新
規
感
染
者

の
報
道
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
コ

ロ
ナ
が
脅
威
を
与
え
る
ウ
イ
ル
ス
の
定

義
か
ら
外
れ
た
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
人

は
症
状
が
出
て
も
わ
ざ
わ
ざ
検
査
を
し

て
い
な
い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
周
り

を
見
て
も
、
風
邪
気
味
だ
な
と
感
じ
た

時
は
自
宅
に
い
た
り
早
く
帰
宅
し
た
り

す
る
く
ら
い
の
対
処
で
済
ま
せ
、
検
査

ま
で
い
か
な
い
人
が
多
い
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
そ
の
た
め
、
実
際
に
感
染
し
て

も
新
規
感
染
者
と
し
て
数
字
に
は
反
映

さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

［
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
影
響
］

　

こ
の
影
響
は
本
当
に
大
き
く
て
、
物

価
が
か
な
り
上
が
り
ま
し
た
。
ス
ー

パ
ー
で
も
び
っ
く
り
す
る
く
ら
い
色
々

な
物
が
高
く
な
り
ま
し
た
。
貧
困
層
の

人
々
の
た
め
に
、
安
価
で
提
供
す
る
特

別
な
ス
ー
パ
ー
が
で
き
た
と
い
う
話
も

あ
り
ま
す
。
牛
乳
や
肉
な
ど
は
10
％
、

な
ん
と
コ
ピ
ー
用
紙
な
ど
は
４
倍
の
値

上
が
り
だ
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
子
ど
も
た
ち

を
目
に
す
る
よ
う
に
な
り
、
私
の
働
い

て
い
る
学
校
で
も
数
人
い
ま
す
。
オ
ン

政
府
が
経
済
活
動
と
天
秤
に
か
け
て
、

平
常
に
戻
っ
て
も
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
判

断
し
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。
と
は
い

え
カ
ナ
ダ
で
も
、
コ
ロ
ナ
は
軽
視
し
て

よ
い
疾
病
と
は
思
わ
れ
て
お
ら
ず
、
現

在
の
日
本
の
よ
う
な
感
染
状
態
に
な
れ

ば
、
カ
ナ
ダ
で
も
ま
た
マ
ス
ク
を
付
け

る
日
常
に
戻
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

［
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
影
響
］

　

も
と
も
と
カ
ナ
ダ
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ

か
ら
多
く
の
人
が
移
民
し
て
き
た
と

い
う
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
ロ
シ
ア
の

次
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
系
住
民
が
多
い
国
な

の
だ
そ
う
で
す
。
戦
争
前
に
す
で
に

１
２
０
万
人
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
系
住
民
が

住
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
２
０
２
２
年

12
月
時
点
で
約
45
万
人
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

人
が
一
時
滞
在
ビ
ザ
を
取
得
し
、
30
万

人
が
ビ
ザ
申
請
中
と
の
こ
と
で
す
。
私

の
知
り
合
い
の
方
の
中
に
も
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
か
ら
避
難
し
て
き
た
人
に
家
を
貸

し
て
い
る
方
や
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
一
員
と

し
て
２
０
２
３
年
１
月
か
ら
リ
ト
ア
ニ

ア
で
の
守
備
に
派
遣
さ
れ
る
軍
の
方
が

お
り
、
こ
の
戦
争
を
身
近
な
も
の
に
感

じ
ま
す
。

　

食
料
品
の
値
上
が
り
に
関
し
て
は
、

日
本
な
ど
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
小
麦

ラ
イ
ン
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
学
校
の
授
業

を
う
け
て
い
る
子
ど
も
も
多
い
よ
う
で

す
。

　　

イ
ギ
リ
ス
の
Ｂ

Ｂ
Ｃ
ニ
ュ
ー
ス
で

コ
ロ
ナ
が
最
後
に

報
道
さ
れ
た
の
は

い
つ
だ
っ
た
か
忘

れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

現
在
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
公
共
交
通

機
関
、
オ
フ
ィ
ス
、
小
売
店
、
美
術

館
、
博
物
館
、
飲
食
店
、
理
美
容
店
、

競
技
場
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
等
、
全
て
の

屋
内
外
で
行
動
制
限
は
撤
廃
さ
れ
て
い

ま
す
。
欧
州
間
の
旅
客
機
で
も
マ
ス
ク

は
不
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
が
こ
こ

数
ヶ
月
で
唯
一
、
コ
ロ
ナ
禍
の
名
残
を

体
感
し
た
の
は
、
２
０
２
２
年
10
月
ド

イ
ツ
の
ケ
ル
ン
で
列
車
に
乗
っ
た
際
、

車
掌
さ
ん
に
ノ
ー
マ
ス
ク
を
注
意
さ

れ
、
着
用
す
る
ま
で
立
ち
去
っ
て
く
れ

な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
50

代
以
上
に
４
回
目
の
順
番
が
回
っ
て
き

て
い
ま
す
。
私
は
受
け
ま
し
た
が
、
も

う
コ
ロ
ナ
も
終
わ
っ
た
し
、
既
に
１
、

２
回
か
か
っ
て
今
は
な
ん
で
も
な
い
か

ら
受
け
な
い
よ
、
と
言
う
人
も
増
え
て

き
ま
し
た
。

　

科
学
的
な
こ
と
を
調
べ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
イ
ギ
リ
ス
は
世
界
に

先
駆
け
て
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
全
国
一

斉
に
提
供
し
、
国
民
の
３
回
接
種
到
達

が
早
か
っ
た
こ
と
、
そ
の
状
態
の
中
で

極
め
て
軽
症
の
感
染
者
（
風
邪
薬
を
服

用
し
、
家
で
数
日
寝
て
い
れ
ば
治
る
）

が
増
加
し
、
集
団
免
疫
の
よ
う
な
効

果
が
得
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
な
お
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
発
熱
な

ど
で
「
コ
ロ
ナ
か
な
？
」
と
感
じ
た
と

し
て
も
、
病
院
に
検
査
な
ど
行
き
ま
せ

ん
（
陽
性
確
認
は
自
宅
キ
ッ
ト
が
主
流

で
す
）。
そ
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
病
院
の

キ
ャ
パ
が
パ
ン
ク
し
ま
す
し
、
第
一
、

軽
症
に
つ
き
長
時
間
待
た
さ
れ
る
か
、

追
い
返
さ
れ
る
か
の
ど
ち
ら
か
で
し
ょ

う
。
感
染
拡
大
当
初
、
イ
ギ
リ
ス
は
欧

州
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
お
い
て
ダ
ン
ト
ツ

の
劣
等
生
で
し
た
が
、
そ
の
後
の
巻
き

返
し
で
、
現
在
は
自
由
を
謳
歌
し
て
い

る
印
象
で
す
。
レ
ス
ト
ラ
ン
に
も
活
気

が
戻
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
の
賑

わ
い
は
お
見
せ
し
た
い
ほ
ど
華
や
か
で

し
た
。
本
当
に
コ
ロ
ナ
は
あ
た
か
も
風

邪
の
よ
う
な
扱
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
国
で
コ
ロ
ナ
規
制
を
緩
和
し
た
ら

急
激
に
危
機
に
逆
戻
り
し
た
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
は
、
こ
ち
ら
で
も
一
時
話
題

に
な
り
ま
し
た
が
、
日
本
の
感
染
状
況

と
か
新
た
な
変
異
株
な
ど
の
こ
と
が
報

道
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
も
は
や
コ
ロ

ナ
は
ニ
ュ
ー
ス
の
話
題
に
な
ら
な
い
感

が
あ
り
ま
す
。

海
外
の
同
窓
生
に
聞
く
コ
ロ
ナ
の
状
況

　

海
外
か
ら
の
旅
行
客
が
増
え
る
中

で
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
感
染
が
落
ち

着
か
な
い
日
本
の
状
況
は
何
故
？
海
外

は
今
ど
ん
な
状
況
？
と
思
い
、
海
外
在

住
の
同
窓
生
か
ら
現
地
の
様
子
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
カ
ナ
ダ
・
欧
州

か
ら
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
影
響
も

伺
っ
て
い
ま
す
。

　

６
名
の
方
か
ら
２
０
２
２
年
12
月

初
か
ら
２
０
２
３
年
１
月
初
に
か
け
て

メ
ー
ル
で
ご
返
事
を
い
た
だ
き
、
内
容

は
実
感
値
・
体
感
値
で
お
答
え
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

カ
ナ
ダ

増
田
千
苗
（
Ｈ
５
・
文
）

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

堀
井
靖
代
（
Ｈ
３
・
教
育
・
修
）

イ
ギ
リ
ス

佐
藤
富
太
郎　
（
Ｓ
62
・
法
）

海外の同窓生に聞くコロナの状況 
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も
宴
会
も
参
加
で
き
な
い
‥
と
い
う
状

況
で
し
た
。

　

デ
ル
タ
株
が
蔓
延
し
た
と
き
の
政
府

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
初
動
、
ワ
ク
チ

ン
対
応
も
含
め
て
、
日
本
よ
り
遥
か
に

早
か
っ
た
で
す
。
検
査
キ
ッ
ト
の
販
売

や
ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
検
査
、
航
空
機
な
ど

に
乗
る
際
や
空
港
や
駅
に
立
ち
入
る
際

の
ル
ー
ル
、
ア
プ
リ
の
徹
底
な
ど
も
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
実
行
さ
れ
て
い
た

気
が
し
ま
す
。
医
師
会
な
ど
既
得
権
保

持
者
の
抵
抗
が
な
い
分
、
政
府
が
ど
ん

ど
ん
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ

う
ね
。

　

た
だ
し
、
貧
富
の
差
や
地
域
格
差
な

ど
が
あ
っ
て
、
２
億
６
千
万
人
全
員
が

ワ
ク
チ
ン
を
３
回
接
種
で
き
た
か
は
よ

く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
忘
れ
っ
ぽ
い
国
民

性
で
は
あ
り
ま
す
が
、
政
府
の
政
策
と

対
応
は
大
変
メ
リ
ハ
リ
が
効
い
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

科
学
的
検
知
で
は
な
く
既
得
権
と
雰

囲
気
ベ
ー
ス
の
世
論
で
動
く
政
府
と
、

従
順
か
つ
同
調
圧
力
大
好
き
な
国
民
、

外
野
か
ら
は
日
本
が
そ
う
見
え
て
い
ま

す
。

　

報
道
で
も
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す

が
、
２
０
２
２
年
末
に
中
国
の
コ
ロ
ナ

政
策
が
転
換
さ
れ
、
様
子
が
完
全
に
変

わ
り
ま
し
た
。
全
て
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は

［
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
影
響
］

　

２
０
２
１
年
と
２
０
２
２
年
の
11
月

で
比
較
す
る
と
消
費
者
物
価
指
数
は

10
・
７
％
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
そ
の
た

め
生
活
水
準
の
確
保
を
求
め
る
ス
ト
ラ

イ
キ
が
地
下
鉄
、
鉄
道
に
始
ま
り
、
空

港
、郵
便
局
、Ｎ
Ｈ
Ｓ
（
国
営
医
療
サ
ー

ビ
ス
事
業
を
担
う
、
国
民
健
康
サ
ー
ビ

ス
）
で
起
き
て
い
ま
す
。
特
に
鉄
道
業

界
は
、
２
年
で
８
％
の
賃
上
げ
を
求

め
、12
月
か
ら
１
月
に
か
け
て
、毎
週
、

数
日
ず
つ
ス
ト
を
行
な
っ
て
お
り
、
ロ

ン
ド
ン
近
郊
市
民
の
足
に
影
響
が
出
て

い
ま
す
。

　

水
道
料
金
も
大
幅
値
上
げ
が
行
わ
れ

る
一
方
、
政
府
は
２
０
２
２
年
10
月
か

ら
半
年
間
、
電
気
料
金
の
補
助
を
決

定
し
た
の
で
、
暖
房
費
の
嵩
む
冬
、
こ

の
施
策
は
助
か
り
ま
す
。
２
０
２
３

年
の
政
府
イ
ン
フ
レ
予
想
は
更
に
７
・

４
％
。
レ
ス
ト
ラ
ン
等
の
価
格
も
ジ
ワ

ジ
ワ
値
上
が
り
し
、
出
費
が
増
え
る
一

方
だ
な
ぁ
、
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　　

ミ
ャ
ン
マ
ー
は

こ
こ
数
年
、
治
安

が
安
定
せ
ず
、

日
々
の
生
活
に
も

身
の
危
険
を
感
じ

る
こ
と
も
あ
る
ほ

ど
で
す
。
そ
う
し
た
他
国
と
は
異
な
る

特
殊
な
事
情
が
あ
る
の
で
、
コ
ロ
ナ
の

こ
と
や
感
染
対
策
に
関
心
を
払
う
余
裕

が
な
い
、
と
い
う
の
が
実
情
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
の
感
染
対
策
と
し
て
は
、
公

共
の
場
所
や
職
場
、
飲
食
店
な
ど
に
消

毒
薬
を
置
い
て
あ
る
程
度
で
、
行
動
を

制
限
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
５
人
に
１
人
位
が
マ
ス

ク
を
着
け
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

恐
ら
く
国
民
の
10
～
20
％
位
は
中
国

か
ら
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
？
と
思
い
ま
す
が
、
デ

ル
タ
株
の
頃
に
国
中
で
爆
発
的
な
感
染

拡
大
が
あ
り
、
そ
の
時
に
ほ
と
ん
ど
の

人
が
自
然
抗
体
を
持
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
個
人
的
に
は
思
っ
て
い
ま
す
。
一

方
、
外
国
人
は
そ
の
時
の
壊
滅
的
な
状

況
に
恐
怖
心
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
外

国
人
の
集
ま
り
で
は
マ
ス
ク
着
用
の
割

合
は
多
く
、
外
資
企
業
の
駐
在
員
は
イ

ン
ド
製
の
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
製
ワ
ク
チ

ン
（
１
回
１
０
０
ド
ル
く
ら
い
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
）
を
独
自
で
入
手
し
て
、

３
回
目
ま
で
は
打
っ
て
い
る
人
が
多
い

と
思
い
ま
す
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
ロ
ー
カ

ル
企
業
で
飲
み
薬
を
作
っ
た
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
も
あ
る
は
あ
る
の
で
す
が
、

使
っ
て
い
る
と
い
う
話
は
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

水
際
対
策
に
関
し
て
は
、
２
０
２
２

年
12
月
２
日
か
ら
入
国
時
の
コ
ロ
ナ

チ
ェ
ッ
ク
が
無
く
な
り
、
ワ
ク
チ
ン
２

回
接
種
で
あ
れ
ば
陰
性
証
明
無
し
で
入

国
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
ち
な

み
に
私
は
そ
の
第
一
号
の
入
国
者
で
し

た
）。
た
だ
し
、
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
た

際
の
旅
行
傷
害
保
険
（
50
Ｕ
Ｓ
Ｄ
）
へ

の
加
入
は
今
で
も
義
務
付
け
ら
れ
て
お

り
、
こ
れ
は
別
な
意
味
で
新
興
国
の
外

貨
獲
得
の
手
段
と
し
て
無
く
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

　

隣
国
の
タ
イ
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
よ
り
も

早
く
完
全
に
コ
ロ
ナ
対
応
を
止
め
ま
し

た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
タ
イ
へ
の
航
空

便
が
満
席
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
と
比
べ
て
人
気
が
あ
り
ま
す

が
、
タ
イ
に
つ
い
て
も
コ
ロ
ナ
に
よ
る

影
響
を
大
き
く
受
け
、
あ
ち
こ
ち
に

あ
っ
た
日
系
レ
ス
ト
ラ
ン
は
激
減
し
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
２
国
の
事
情
は
異

な
り
ま
す
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
も
タ
イ
も

以
前
の
よ
う
な
旅
行
客
が
戻
っ
て
く
る

ま
で
に
は
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。

　　

ジ
ャ
カ
ル
タ
で

は
公
共
の
場
で
は

皆
ん
な
マ
ス
ク
し

て
い
ま
す
が
（
地

方
は
ほ
と
ん
ど
し

て
い
な
い
）、
後

は
モ
ー
ル
も
レ
ス
ト
ラ
ン
も
普
通
に
営

業
し
て
、
客
は
マ
ス
ク
外
し
て
飯
食
っ

て
お
し
ゃ
べ
り
し
て
ま
す
。
日
本
は
未

だ
に
何
を
や
っ
て
る
ん
で
す
か
ね
？ 

始

め
る
の
も
終
わ
ら
す
の
も
遅
い
で
す

ね
、
と
い
う
印
象
で
す
。
専
門
家
と
称

す
る
人
た
ち
が
も
っ
と
も
ら
し
い
事
を

言
う
か
ら
で
す
か
ね
。

　

自
身
は
２
０
２
１
年
１
月
に
デ
ル
タ

株
に
罹
り
、
ア
パ
ー
ト
で
１
ヶ
月
以
上

自
主
隔
離
し
ま
し
た
。
10
日
く
ら
い

で
熱
は
下
が
っ
て
元
気
に
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
後
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
な
か
な
か

マ
イ
ナ
ス
に
な
ら
ず
、
部
屋
で
筋
ト
レ

ば
か
り
し
て
い
ま
し
た
。
今
も
オ
ミ
ク

ロ
ン
に
か
か
る
人
い
ま
す
が
、
一
週
間

く
ら
い
で
出
勤
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ジ
ャ
カ
ル
タ
の
様
子
は
欧
米
各
国
と

同
じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
で

も
街
中
の
通
り
を
歩
く
人
は
意
外
と
マ

ス
ク
を
着
け
て
い
ま
す
ね
（
空
気
悪
い

か
ら
ち
ょ
う
ど
い
い
？
）。
政
府
の
対

応
ル
ー
ル
は
確
か
レ
ベ
ル
１
、
公
共
の

場
で
は
で
マ
ス
ク
を
つ
け
る
こ
と
が
推

奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
レ
ス
ト
ラ
ン
の
営

業
時
間
は
多
少
規
制
が
あ
る
も
の
の
、

利
用
す
る
上
で
の
支
障
は
な
し
。
感

染
者
数
は
一
応
毎
日
発
表
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
慣
れ
っ
こ
に
な
っ
て
い
て
、
日

本
の
メ
デ
ィ
ア
の
よ
う
に
未
だ
に
危
機

感
を
煽
る
よ
う
な
ト
ー
ン
で
は
な
い
で

す
。
も
う
そ
ん
な
に
恐
れ
な
く
て
も
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
？
と
い
う
感
じ
で
捉
え

ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
出
社
制
限
や

宴
会
な
ど
の
人
数
制
限
も
も
う
な
い
よ

う
で
す
。
政
府
や
企
業
の
規
制
も
現
在

は
無
い
と
思
い
ま
す
。
つ
い
数
ヶ
月
前

ま
で
、
日
本
の
本
社
の
指
導
で
日
系
大

企
業
の
駐
在
員
だ
け
が
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

廃
止
、
健
康
コ
ー
ド
な
ど
も
使
わ
な
く

な
り
ま
し
た
。
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
の
時
は

様
々
な
制
限
が
あ
り
、
研
究
者
や
ビ
ジ

ネ
ス
に
関
わ
る
人
た
ち
は
移
動
が
難
し

か
っ
た
り
、
毎
日
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
な
ど

の
面
倒
さ
で
か
な
り
ス
ト
レ
ス
フ
ル
で

し
た
。

　

政
策
が
転
換
さ
れ
た
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
後

に
感
染
が
爆
発
し
ま
し
た
が
、
自
分
の

感
覚
と
し
て
は
、
爆
発
的
に
感
染
が

広
ま
る
直
前
の
絶
妙
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
を
止
め
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
を
止
め
る
数
日
前
か

ら
お
そ
ら
く
感
染
が
爆
発
的
に
広
ま
っ

て
い
て
、
ど
っ
ち
に
し
ろ
感
染
爆
発
を

止
め
ら
れ
な
い
と
い
う
判
断
だ
っ
た
の

か
な
と
思
い
ま
す
。
勤
務
し
て
い
る
華

中
農
業
大
学
で
も
一
人
感
染
者
が
見
つ

か
っ
た
ら
次
の
日
に
10
人
に
増
え
、
そ

の
次
の
日
に
は
１
０
０
人
と
い
う
よ
う

な
状
況
で
し
た
。
こ
の
学
内
で
10
人
く

ら
い
感
染
者
の
段
階
で
突
然
ゼ
ロ
コ
ロ

ナ
の
廃
止
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

私
自
身
も
２
０
２
２
年
の
ク
リ
ス
マ

ス
頃
に
感
染
し
、
市
中
で
爆
発
し
た
と

き
は
イ
ブ
プ
ロ
フ
ェ
ン
な
ど
の
解
熱

剤
や
抗
炎
症
剤
な
ど
の
購
買
は
困
難
な

状
況
で
し
た
。
現
在
は
普
通
に
手
に
入

り
、
病
院
も
そ
れ
ほ

ど
混
雑
し
て
い
な
い

感
じ
で
す
。

　

Ｃ
Ｔ
を
取
っ
た

り
、
点
滴
し
た
り
と

病
院
に
か
か
り
ま
し

た
が
、
特
段
病
院
に
か
か
る
こ
と
が
困

難
と
い
う
状
況
で
は
な
か
っ
た
で
す
。

周
り
よ
り
遅
く
発
症
し
た
の
で
、
そ
れ

以
前
は
病
院
な
ど
も
混
乱
し
て
い
た
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
周
り
の
話
を
聞

く
限
り
皆
、
適
切
な
治
療
を
受
け
ら
れ

て
い
る
感
じ
で
し
た
。
大
部
屋
で
多
く

の
人
が
治
療
さ
れ
て
い
た
り
、
待
合
場

所
で
点
滴
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
日
本
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
違
い
、
通

常
の
様
子
で
す
。
自
分
は
周
り
と
比
べ

る
と
重
症
で
、
治
る
ま
で
に
２
週
間
ほ

ど
か
か
り
ま
し
た
が
、
２
～
３
日
で
お

お
む
ね
回
復
し
て
い
る
人
が
多
い
印
象

で
す
。

　

武
漢
で
は
お
そ
ら
く
８
割
程
度
が
ほ

ぼ
同
時
期
に
有
症
状
で
感
染
、
１
割
強

は
無
症
状
の
ま
ま
感
染
し
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
ほ
ぼ
全
て
の
人
が

短
期
間
で
感
染
し
、
現
在
コ
ロ
ナ

が
収
ま
っ
た
状
況
で
す
。

　

今
で
も
ほ
ぼ
全
て
の
人
が
マ
ス

ク
を
つ
け
て
い
る
も
の
の
、
レ
ス

ト
ラ
ン
、
映
画
館
、
旅
行
全
て
が

通
常
営
業
に
戻
っ
て
い
ま
す
。

　

中
国
製
ワ
ク
チ
ン
は
、
そ
れ
な

り
に
効
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

80
歳
以
上
の
高
齢
者
を
除
き
、
本

当
に
重
症
化
し
た
人
は
稀
で
、
自

分
の
周
り
で
も
自
分
の
症
状
が
一

番
重
い
く
ら
い
で
し
た
。
日
本
で

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
を
４
回
打
っ

て
き
た
人
も
同
様
に
罹
り
、
症
状

が
出
て
い
ま
し
た
。
若
干
ｍ
Ｒ

Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
の
方
が
症
状
が
軽
い
か

な
と
い
う
印
象
は
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら

の
80
歳
以
上
の
高
齢
者
が
相
当
数
亡
く

な
っ
て
い
る
の
は
、
彼
ら
が
西
洋
医
学

を
信
じ
な
い
の
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
が

と
て
も
低
い
か
ら
で
、
亡
く
な
っ
た
方

は
ほ
ぼ
ワ
ク
チ
ン
未
接
種
で
す
。

　

北
京
な
ど
で
火
葬
場
に
車
の
行
列
が

で
き
て
い
る
こ
と
は
日
本
の
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
で
知
っ
た
く
ら
い
で
す
。
そ
う

し
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
ニ
ュ
ー
ス
は
中
国

で
は
報
道
し
な
い
傾
向
が
あ
る
の
で
、

は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
分
か
り
ま
せ

ん
。
ざ
っ
く
り
日
本
や
欧
米
の
ニ
ュ
ー

ス
と
中
国
の
ニ
ュ
ー
ス
の
間
く
ら
い
の

こ
と
が
実
際
に
起
こ
っ
て
い
る
の
か

な
、
と
考
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

藤
井
真
治
（
Ｓ
53
・
経
）

中
国

津
田
賢
一（
Ｈ
16
・
地
球
環
境
科
学
・
博
士
）

ミ
ャ
ン
マ
ー

瀬
戸
山
洋
介
（
Ｈ
12
・
農
）

海外の同窓生に聞くコロナの状況 

各国の感染状況（グーグルのニュースより） 〔2023年2月初時点〕

457万人

269万人

2,429万人

633,842人

673万人

202万人

3,276万人

感染者数国

50,704人

23,448人

216,887人

19,490人

160,832人

87,468人

69,485人

死亡者

120,338人

260,793人

365,674人

11,664人

25,219人

1,444人

260,158人

100万人あたりの
感染者数

カナダ

スウェーデン

イギリス

ミャンマー

インドネシア

中国

日本

※感染者数には感染確定者と推定感染者が含まれます。
※国の医療および関連行政機関、The New York Timesなどの信頼できるソースから
　取得しています。
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時
節
柄
「
喪
中
」
の
ハ
ガ
キ
が
舞
い

込
む
12
月
、
そ
の
中
の
１
枚
に
先
生
の

名
前
を
み
と
め
、
息
を
の
ん
だ
。「
天
寿

を
全
う
い
た
し 

去
る
10
月
５
日 

95
歳
に

て
永
眠
い
た
し
ま
し
た
」
と
あ
っ
た
。

　

先
生
と
我
々
昭
和
44
年（
１
９
６
９
）

卒
の
ゼ
ミ
生
と
の
出
会
い
は
、
50
年
以

上
も
前
で
あ
り
、
先
生
も
40
歳
そ
こ
そ

こ
の
若
さ
で
あ
っ
た
。
ゼ
ミ（
政
治
学
）

で
は
、
先
生
の
方
針
で
10
数
人
の
ゼ
ミ

生
そ
れ
ぞ
れ
が
興
味
の
あ
る
「
国
」
を

一
つ
選
ん
で
テ
ー
マ
を
決
め
、
英
国
の

「Tim
es

」
紙
、「New

 Statesm
an

」

誌
等
を
中
心
に
、
掲
載
さ
れ
た
関
係
記

事
・
論
説
を
参
考
に
レ
ポ
ー
ト
を
ま
と

め
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
図
書
館
で
一
定

の
期
間
ご
と
の
紙
の
束
を
借
り
出
し
て

は
、
読
み
に
読
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
ゼ

ミ
の
都
度
、ひ
と
り
が
発
表
を
行
な
い
、

い
ろ
い
ろ
と
質
疑
・
討
論
が
あ
っ
た
後
、

レ
ポ
ー
ト
の
「
出
来
」
を
含
め
て
先
生

か
ら
講
評
の
よ
う
な
お
話
し
を
伺
う
２

時
間
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
２
度
ほ
ど
先
生
と
ゼ
ミ
生
で

１
泊
の
旅
行
に
出
た
。
一
度
は
初
冬
の

頃
で
、
農
学
部
の
演
習
林
の
宿
泊
施

設
を
先
生
が
手
配
し
て
下
さ
り
、
厳
寒

で
有
名
な
朱
鞠
内
の
隣
町
北
母
子
里
へ

行
っ
た
。
も
う
一
度
は
卒
業
間
近
、
こ

れ
も
先
生
の
ご
手
配
で
定
山
渓
の
公
務

員
保
養
所
に
出
か
け
た
も
の
で
あ
る
。

ど
ち
ら
の
宿
の
夜
も
、
と
も
か
く
み
ん

な
若
く
て
随
分
と
よ
く
飲
み
、
そ
し
て

果
て
し
な
い
議
論
が
続
い
た
。

　

学
部
後
半
の
２
年
間
は
足
早
や
に
過

ぎ
て
い
き
、
就
職
な
ど
進
路
の
相

談
で
、
ゼ
ミ
生
と
し
て
先
生
の
お

宅
を
訪
ね
る
機
会
が
あ
っ
た
。
木

立
の
中
の
「
大
学
村
」
を
、
か
な

り
緊
張
し
な
が
ら
初
め
て
訪
れ
た

こ
と
を
思
い
出
す
。
卒
業
後
は
、

ゼ
ミ
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
ん

で
行
き
、
文
字
通
り
散
り
散
り
と

な
っ
た
。
し
ば
ら
く
は
、
仕
事
に

生
活
に
精
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
は

ず
だ
が
、
先
生
と
の
連
絡
を
絶
や

さ
な
い
ゼ
ミ
生
も
い
た
。そ
し
て
、

先
生
が
千
葉
大
に
移
っ
て
来
ら
れ

て
か
ら
、「
絶
や
さ
な
か
っ
た
連

絡
」
が
功
を
奏
し
て
、
東
京
で
の

再
会
が
実
現
し
た
。

　

会
合
は
テ
ー
マ
を
決
め
た
り
す

る
こ
と
は
な
く
、
大
体
は
元
ゼ
ミ
生
が

順
に
近
況
の
報
告
を
行
な
い
、
そ
こ
か

ら
話
題
が
広
が
っ
て
い
く
展
開
で
あ
っ

た
。
そ
の
な
り
ゆ
き
に
よ
っ
て
は
、
も

う
「
い
い
ト
シ
」
に
な
っ
た
元
ゼ
ミ
生

同
士
が
声
を
張
り
上
げ
て
議
論
に
及
ぶ

場
面
も
見
ら
れ
た
が
、
そ
ん
な
時
で

あ
っ
て
も
、
先
生
が
穏
や
か
に
何
か
話

し
始
め
た
瞬
間
、
全
員
が
「
謹
聴
」
の

態
勢
に
な
る
の
は
、
こ
の
会
合
が
「
小

川
ゼ
ミ
」
で
あ
る
こ
と
の
証
左
で
あ
っ

た
。
ま
た
、時
に
、先
生
が
「
今
、サ
ッ

チ
ャ
ー
主
義
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
」

と
い
っ
た
こ
と
を
話
さ
れ
、
先
生
が
研

究
生
活
を
続
け
て
い
る
こ
と
を
知
る
機

会
に
も
な
っ
た
。

　

先
生
は
、
長
く
鎌
倉
に
お
住
ま
い
に

な
っ
て
い
た
が
、
先
生
の
用
向
き
に
合

わ
せ
て
、
会
合
は
東
京
駅
周
辺
で
開
催

さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
一
度
、
伊

豆
の
温
泉
に
足
を
延
ば
し
１
泊
し
た
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
時
は
移
り
、
先
生
の

ご
年
齢
が
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
先
生
の

お
住
ま
い
に
近
い
大
船
に
場
所
を
移
し

て
続
い
て
い
っ
た
。
こ
の
間
、
会
合
に

は
何
人
か
44
年
卒
以
降
の
ゼ
ミ
生
も
加

わ
り
、
賑
や
か
さ
を
増
し
て
い
た
。

　

た
だ
そ
れ
も
突
然
襲
っ
て
来
た
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
は
な
す
す
べ
が
な

く
、
会
合
は
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

先
生
の
温
顔
・
愛
語
に
接
す
る
機
会
が

失
わ
れ
た
ま
ま
、令
和
４
年
と
な
っ
た
。

こ
の
令
和
４
年
は
日
本
の
鉄
道
創
業

１
５
０
年
目
と
の
こ
と
で
、
若
干
私
事

（
元
国
鉄
）
に
わ
た
る
が
、現
在
関
わ
っ

て
い
る
「
鉄
道
百
五
十
年
史
」
に
関
し
、

８
月
に
先
生
に
お
手
紙
を
差
し
上
げ
、

ご
返
事
を
頂
い
た
。
思
い
が
け
ず
、
こ

れ
が
先
生
と
の
通
信
の
最
後
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

　

そ
の
ご
返
事
の
最
後
に
、
先
生
は
十

河
国
鉄
総
裁
に
触
れ
、「
私
は
十
河
信
二

に
大
い
に
関
心
が
あ
り
ま
す
。
も
う
10

年
若
け
れ
ば
、
１
冊
の
本
に
ま
と
め
た

い
く
ら
い
で
す
」
と
書
か
れ
て
い
た
。

た
ん
た
ん
と
読
み
過
ご
し
て
し
ま
っ
て

い
た
が
、
今
思
え
ば
、「
天
寿
」
を
以
て

し
て
も
断
ち
が
た
い
研
究
心
が
迸
る
一

節
で
あ
っ
た
。

　
た
だ
た
だ
天
を
仰
ぐ
ば
か
り
で
あ
る
。

（
２
０
２
２
年
12
月
記
）

小
川
晃
一
先
生
を
偲
ん
で

小川晃一先生を囲んで（大船にて）

―
先
生
と
ゼ
ミ
生
の
半
世
紀

小川晃一先生を偲んで

石
堂  

正
信 

（
Ｓ
44
・
法
）
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このアプリは、祭り運営の準備・当日
運営・継承の全てを地図上で統合支
援することで、運営メンバーの連携を
円滑化する。操作画面には、運営リー
ダーが触る「管理者用」と実働メンバー
が触る「実働用」がある。「管理者用」
はメンバーや祭りの状態を把握でき、
「実働用」はメンバーに視覚的なナビ
ゲーション支援を提供。また、タスク
や祭りの進行を地図上に記録しておく
ことで、“みえる継承資料”の自動作成
や、お客さんへの情報提示も可能。

〈開発したアプリ〉
〔
ア
プ
リ
開
発
事
例
の
ご
紹
介
〕

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
ス
タ
ー
ト
か
ら
す
で
に

４
回
目
と
な
り
、
60
名
以
上
の
学
生
を

支
援
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
中

か
ら
、
「
祭
り
運
営
を
支
援
す
る
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
開
発
し
た
チ
ー
ム

の
阿
部
優
樹
さ
ん
と
辻
口 

輝
さ
ん
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
の

　

き
っ
か
け
は
？

阿
部
さ
ん
：
僕
は
、サ
ー
ク
ル
活
動
で
北

大
祭
な
ど
の
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
を

経
験
し
て
き
ま
し
た
が
、イ
ベ
ン
ト
中
、運

営
者
は
ず
っ
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
握
り

し
め
て
他
の
メ
ン
バ
ー
と
の
連
携
に
追
わ

れ
て
い
ま
す
。そ
の
経
験
か
ら
、運
営
者
も

祭
り
を
楽
し
め
る
便
利
な
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
ぁ
と
思
っ
た
の

が
開
発
の
き
っ
か
け
で
す
。

　　

テ
ッ
ク
ガ
レ
ー
ジ
へ
参
加
し
た

　

理
由
は
？

辻
口
さ
ん
：
今
住
ん
で
い
る
ア
パ
ー
ト

の
１
階
に
あ
っ
た
飲
食
店
に
近
所
の
町

内
会
の
人
が
集
ま
る
こ
と
が
多
く
て
、

僕
は
そ
の
町
内
会
の
会
議
に
参
加
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
よ
く
行
っ
て

い
ま
し
た
。
お
祭
り
の
ア
プ
リ
が
地
域

の
た
め
に
な
る
と
い
う
阿
部
君
の
ア
イ

デ
ィ
ア
に
共
感
し
た
の
が
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
の
参
加
の
動
機
で
す
。

阿
部
さ
ん
：
辻
口
君
は
お
祭
り
と
い
う

共
通
の
興
味
領
域
と
こ
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
に

必
要
な
最
適
化
技
術
の
知
識
が
あ
り
ま

し
た
。
僕
は
テ
ッ
ク
ガ
レ
ー
ジ
の
第
１

回
目
「
Ｓ
Ｆ
Ｐ
01
」
に
参
加
し
た
経
験

か
ら
、
こ
の
開
発
を
進
め
る
た
め
の
開

発
資
金
が
も
ら
え
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
開
発
資
金
で
プ
ロ
ト
タ
イ

プ
を
作
る
こ
と
や
、
期
間
中
に
ユ
ー
ザ
ー

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
な
ど
、
開
発
の
た
め
の
一
歩
を
踏
み

出
し
や
す
い
環
境
が
整
っ
て
い
る
こ
と
を

知
っ
て
い
た
の
が
大
き
な
理
由
で
す
。

　

テ
ッ
ク
ガ
レ
ー
ジ
に

　

参
加
し
て
ど
う
で
し
た
か
？

阿
部
さ
ん
：
テ
ッ
ク
ガ
レ
ー
ジ
で
は
、

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
作
っ
て
ユ
ー
ザ
ー
に

持
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
教
わ

り
ま
し
た
。
と
り
あ
え
ず
自
分
で
迷

わ
ず
作
っ
て
み
る
。
次
に
作
っ
た
も

の
を
ユ
ー
ザ
ー
に
実
際
に
触
れ
て
も
ら

い
、
意
見
を
も
ら
っ
て
観
察
す
る
。
す

る
と
、
次
に
や
る
こ
と
が
生
ま
れ
て
く

る
。
テ
ッ
ク
ガ
レ
ー
ジ
で
は
、
こ
の

ル
ー
プ
を
大
切
に
し
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
テ
ッ
ク
ガ
レ
ー
ジ
終
了
後
も
変
わ

ら
ず
、
二
人
の
チ
ー
ム
の
方
針
・
軸
と

し
て
機
能
し
て
い
ま
す
。あ
と
は
、ユ
ー

ザ
ー
の
声
を
聞
き
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
特
定
ユ
ー
ザ
ー
の
要
望
を
そ

の
ま
ま
機
能
に
追
加
し
て
い
く
と
、
時

間
も
開
発
力
も
足
り
ま
せ
ん
。
自
分
た

ち
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
こ
と
を
常

に
意
識
し
て
開
発
を
進
め
る
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
は
、
Ｓ
Ｆ
Ｐ
期
間
中
に
毎

週
行
う
定
例
会
で
の
学
び
も
生
き
て
い

ま
す
。
定
例
会
で
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け

た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
コ
ツ
や
動
画
作

成
の
方
法
は
今
で
も
活
か
し
て
い
ま

す
。
特
に
定
例
会
で
使
用
し
た
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
は
、
現
在
も

そ
れ
を
基
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
構
成
を

考
え
て
い
ま
す
。

　

北
大
祭
で
の
実
証
実
験
は

　

ど
ん
な
挑
戦
に
な
り
ま
し
た
か
？

阿
部
さ
ん
：
今
回
の
挑
戦
を
経
て
「
ど

ん
ど
ん
触
っ
て
く
れ
！
」
と
い
う
自
信

が
つ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
人
に
自

分
の
作
っ
た
も
の
を
触
れ
て
も
ら
う
こ

と
に
怖
さ
や
不
安
を
感
じ
て
い
ま

し
た
が
、
初
め
て
作
っ
た
ア
プ
リ

が
大
き
な
エ
ラ
ー
も
な
く
、
動
き

続
け
て
く
れ
た
こ
と
は
大
き
か
っ

た
で
す
。

　

実
際
に
ユ
ー
ザ
ー
に
触
れ
て
も

ら
う
こ
と
で
、「
こ
こ
め
ん
ど
く
さ

い
！
」と
か
、「
こ
う
い
う
機
能
欲
し

い
！
」と
い
う
ユ
ー
ザ
ー
の
声
を
聞

い
て
、何
が
本
当
に
必
要
で
、ど
こ

を
改
良
し
て
作
れ
ば
い
い
の
か
を

見
極
め
て
作
る
こ
と
が
重
要
だ
と

い
う
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
開
発
に

と
っ
て
も
、
力
点
を
置
く
と
こ
ろ

や
大
切
に
す
る
と
こ
ろ
を
見
出
せ

ま
し
た
。
テ
ッ
ク
ガ
レ
ー
ジ
の
定

例
会
の
ゲ
ス
ト
講
師
か
ら
頂
い
た
「
課

題
と
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
の
コ
ー
ド

を
打
つ
手
が
止
ま
ら
な
い
限
り
、
開
発

は
死
な
な
い
」
と
い
う
言
葉
通
り
、
新

し
い
指
針
と
新
し
い
改
善
点
を
新
鮮
な

感
覚
で
得
ら
れ
た
こ
と
は
本
当
に
良

か
っ
た
で
す
。

　

こ
の
経
験
を
ど
う
活
か
し
て

　

い
き
た
い
で
す
か
？

阿
部
さ
ん
：
北
大
祭
の
実
行
委
員
の
方

に
は
４
月
か
ら
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
に
触
れ

て
も
ら
い
、
毎
週
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

ら
っ
て
改
良
を
行
い
ま
し
た
。
結
果
、

当
日
の
人
の
動
き
が
可
視
化
で
き
て
よ

か
っ
た
と
い
う
言
葉
を
頂
け
て
本
当
に

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
今
回
は
高
等
教
育

推
進
機
構
前
の
ス
テ
ー
ジ
部
分
の
み

だ
っ
た
の
で
、
今
後
は
一
つ
の
イ
ベ
ン

ト
で
全
体
の
運
営
に
使
う
こ
と
に
挑
戦

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

そ
れ
と
、
北
大
祭
が
Ｗ
ｅ
ｂ
や
ロ

ボ
ッ
ト
な
ど
の
技
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
披

露
や
実
験
す
る
場
に
な
っ
て
、
北
大
生
の

Ｉ
Ｔ
好
き
と
北
大
祭
の
コ
ラ
ボ
が
活
性
化

し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て

　

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

辻
口
さ
ん
：
現
在
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
開
発

地
点
は
自
分
た
ち
に
と
っ
て
は
ま
だ
ま

だ
途
中
段
階
で
す
。
こ
の
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
世
の
中
の
祭
り
の
デ
フ
ァ
ク

ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
る
よ
う
に
開
発

を
進
め
た
い
で
す
。

阿
部
さ
ん
：
ア
プ
リ
の
お
か
げ
で
祭
り

の
日
く
ら
い
は
、
み
ん
な
で
ど
ん
ち
ゃ

ん
騒
ぎ
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で

す
（
笑
）
。
そ
し
て
、
祭
り
を
通
じ
て

み
ん
な
の
楽
し
い
空
間
を
ど
う
デ
ザ
イ

ン
す
る
の
か
を
も
っ
と
考
え
て
い
き
た

い
で
す
。

◇
◆
◇

　

私
た
ち
テ
ッ
ク
ガ
レ
ー
ジ
の
ス
タ
ッ

フ
は
一
人
で
も
多
く
、
も
の
づ
く
り
を

行
い
た
い
学
生
を
支
援
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
北
大
テ
ッ
ク
ガ

レ
ー
ジ
で
は
、
定
例
会
の
ゲ
ス
ト
講
師

や
ご
寄
付
な
ど
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
皆
様
か

ら
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
で
運
営
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
引
き
続
き
ご

指
導
の
ほ
ど
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

STARTUP《未来の起業家を育成する 北大テックガレージ》

【
北
海
道
大
学 

産
学･

地
域
協
働
推
進
機
構 

産
学
協
働
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　

千
脇
美
香
】

未
来
の
起
業
家
を
育
成
す
る

  
北
大
テ
ッ
ク
ガ
レ
ー
ジ

〔
北
大
に〝
も
の
づ
く
り
文
化
〟を
〕

　

２
０
２
１
年
８
月
か
ら
北
大
で
は
、

学
生
の
も
の
づ
く
り
を
支
援
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ｆ
Ｐ
：spring/sum

m
er 

founders program

）「
北
大
テ
ッ
ク

ガ
レ
ー
ジ
」
を
春
休
み
と
夏
休
み
の
年

２
回
提
供
し
て
い
ま
す
。
北
大
テ
ッ

ク
ガ
レ
ー
ジ
で
は
未
来
の
起
業
家
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
的
に
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
の
開
発
手
法
を
学
び
な
が
ら
プ
ロ
ト

タ
イ
プ
開
発
を
行
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
北
大
に
〝
も
の
づ
く
り
の

文
化
〟
を
根
付
か
せ
た
い
北
大
職
員
の

有
志
４
人
が
集
ま
り
、
東
大
の
「
本
郷

テ
ッ
ク
ガ
レ
ー
ジ
」
と
連
携
し
な
が
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
す
。

　

学
生
か
ら
事
前
に
自
分
の
開
発
し
た

い
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
私
た
ち
運
営
ス
タ
ッ

フ
に
提
案
し
、
プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
ま

す
。
採
択
チ
ー
ム
に
は
運
営
側
が
提
案

書
に
従
っ
た
開
発
資
金
を
渡
し
、
学
生

チ
ー
ム
が
予
算
の
管
理
や
開
発
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
材
料
の
発
注
な
ど
自
分
た

ち
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

※
本
記
事
は
北
海
道
大
学
の
魅
力
を
発
信

す
る
ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ
ン
い
い
ね
！H

okudai

の

記
事
を
編
集
・
再
掲
し
て
お
り
ま
す

左から辻口 輝さんと阿部優樹さん（いずれも情報科学院修士1年）

北大テックガレージSFP02でプロダクトの
発表をする阿部さん

将
来
顧
客
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
も

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
重
要
で
す
。
学

生
自
身
が
顧
客
を
見
つ
け
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
し
な
が
ら
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
改
良
と
開

発
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。



FRONTIER 2023/02/20 30FRONTIER 2023/02/2031

明
会
に
参
加
す
る
手
は
ず
は
整
え
て
い

た
も
の
の
、
そ
の
前
々
日
ま
で
は
上
ノ

国
の
沖
合
の
無
人
島
、
渡
島
大
島
で
５

年
目
の
夏
を
楽
し
ん
で
い
た
。

　

当
時
、
協
力
隊
は
と
も
か
く
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
知
名
度
は
低
く
、
東
京
の
説
明
会

に
来
る
学
生
も
少
な
か
っ
た
。
集
団
説

明
会
に
赴
き
、
自
分
の
関
心
を
そ
れ
な

り
に
述
べ
た
と
こ
ろ
、
翌
週
、
面
接
を

受
け
る
よ
う
に
と
の
連
絡
が
入
り
、
札

幌
に
戻
る
間
も
な
く
面
接
へ
。
そ
の
ま

ま
採
用
通
知
が
届
い
た
。
就
職
し
て
か

ら
分
か
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
年
の
新
規

採
用
は
通
常
の
試
験
採
用
と
面
接
採
用

が
半
々
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
採
用

方
式
は
翌
年
か
ら
無
く
な
っ
た
。

　

採
用
後
、
途
上
国
の
森

林
を
扱
う
部
署
に
配
属
さ

れ
、
と
り
あ
え
ず
の
希
望

は
か
な
っ
た
。
本
部
の
あ

る
東
京
勤
務
は
馴
染
め
な

か
っ
た
が
、
海
外
出
張
は

楽
し
く
て
仕
方
が
な
か
っ

た
。
ま
だ
行
っ
た
こ
と
の

な
い
国
々
に
行
く
こ
と
は

無
論
だ
っ
た
が
、
何
よ
り

首
都
か
ら
遠
い
地
方
や
山

カナダ、アメリカ、メキシコの各森林局長と（FAO時代）

邦
人
の
多
く
は
こ
の
国
が
好
き
に
な
っ

た
。
同
国
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

Heart of Africa

。
物
は
な
く
と
も
暖
か

い
国
だ
っ
た
。

　

こ
こ
で
は
、
森
林
と
野
生
生
物
セ
ク

タ
ー
を
担
当
。
現
場
に
足
を
運
び
事
業

を
形
成
す
る
の
で
あ
る
が
知
識
の
無
さ

を
実
感
。
自
然
環
境
と
住
民
の
生
計
を

両
立
さ
せ
る
に
は
？
答
え
が
出
ず
、
問

題
意
識
は
帰
国
後
も
引
き
ず
り
、
結

果
、
休
職
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
レ
デ
ィ
ン

グ
大
学
大
学
院
に
留
学
し
頭
の
整
理
に

あ
た
っ
た
。
大
学
院
の
指
導
教
官
は
、

ネ
パ
ー
ル
人
の
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
で
、
研

究
指
導
か
ら
イ
ギ
リ
ス
の
生
活
ま
で
お

世
話
に
な
っ
た
恩
師
で
あ
り
、後
に
様
々

な
形
で
再
会
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
復
職
後
、本
部
勤
務
、海
外
勤
務
（
カ

ン
ボ
ジ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
を
重
ね
て

い
っ
た
。森
林
の
仕
事
が
し
た
い
と
い
っ

て
も
、
組
織
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
あ
る

以
上
、
い
ろ
い
ろ
な
部
署
に
配
属
さ
れ

て
い
く
。
２
０
０
７
年
か
ら
２
０
１
１

年
ま
で
森
林
の
担
当
部
署
の
管
理
職
を

務
め
た
が
、
そ
れ
以
降
、
森
林
に
関
わ

る
機
会
は
人
事
上
あ
り
得
な
か
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
他
の
部
署
で
も
そ
れ
な
り
に

楽
し
く
仕
事
は
し
て
い
た
が
、
頭
の
隅

に
は
森
林
の
文
字
が
見
え
隠
れ
し
て
い

た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
（
国
連

食
糧
農
業
機
関
）
が
林
業
局
長
の
国
際

公
募
を
出
し
て
い
る
の
で
、
手
を
挙
げ

て
み
な
い
か
と
の
誘
い
を
受
け
た
。

　

Ｆ
Ａ
Ｏ
と
は
今
ま
で
も
様
々
な
形
で

付
き
合
っ
て
き
た
組
織
な
の
で
親
し
み

は
あ
る
。
た
だ
、
そ
こ
の
幹
部
ポ
ス
ト

で
働
く
こ
と
な
ど
は
今
ま
で
考
え
た
こ

と
も
な
く
、
大
い
に
戸
惑
っ
た
。
と
は

い
え
、
世
界
の
森
林
問
題
に
関
わ
れ
る

機
会
は
滅
多
に
な
く
、
受
け
て
み
な
い

こ
と
に
は
そ
の
先
は
見
え
な
い
と
い
う

好
奇
心
が
先
行
し
応
募
す
る
こ
と
に
し

た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
書
類
提
出
を
経

て
、
ほ
ど
な
く
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
面
接
へ
。
よ
く
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
国
連
分
担
金
に
比
べ
国
連
で
働
く

邦
人
は
少
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
点
で

採
用
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
は
高
い
。
し

か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
最
終
リ
ス
ト

に
残
っ
て
か
ら
の
話
で
あ
る
か
ら
楽
観

な
ど
は
し
て
な
か
っ
た
。
結
果
、
思
い

も
よ
ら
ず
採
用
通
知
が
届
い
た
。
そ
し

て
２
０
１
７
年
か
ら
ロ
ー
マ
の
生
活
が

始
ま
る
。

　

ロ
ー
マ
は
街
中
が
世
界
遺
産
で
あ

り
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
本
部
は
コ
ロ
ッ
セ
オ
や
カ

ラ
カ
ラ
浴
場
に
隣
接
す
る
よ
う
な
場
所

に
位
置
す
る
。
ワ
イ
ン
や
食
事
の
話
を

書
き
出
せ
ば
キ
リ
が
な
い
。日
中
の
コ
ー

ヒ
ー
を
片
手
に
し
た
打
ち
合
わ
せ
は
組

織
の
風
物
詩
。
多
様
な
国
籍
、
背
景

を
持
つ
人
間
が
一
緒
に
仕
事
を
す
る
に

は
、プ
ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
必
須
。
理
屈
は
そ
う
だ
が
、

体
を
動
か
す
に
は
コ
ー
ヒ
ー
と
、
終
業

後
の
軽
い
ア
ル
コ
ー
ル
が
必
須
と
も
言

え
る
。
ロ
ー
マ
は
そ
れ
に
は
う
っ
て
つ

け
の
場
所
で
あ
る
。

　

森
林
の
仕
事
は
、
残
念
な
が
ら
現
場

に
赴
く
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
が
、
森

林
政
策
を
進
め
る
た
め
の
様
々
な
会
議

に
駆
り
出
さ
れ
議
論
を
し
た
。
そ
こ
で

は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
時
代
に
付
き
合
い
の
あ
っ

た
途
上
国
の
森
林
官
や
大
臣
、
ま
た
大

学
院
時
代
の
指
導
教
官
や
同
窓
生
と
再

会
す
る
機
会
が
あ
り
、
人
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
ぐ
る
り
と
一
周
し
た
感
じ
が

し
た
も
の
だ
。　

　

家
庭
の
事
情
も
あ
り
ロ
ー
マ
勤
務
を

４
年
ほ
ど
で
切
り
上
げ
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
世
界
の
森
林
問
題
に
幾
ば
く
か

の
貢
献
は
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。
特

に
農
業
と
森
林
を
い
か
に
調
和
さ
せ
る

か
？
と
い
う
提
起
が
国
際
社
会
に
定
着

で
き
た
こ
と
は
一
つ
の
成
果
だ
っ
た
よ

う
に
思
う
。

　　

帰
国
後
は
日
本
ベ
ー
ス
で
Ｆ
Ａ
Ｏ
事

務
局
長
の
特
別
顧
問
を
務
め
、
そ
し
て

北
大
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
番
新
し
い
大
学
院
で
あ
る
国
際
食
資

源
学
院
の
講
義
と
北
大
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
戦

略
の
支
援
が
仕
事
で
あ
る
。
学
生
諸
氏

と
の
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
や
飲

み
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
の
だ
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
ま
ま
な
ら
な
い
。
そ
れ
で

も
対
面
講
義
の
前
後
の
時
間
で
の
立
ち

話
は
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
で
は
叶
わ
な
い

こ
と
。

　

い
ず
れ
、
コ
ッ
プ
を
片
手
に
で
き
る

日
も
く
る
だ
ろ
う
。
北
海
道
も
面
白
い

が
、
世
界
は
も
っ
と
面
白
い
、
こ
と
を

伝
え
て
い
き
た
い
。

現地の森林官と（JICA・タイ出張時）

●
マ
ラ
ウ
イ
赴
任
と
イ
ギ
リ
ス
留
学

　

今
年
、
２
０
２
２
年
４
月
か
ら
北

大
の
招
へ
い
教
員
を
務
め
る
こ
と
に
な

り
、
札
幌
通
い
が
始
ま
っ
た
。
久
し
ぶ

り
に
眺
め
る
恵
迪
寮
は
ツ
タ
が
絡
ま

り
、
か
つ
て
の
木
造
の
恵
迪
寮
の
趣
も

感
じ
ら
れ
る
。
１
９
８
２
年
に
北
大
に

入
学
し
入
寮
。
二
代
目
恵
迪
寮
の
最

終
年
を
過
ご
し
２
年
目
か
ら
５
年
目
の

卒
業
ま
で
現
在
の
恵
迪
寮
で
寝
起
き
し

た
。
恵
迪
寮
で
は
酒
と
自
治
活
動
に
加

え
、
寮
と
士
幌
町
で
管
理
す
る
士
幌
小

屋
の
運
営
に
も
関
わ
り
、
足
繁
く
東
大

雪
に
通
っ
た
。

　

寮
以
外
で
は
、
探
検
部
と
農
学
部
林

産
学
科
（
現
森
林
科
学
科
）
が
大
学
の

ベ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
思
え
ば
、
北
海
道

の
山
と
自
然
を
、
寮
、
部
活
、
学
部
の

３
つ
の
場
か
ら
楽
し
ん
で
い
た
。
そ
し

て
、
そ
れ
は
今
で
も
。
現
在
、
招
へ
い

教
員
の
他
、
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ

Ａ
Ｏ
）
事
務
局
長
特
別
顧
問
、
国
際
協

力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
国
際
協
力
専
門

員
と
し
て
、
３
つ
の
視
点
か
ら
森
林
、

自
然
環
境
、
食
糧
問
題
に
関
わ
っ
て
い

る
。

　

大
学
卒
業
後
の
進
路
と
し
て
北
海
道

の
教
員
採
用
か
青
年
海
外
協
力
隊
へ
の

域
に
入
り
、
様
々
な
森
の
姿
や
地
域
の

人
々
の
生
活
を
見
聞
き
す
る
こ
と
が
楽

し
か
っ
た
。
も
っ
と
も
好
奇
心
だ
け
で

は
仕
事
は
進
ま
ず
、
言
語
能
力
を
含
め

て
四
苦
八
苦
し
た
時
を
過
ご
し
て
い
た
。

　

ほ
ど
な
く
、
最
初
の
任
地
で
あ
る
マ

ラ
ウ
イ
に
赴
任
し
た
。
自
身
に
と
っ
て

ア
フ
リ
カ
は
異
文
化
の
大
陸
で
あ
り
、

兼
ね
て
か
ら
海
外
に
赴
任
す
る
の
で
あ

れ
ば
ア
フ
リ
カ
！
と
決
め
て
い
た
。
希

望
が
か
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
国
の

名
前
を
聞
い
て
も
ど
こ
に
あ
る
の
か
分

か
ら
な
い
ア
フ
リ
カ
南
部
の
小
国
で
日

本
人
に
は
馴
染
の
な
い
国
で
あ
る
。

　

当
時
、
日
本
大
使
館
も
設
置
さ
れ
て

お
ら
ず
（
隣
国
ザ
ン
ビ
ア
の
日
本
大
使

館
が
兼
轄
）
在
留
邦
人
は
協
力
隊
員
と

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
駐
在
員
の
約
１
０
０
名
。
ア

フ
リ
カ
最
後
の
独
裁
政
権
と
も
言
わ
れ

た
政
府
で
あ
っ
た
が
、治
安
は
よ
く
人
々

も
素
朴
で
優
し
い
。
ア
フ
リ
カ
の
最
困

国
の
一
つ
で
あ
り
、
エ
イ
ズ
、
マ
ラ
リ

ア
の
感
染
症
も
蔓
延
し
開
発
課
題
は

山
積
し
て
い
た
が
、
自
身
も
含
め
在
留

参
加
を
考
え
て
い
た
。
北
海
道
に
残
る

か
、
熱
帯
林
に
触
れ
る
か
と
い
う
選
択

で
あ
る
。
あ
え
な
く
教
員
採
用
は
不
合

格
、
協
力
隊
は
説
明
会
の
感
触
も
よ
く

受
験
す
る
気
満
々
で
あ
っ
た
が
、
講
座

の
教
官
か
ら
は
協
力
隊
で
二
年
間
海
外

に
派
遣
さ
れ
て
も
帰
国
し
て
か
ら
の
仕

事
は
な
い
ぞ
、
協
力
隊
を
派
遣
し
て
い

る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
へ
就
職
す
る
か
、
大
学
院

に
進
ん
で
は
ど
う
か
？
と
い
う
助
言
受

け
る
。

　

先
生
に
は
申
し
訳
な
か
っ
た
が
そ
の

時
点
で
大
学
院
に
進
む
と
い
う
気
は
な

く
、
そ
れ
で
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
を
受
け
て
み

よ
う
か
と
思
い
た
っ
た
。
そ
の
助
言
か

ら
間
も
な
く
教
官
は
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
で

渡
欧
し
て
し
ま
い
、
そ
れ
を
よ
い
こ
と

に
部
活
動
を
楽
し
み
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
説

●
面
接
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
入
社

●
Ｆ
Ａ
Ｏ
林
業
局
長 

国
際
公
募

好
奇
心
の
先
に
︱

恵迪寮の自治会執行委員会

FAO事務局長特別顧問
JICA国際協力専門員

三次 啓都（S62 農・林産）

●
世
界
の
森
林
政
策
に
貢
献

●
北
大
に
戻
る
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た
事
が
良
く
あ
り
ま
す
。

　

日
本
に
も
良
い
と
こ
ろ
と
悪
い
と
こ

ろ
が
あ
る
よ
う
に
、
ど
の
国
に
も
長

所
・
短
所
が
あ
り
、背
景
に
は
そ
う
な
っ

た
理
由
が
あ
り
ま
す
。
出
来
る
だ
け
そ

の
理
由
を
理
解
し
、
お
互
い
の
違
い
を

自
分
の
好
き
嫌
い
だ
け
で
は
な
い
形
で

受
け
止
め
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
同
時
に
、
日
本
の
文
化
や
歴
史

を
改
め
て
学
ぶ
よ
い
機
会
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
こ
数
年
ほ
ど
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、

ア
メ
リ
カ
で
も
生
活
や
仕
事
に
お
い
て

色
々
な
事
が
変
わ
り
ま
し
た
。
業
務
に

お
い
て
は
、英
語
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー

カ
ー
で
な
い
私
に
と
っ
て
、
会
議
を
全

て
バ
ー
チ
ャ
ル
で
行
う
よ
う
に
な
り
、

ま
た
物
理
的
に
同
僚
の
デ
ス
ク
を
訪
ね

て
気
軽
に
質
問
を
す
る
機
会
が
無
く

な
っ
た
こ
と
は
大
き
な
変
化
で
し
た
。

　
一
方
、
私
生
活
に
お
い
て
、
家
で
家

族
と
顔
を
合
わ
せ
て
話
を
す
る
機
会
が

増
え
た
こ
と
は
プ
ラ
ス
の
一
面
で
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い

う
レ
ン
ズ
を
通
し
て
、私
の
知
ら
な
か
っ

た
ア
メ
リ
カ
の
一
面
を
覗
き
見
た
気
も

し
ま
す
。
そ
れ
ま
で
も
存
在
し
て
い
た

課
題
や
対
立
（
貧
富
差
・
人
種
間
の
格

差
・
リ
ベ
ラ
ル
対
保
守
・
都
市
部
対
地

方
）
が
、
コ
ロ
ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と

そ
れ
に
伴
う
シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
で
増
幅

さ
れ
た
印
象
で
す
。

　

例
え
ば
、
オ
ハ
イ
オ
州
を
含
め
た
中

西
部
は
物
理
的
な
シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
解

た
。
大
学
時
代
か
ら
少
し
は
Ｎ
Ｆ
Ｌ（
ア

メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
プ
ロ
リ
ー

グ
）
を
知
っ
て
い
て
観
戦
し
て
い
た
こ

と
、
ル
ー
ル
が
分
か
る
こ
と
で
取
っ
掛

か
り
や
す
か
っ
た
の
は
幸
い
で
し
た
。

ア
メ
リ
カ
に
来
て
か
ら
は
、徐
々
に
チ
ー

ム
の
歴
史
、
ラ
イ
バ
ル
チ
ー
ム
と
の
関

係
、
州
毎
の
特
色
な
ど
を
楽
し
く
学
ん

で
い
ま
す
。

　

昨
シ
ー
ズ
ン
は
、地
元
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ

ベ
ン
ガ
ル
ズ
が
長
年
の
低
迷
期
を
脱

し
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ウ
ル
（
Ｎ
Ｆ
Ｌ
の
決

勝
戦
）
ま
で
進
み
大
変
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
、
私
は
シ
ー
ズ
ン

チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
、
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
は

全
試
合
現
地
観
戦
し
、
良
き
シ
ン
シ
ナ

テ
ィ
市
民
と
し
て
チ
ー
ム
を
応
援
し
て

い
ま
す
。

　

北
大
で
の
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
私
の
大
切
な

財
産
で
、
先
輩
、
同
期
、
後
輩
の
み
な

さ
ん
と
は
今
で
も
お
付
き
合
い
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
日
本
に
一
時
帰
国
し
た

際
に
一
緒
に
飲
み
に
行
く
の

も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
が
、

世
界
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
北

大
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
の
メ
ン
バ
ー
に
、
お
互

い
の
出
張
や
旅
行
な
ど
の
際

に
そ
の
土
地
で
会
う
も
私
の

楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

皆
様
の
ご
活
躍
と
ご
健
康
を

心
よ
り
お
祈
り
致
し
ま
す
。

除
は
比
較
的
早
い
方
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
や
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
な
ど
の
沿
岸
都
市
部
は
慎
重

に
進
め
て
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
沿

岸
都
市
部
は
人
口
密
度
が
高
く
、
公
共

交
通
機
関
を
利
用
す
る
割
合
が
高
い
、

と
い
う
理
由
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

州
知
事
の
所
属
政
党
の
方
針
や
住
民
の

意
向
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
個
人
的
に
感
じ
て

い
ま
す
。

　

現
在
の
住
ま
い
は
ア
メ
リ
カ
・
オ

ハ
イ
オ
州
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
で
す
。
シ
ン

シ
ナ
テ
ィ
は
、
オ
ハ
イ
オ
州
の
南
西
に

あ
る
ア
メ
リ
カ
中
西
部
の
一
地
方
都
市

で
、
南
に
接
し
て
い
る
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー

州
、
西
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
と
併
せ
て

一
経
済
圏
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
元
々

ド
イ
ツ
系
移
民
か
ら
始
ま
っ
た
街
で
、

そ
の
た
め
ビ
ー
ル
の
醸
造
や
豚
肉
加
工

な
ど
が
主
要
産
業
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
こ
か
ら
豚
の
脂
肪
を
使
う
石
鹸
や
ろ

う
そ
く
製
造
産
業
が
派
生
・
発
展
し
、

そ
の
流
れ
で
プ
ロ
ク
タ
ー
＆
ギ
ャ
ン
ブ

ル
が
今
で
も
本
社
機
能
を
シ
ン
シ
ナ

テ
ィ
に
置
い
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ク
タ
ー
＆
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
他
、

ジ
ェ
ネ
ラ
ル
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
航
空
部

門
が
本
社
機
能
を
置
い
て
い
る
こ
と

で
、
海
外
か
ら
の
駐
在
者
な
ど
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
中
国
系
の
移
民
も

増
え
て
い
る
の
で
、
ス
ー
パ
ー
で
の
ア

ジ
ア
食
材
の
品
ぞ
ろ
え
も
充
実
し
て
お

り
、
同
じ
よ
う
な
食
の
傾
向
を
持
つ
日

本
人
と
し
て
は
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
ア
メ
リ
カ
中
西
部
か
ら
南

部
に
か
け
て
点
在
す
る
自
動
車
産
業
拠

点
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
自
動
車
関
連
の
日

本
企
業
支
社
も
複
数
あ
り
、
日
本
語
補

習
校
な
ど
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
も

小
規
模
な
が
ら
存
在
し
て
い
ま
す
。
豪

雪
・
ハ
リ
ケ
ー
ン
な
ど
の
自
然
災
害
も

少
な
く
、
比
較
的
安
全
で
物
価
も
高
く

な
い
の
で
、
初
等
・
中
等
教
育
の
お
子

さ
ん
が
い
る
家
族
に
は
生
活
し
や
す
い

都
市
だ
と
思
い
ま
す
。

　

大
学
で
の
四
年
間
、ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。

特
に
ア
メ
リ
カ
で
生
活
・
仕
事
す
る
場

合
に
お
い
て
で
す
が
、ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
が
職
場
や
友
人
と
の
世
間
話

の
ス
ポ
ー
ツ
ネ
タ
と
し
て
使
え
る
事
は

想
定
し
て
い
な
か
っ
た
メ
リ
ッ
ト
で
し

NFLの観戦

●
北
大
ア
メ
フ
ト
部
の
冥
利

ス
と
い
う
製
品
に
近
い
業
務
を
通
し
て

ユ
ー
ザ
ー
に
届
け
る
と
い
う
貴
重
な
体

験
で
し
た
。社
員
の
ほ
ぼ
全
員
が
ス
ノ
ー

ボ
ー
ダ
ー
で
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
の
た

め
の
会
社
で
あ
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
は

今
で
も
変
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

　

そ
の
次
に
、
現
在
勤
務
し
て
い
る
ジ

ボ
ダ
ン
に
転
職
し
ま
し
た
。
ジ
ボ
ダ
ン

は
、
本
社
を
ス
イ
ス
に
置
く
、
食
品
や

香
粧
品
向
け
香
料
を
製
造
販
売
す
る

会
社
で
す
。
こ
こ
で
は
、
日
本
支
社
に

入
社
し
た
後
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ア
サ

イ
ン
メ
ン
ト
の
た
め
期
間
限
定
で
ス
イ

ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
勤
務
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
業
務
上
は
英
語
だ
け
で
何

と
か
用
は
足
せ
る
も
の
の
、
生
活
と
な

る
と
ス
イ
ス
の
公
用
語
の
一
つ
で
あ
る

フ
ラ
ン
ス
語
で
な
い
と
通
じ
な
い
ケ
ー

ス
が
多
々
あ
り
、
こ
こ
で
も
四
苦
八
苦

し
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。バ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
し
っ
か
り
取
る
、
ス
ー
パ
ー
な
ど

が
日
曜
日
休
み
の
た
め
週
末
は
の
ん
び

り
過
ご
す
、
と
い
っ
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

な
ら
で
は
の
生
活
パ
タ
ー
ン
を
こ
こ
で

知
り
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ア
サ
イ
ン
メ
ン
ト

期
間
が
満
了
し
た
後
に
、
ジ
ボ
ダ
ン
日

本
支
社
で
数
年
勤
務
し
た
頃
、
ア
メ
リ

カ
法
人
で
勤
務
す
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
話

　

東
海
地
方
出
身
の
私
は
、
受
験
で
訪

れ
る
ま
で
北
海
道
に
足
を
踏
み
入
れ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
浪
し

た
た
め
、
札
幌
に
は
入
試
で
二
度
訪
れ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
時
か
ら

北
海
道
に
惹
か
れ
て
い
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
日
本
に
行
っ
た
こ
と
の
な
い
海

外
の
同
僚
や
友
人
か
ら
、
日
本
に
旅
行

す
る
際
の
お
す
す
め
の
場
所
な
ど
を
聞

か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
北
海
道

は
私
の
推
薦
リ
ス
ト
に
い
つ
も
入
っ
て

い
ま
す
。

　

北
大
を
卒
業
し
て
、
最
初
に
就
職
し

た
会
社
は
中
埜
酢
店
（
ミ
ツ
カ
ン
）
で

す
。
そ
こ
で
は
開
発
部
に
所
属
し
、
冷

凍
食
品
の
開
発
輸
入
を
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
技
術
開
発
を
担
当
し
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
海
外
旅
行
を
し
た
こ
と

が
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
の
中
国
出
張
が
初
め
て
海
外
に
出

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
中
国
語
を

全
く
解
さ
な
か
っ
た
私
は
、
そ
れ
よ
り

は
少
し
マ
シ
だ
っ
た
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
努
力
し
た
の

で
す
が
散
々
な
状
態
で
し
た
。そ
う
い
っ

た
経
験
が
肥
や
し
に
な
っ
て
い
る
と
信

が
出
て
き
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
企
業
内

の
転
籍
と
い
う
扱
い
で
、
採
用
が
日
本

法
人
か
ら
ア
メ
リ
カ
法
人
に
変
わ
り
、

か
つ
所
属
部
署
も
変
わ
る
と
い
う
も
の

で
し
た
が
、
ほ
ぼ
勢
い
だ
け
で
こ
の
話

に
乗
り
ア
メ
リ
カ
で
勤
務
・
生
活
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
８
年

経
ち
今
に
至
り
ま
す
。　

　

こ
れ
ま
で
海
外
で
仕
事
・
生
活
を
す

る
機
会
を
得
て
き
ま
し
た
が
、
社
会
人

に
な
る
時
に
は
、
海
外
で
生
活
し
た
い・

働
き
た
い
と
い
う
夢
が
あ
っ
た
わ
け
で

は
な
く
、
自
分
が
ス
イ
ス
や
ア
メ
リ
カ

に
住
む
こ
と
に
な
る
と
は
夢
に
も
思
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
節
目
毎
の
チ
ャ

ン
ス
と
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　

海
外
で
生
活
・
仕
事
し
て
い
る
と
、

日
本
と
の
違
い
に
戸
惑
う
こ
と
が
多
々

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
ス
ト
レ
ス
に

感
じ
た
り
、
日
本
を
懐
か
し
く
思
っ
た

り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、振
り
返
っ

て
み
れ
ば
何
か
を
学
ぶ
チ
ャ
ン
ス
だ
っ

じ
て
い
ま
す
が
、
当
時
の
様
子
を
思
い

返
す
と
今
で
も
顔
か
ら
火
が
出
る
思
い

で
す
。

　

そ
の
後
、
バ
ー
ト
ン
の
日
本
支
社

で
働
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
バ
ー
ト
ン

（
バ
ー
ト
ン
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
）
は
、
ア

メ
リ
カ
・
バ
ー
モ
ン
ト
州
に
本
社
を
置

く
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
製
品
を
製
造
販
売

す
る
会
社
で
す
。
大
学
院
時
代
か
ら

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
し
て
お
り
、
い
つ
か

は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
に
関
わ
る
仕
事
が
し

た
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
チ
ャ
ン

ス
が
訪
れ
10
年
ほ
ど
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
自
分
の
好
き
な
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
を
、
品
質
管
理
と
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ

●
海
外
生
活
で
の
学
び
や
気
づ
き

●
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
の
生
活

●
中
国
・
ス
イ
ス
・
ア
メ
リ
カ

　
で
の
仕
事

北大アメフト部時代

世
界
の
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
で
働
い
て

　

前
川
功
一
郎 

Ｈ
６
理
・
院（
高
分
子
）
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1. 私たちの働き方を革新し、日建設計の企業活動に起因する温室効果ガス排出を2050年に
ゼロとします。 

2. 2050年の都市・建築デザインと働き方のカーボンニュートラルモデルを目標として提起
し、2021 ～ 2050 年で必要となる対策を年次計画として提示します。 

3. これからの地域のあり方を展望し、インフラと建築の機能を融合した柔軟なシステムによ
る身近なカーボンニュートラルを提案します。 

4. 企業の環境配慮を評価するスクリーニングシステムの構築を支援し、ESG 不動産／都市
基盤投資の促進に貢献します。 

5. クライアントと緊急行動の必要性を共有して課題解決を支援します。さらには社会に向け
て発信して共感を呼びかけます。 

執行役員北海道代表 久保田 克己（工・昭59・建）

北海道オフィス
札幌市中央区大通西8-2住友商事・フカミヤ大通ビル 
Tel. 011-241-9537  Fax.011-261-7673 
URL: https://www.nikken.co.jp 

日建設計「気候非常事態宣言」

機械S47年卒同窓会「卒業50周年記念会」

北
海
道
の
料
理
と
ビ
ー
ル
本
当
に
美
味

し
か
っ
た
で
す
。

【
参
加
者
】（
後
列
右
か
ら
）
上
遠
野

久
夫
、
福
村
景
範
、
福
田
豊
、
勝
木
公

雄
、長
尾
信
一
、上
館
卓
美
、早
坂
洋
史
、

（
前
列
右
か
ら
）
福
田
洋
子
、
勝
木
八

重
子
、
留
目
一
英

　

我
々
団
塊
の
世
代
も
早
い
も
の
で
卒

業
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
札
幌
は
コ

ロ
ナ
感
染
者
が
増
加
し
て
い
ま
し
た

が
、
会
場
側
の
協
力
を
得
て
久
し
ぶ
り

に
対
面
で
の
会
を
２
０
２
２
年
10
月
27

日
に
開
催
し
ま
し
た
。
出
席
者
は
関
東

か
ら
の
３
名
を
含
め
て
10
名
。
会
場
は

ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
。

　

数
人
で
の
集
ま
り
で
時
々

会
っ
て
い
る
面
々
も
、
二
人
の

奥
様
の
参
加
で
最
初
は
や
や
緊

張
し
て
い
る
感
じ
で
会
は
開

始
。

　

そ
の
後
全
員
か
ら
近
況
報
告

が
あ
り
、
米
国
に
長
期
駐
在
さ

れ
て
い
た
方
、
経
営
を
後
輩
に

託
し
た
方
々
、
ま
だ
一
寸
だ
け

技
術
に
関
わ
っ
て
い
る
方
、
そ

し
て
偶
然
、
奥
様
方
の
ご
趣
味

が
一
致
し
て
い
た
こ
と
等
々
で

時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

ま
し
た
。
勿
論
お
話
に
は
怪

我
、
病
気
の
お
話
も
多
か
っ
た

で
す
が
、
最
後
は
皆
さ
ん
素
晴

ら
し
い
笑
顔
で
の
写
真
と
な
り

ま
し
た
。
60
周
年
の
記
念
会
を

約
束
し
つ
つ
散
会
し
ま
し
た
。

卒
業
50
周
年
記
念
会

機
械
Ｓ
47
年
卒
同
窓
会

　

留
目  

一
英 （
Ｓ
47
・工
）

【日時】2023年4月16日（日）
　　   14：00開演（13：30開場）

【場所】大田区民ホール アプリコ大ホール
　　　《JR蒲田駅徒歩5分》

【入場料】1,500円（全席自由席）
【問合せ先】
infotokyo@hmcobclark.club

【演奏曲・来場者向け情報】

も
あ
り
完
全
な
自
粛
ム
ー
ド
に
な
り
ま

し
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
で
繰
り
返
し
放
送
さ
れ
た

富
岳
の
飛
沫
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、

合
唱
は
ダ
メ
を
宣
言
し
た
も
同
然
で
、

活
動
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
諦
め
ら
れ
ず
、
他
の
合
唱
団

同
様Zoom

で
の
練
習
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
ま
し
た
が
、
各
人
の
通
信
環
境
に

よ
る
時
間
ず
れ
が
あ
り
、
と
て
も
合
唱

と
し
て
成
り
立
つ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
何
と
か

活
動
を
継
続
す
る
た
め
、
練
習
音
源
を

使
い
な
が
ら
指
揮
者
の
合
図
で
自
習
さ

せ
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
合
唱
講
座
」
を

２
０
２
１
年
末
ま
で
継
続
し
ま
し
た
。

年
末
あ
た
り
か
ら
は
細
々
と
「
対
面
練

習
＋Zoom

中
継
」
を
や
り
な
が
ら
、

２
０
２
２
年
に
入
り
よ
う
や
く
通
常
の

対
面
練
習
を
再
開
し
ま
し
た
。

　

い
ま
で
も
常
時
マ
ス
ク
着
用
、
Ｃ

Ｏ
２
濃
度
計
を
持
ち
込
み
な
が
ら
換
気

の
励
行
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で

も
歌
え
る
喜
び
は
何
物
に
も
勝
り
、

２
０
１
９
年
９
月
の
第
11
回
演
奏
会
以

来
３
年
半
ぶ
り
と
な
る
第
12
回

演
奏
会
で
は
、
マ
ス
ク
無
し
で

歌
い
、
皆
様
と
一
緒
に
コ
ロ
ナ

渦
か
ら
の
復
活
を
共
に
感
じ
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
感

染
症
対
策
等
の
制
限
が
残
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
是
非
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

　

北
海
道
大
学
合
唱
団

は
、大
正
４
年 （
１
９
１
５

年
）
２
月
11
日
、
学
内

図
書
館
で
の
東
北
帝
国
大

学
農
科
大
学
グ
リ
ー
倶
楽

部
の
第
１
回
音
楽
会
開
催

を
も
っ
て
創
立
起
源
と
し

て
お
り
ま
す
。
平
成
26
年 

（
２
０
１
４
年
）
に
は
創
立
１
０
０
周

年
記
念
の
演
奏
会
をKitara

大
ホ
ー
ル

で
開
催
し
、
全
国
か
ら
多
く
の
Ｏ
Ｂ
と

現
役
を
含
め
総
勢
２
１
６
名
が
集
い
、

北
の
大
地
に
世
代
を
超
え
た
歌
声
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

Ｏ
Ｂ
の
中
で
も
首
都
圏
在
住

の
、
男
声
合
唱
の
響
き
を
忘
れ

ら
れ
な
い
男
達
が
集
ま
っ
て
活

動
し
て
い
る
の
が
北
大
合
唱
団

東
京
Ｏ
Ｂ
会
ク
ラ
ー
ク
ク
ラ

ブ
で
す
。

　

平
成
３
年 （
１
９
９
１

年
）、
当
時
の
若
手
Ｏ
Ｂ
有

志
数
名
が
、『
ま
た
ハ
モ
ろ

う
か
』
と
歌
い
始
め
て
以

来
、
第
12
回
の
演
奏
会
を

開
催
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
独
自
の
演
奏
会
だ
け
で

な
く
、
４
年
毎
の
札
幌
で
の
Ｏ
Ｂ
会
演

奏
会
、
横
浜
国
大
グ
リ
ー
ク
ク
ラ
ブ
Ｏ

Ｂ
合
唱
団
、
函
館
男
声
合
唱
団
や
四
大

学
Ｏ
Ｂ
合
唱
団
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン

サ
ー
ト
（
北
大
、
九
州
大
、
東
京
大
、

東
北
大
）、
練
習
会
場
を
提
供
し
て
頂

い
た
教
会
で
の
感
謝
コ
ン
サ
ー
ト
、

２
０
１
３
年
に
は
東
日
本
大
震
災
で
大

き
な
被
害
を
受
け
た
南
三
陸
町
の
「
ホ

テ
ル
観
洋
」
で
演
奏
、
昨
年
10
月
に
は

伊
那
市
で
「
男
声
合
唱
の
響
」
に
参
加

す
る
な
ど
、活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
メ
ン
バ
ー
は
20
代
か
ら
80
代
ま

で
約
40
名
で
、
毎
月
第
２
、
第
４
土
曜

日
の
13
時
か
ら
16
時
半
ま
で
、
教
会
の

集
会
室
で
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
に

伴
い
、
２
０
２
０
年
か
ら

は
我
々
に
と
っ
て
大
変
厳

し
い
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

　

拡
大
初
期
に
合
唱
活
動

で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し

た
こ
と
も
あ
り
、
周
囲
の

目
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者

の
メ
ン
バ
ー
が
多
い
こ
と

北大合唱団東京OB会

上記問合せ先に、件名を【FRONTIER チケット希望】
とし、氏名・郵便番号・住所・メールアドレス・希望枚数

（2枚まで）を記載して3月10日までに応募ください。
（当選者には返信メールでお知らせします）

Zoom オンライン合唱講座

2022年総会（学士会館）

抽選で5組10名様に入場券を差し上げます!

12th Clark Club Concert
クラーククラブ第１２回演奏会

読者
プレゼント

（
松
下
国
弘 

Ｓ
51
・
工
／
精
密
）
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◎
Ｏ
Ｉ
Ｖ
…
国
際
ブ
ド
ウ
・
ワ
イ
ン
機

構
（Organisation Internationale 

de la Vigne et du vin

）。
フ
ラ
ン
ス

に
拠
点
を
置
く
、
ブ
ド
ウ
栽
培
や
品

種
、
ワ
イ
ン
造
り
の
研
究
機
関
。
Ｅ
Ｕ

委
員
会
規
則
に
よ
る
と
Ｅ
Ｕ
域
外
で
生

産
さ
れ
た
ワ
イ
ン
の
ラ
ベ
ル
に
ブ
ド
ウ

品
種
を
表
示
す
る
場
合
に
は
、
ブ
ド
ウ

品
種
が
Ｏ
Ｉ
Ｖ
な
ど
の
国
際
機
関
の
リ

ス
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。（
十
勝
ワ
イ

ン
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

　

ま
ず
は
「
気
候
の
変
化
」
で
す
。
ブ

ド
ウ
栽
培
に
は
、
ブ
ド
ウ
品
種
ご
と
に

適
し
た
気
候
条
件
（
中
で
も
温
度
）
と

い
う
も
の
が
あ
る
の
で
す
が
、
地
球
温
暖

化
の
影
響
に
よ
り
、
北
海
道
が
そ
の
適

地
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
仏
ブ
ル
ゴ
ー

ニ
ュ
地
方
の
老
舗
ワ
イ
ナ
リ
ー
「
ド
メ
ー

ヌ
・
ド
・ 

モ
ン
テ
ィ
ー
ユ 

」
が
函
館
市

に
進
出
し
て
い
ま
す
。
シ
ャ
ル
ド
ネ
、

ピ
ノ
ノ
ワ
ー
ル
を
植
樹
し
、
初
収
穫
は

２
０
２
３
年
、
初
出
荷
は 

２
０
２
５
年

と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
委
託
醸
造
や
醸
造
指
導
環

境
の
充
実
」
も
あ
り
ま
す
。
岩
見
沢
市

に
あ
る
「
10
Ｒ
（
ト
ア
ー
ル
）
ワ
イ
ナ

リ
ー
」
は
、
ブ
ル
ー
ス
・
ガ
ッ
ト
ラ
ヴ
さ

ん
に
よ
り
２
０
０
９
年
に
開
設
さ
れ
ま

し
た
。
彼
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
生
ま
れ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
デ
イ
ヴ
ィ
ス
校
大
学
院
出
身
で
、
ワ

イ
ン
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に
勤
め
て
い

た
頃
、
縁
あ
っ
て
栃
木
県
の
ワ
イ
ナ
リ
ー

で
ワ
イ
ン
造
り
を
指
導
し
、
そ
の
後
、

自
分
の
理
想
と
す
る
土
地
を
探
し
て
北

海
道
を
選
ん
だ
と
の
こ
と
で
す
。
自
分

の
農
園
や
契
約
栽
培
農
家
の
ブ
ド
ウ
を

使
っ
て
醸
造
す
る
ほ
か
、
醸
造
所
を
持

た
な
い
ブ
ド
ウ
栽
培
農
家
に
対
し
て
醸

造
の
場
を
提
供
し
て
お
り
、
こ
こ
で
力

を
つ
け
た
新
た
な
生
産
者
が
生
ま
れ
て

い
ま
す
。

　　

道
内
で
ワ
イ
ン
生
産
の
動
き
が
活

発
化
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
北
海
道
は

販
路
開
拓
に
向
け
た
国
内
外
で
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
き
た
ほ
か
、

２
０
１
５
年
か
ら
「
北
海
道
ワ
イ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー
」
を
開
講
し
、
国
内
外
の
専
門

家
を
講
師
に
迎
え
て
、
ぶ
ど
う
の
栽
培

や
醸
造
技
術
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目

指
し
、
人
材
育
成
に

努
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
事
業
に
は
、
北

大
に
も
協
力
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
し
た

が
、大
学
と
し
て
も
、

２
０
２
１
年
か
ら
寄

付
講
座
を
開
設
し
、

学
生
や
社
会
人
向
け

講
義
等
を
充
実
さ
せ

る
取
組
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

道
内
の
ワ
イ
ン
生
産
者
の
多
く
が
小
規

模
経
営
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、

引
き
続
き
、
栽
培
醸
造
技
術
や
経
営
、

販
路
に
至
る
ま
で
の
総
合
的
な
サ
ポ
ー

ト
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
２
０
２
２
年

４
月
に
は
、
道
庁
と
北
海
道
大
学
が
中

心
と
な
り
、
北
海
道
経
済
連
合
会
を
は

じ
め
と
し
た
経
済
界
や
金
融
機
関
、
研

究
機
関
、
農
業
団
体
な
ど
の
関
係
機
関

が
連
携
し
て
ワ
イ
ン
生
産
者
を
支
援
す

る
「
北
海
道
−
ワ
イ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
を
発
足
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
で
は
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
新
規

設
立
や
ワ
イ
ン
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
な

ど
、
様
々
な
分
野
の
相
談
に
対
応
し
て
、

技
術
的
な
助
言
や
専
門
家
の
派
遣
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
に
は
、
北
海
道
大
学
の

旧
昆
虫
学
及
養
蚕
学
教
室
が
改
修
さ

れ
、「
北
海
道
ワ
イ
ン
教

育
研
究
セ
ン
タ
ー
棟
」

が
開
設
さ
れ
ま
す
。

こ
の
施
設
は
、
ワ
イ
ン

の
研
究
ス
ペ
ー
ス
に
加

え
、ワ
イ
ン
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
も
活
用
で
き
る
カ

フ
ェ
が
併
設
さ
れ
る
予

定
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
北
大
工

学
院
等
が
中
心
と
な

り
、
ブ
ド
ウ
栽
培
に
お

け
る
ス
マ
ー
ト
Ｅ
Ｖ
ロ
ボ
ッ

ト
の
実
証
実
験
を
北
海
道
ワ

イ
ン
鶴
沼
農
場
で
行
う
な

ど
、
北
大
に
は
地
域
と
多
様

に
連
携
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
品
質
の
向

上
は
も
と
よ
り
、
情
報
発
信

を
強
化
す
る
な
ど
し
て
、
安

定
し
た
販
路
と
顧
客
の
獲

得
に
つ
な
げ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
道
産
ワ
イ
ン
の
評
価
や

ブ
ラ
ン
ド
力
を
さ
ら
に
高

め
、
北
海
道
が
先
進
地
域
に

肩
を
並
べ
る
、
ワ
イ
ン
の
世

界
的
な
産
地
と
な
る
よ
う
、

地
域
の
関
係
者
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
、
多
く
の
方
々
が
北

海
道
の
個
性
的
な
ワ
イ
ン
と

出
会
い
、
そ
れ
が
き
っ
か
け

と
な
っ
て
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
足

を
運
ん
で
い
た
だ
い
た
り
、

地
元
の
食
材
・
メ
ニ
ュ
ー
と

の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
機
会
が
広
が
れ

ば
、
北
海
道
の
魅
力
は
ま
す

ま
す
向
上
す
る
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。
本
稿
を
お
読
み
い
た
だ

い
た
東
京
同
窓
会
の
皆
さ
ん
に
も
、
ぜ

ひ
道
産
ワ
イ
ン
を
お
試
し
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
道
産
ワ
イ
ン
に

つ
い
て
は
「
北
海
道 

ワ
イ
ン
産
業
の
振

興
」
で
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

開発中のブドウ栽培用EV（北大HPより）

て
き
た
、
池
田
町
（
十
勝
ワ
イ
ン
）
や

富
良
野
市
（
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
）
の
例
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
果
物
作
り
が
盛
ん

な
土
地
柄
を
活
か
す
た
め
、
後
志
管
内

の
余
市
町
で
は
、
早
く
か
ら
（
２
０
１
１

年
）
ワ
イ
ン
特
区
の
活
用
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
見
え
て
く
る
特

徴
と
し
て
は
、
北
海
道
ワ
イ
ン
の
浦
臼

町
鶴
沼
の
農
園
が
、
日
本
一
の
醸
造
用

ブ
ド
ウ
栽
培
面
積
と
な
っ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
と
か
、
２
０
２
０
年
11
月
、
十

勝
ワ
イ
ン
が
開
発
し
た
醸
造
用
ブ
ド
ウ

の
独
自
品
種
「
山
幸
」
が
、
国
際
ブ
ド

ウ
・
ワ
イ
ン
機
構
（
Ｏ
Ｉ
Ｖ
）
に
品
種

登
録
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

「
山
幸
」
は
、
日
本
の
ワ
イ
ン
用
ブ
ド

ウ
品
種
と
し
て
は
、「
甲
州
」「
マ
ス
カ
ッ

ト
・
ベ
ー
リ
ー
Ａ
」（
い
ず
れ
も
、
山

梨
県
）
に
続
く
国
内
３
番
目
の
登
録
品

種
で
し
た
。

　

北
海
道
産
ワ
イ
ン
は
、
最
近
急
速
に

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
（
と
思
っ
て
い
ま

す
）。
道
内
で
は
、
醸
造
用
ぶ
ど
う
の

栽
培
面
積
は
全
国
１
位
、
生
産
量
に
つ

い
て
は
、
山
梨
県
、
長
野
県
に
次
ぎ
、

全
国
３
位
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
10
年

で
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
約
３
倍
の
53
カ
所

（
２
０
２
２
年
３
月
現
在
）ま
で
増
え
、

国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
受
賞
し
た

ワ
イ
ン
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
場

を
借
り
ま
し
て
、
産
地
と
し
て
の
取
組

み
や
北
海
道
大
学
と
の
関
わ
り
を
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
記
事
の
内
容
は
、
道
庁

食
産
業
振
興
課
か
ら
得
た
情
報
を
基
に

書
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の
部
署
の
課
長

経
験
者
と
し
て
の
個
人
的
な
寄
稿
で
あ

る
こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　

道
北
の
和
寒
町
で
生
ま
れ
、
主
と
し

て
札
幌
市
で
育
ち
、
北
大
の
北
隣
の
高

校
か
ら
昭
和
61
年
に
北
大
文
Ⅲ
に
入

り
、
法
学
部
へ
移
行
し
ま
し
た
。
当
時

は
、
法
律
の
知
識
を
頭
に
詰
め
込
む
こ

と
が
重
要
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
仕

事
に
就
い
て
か
ら
は
、
そ
れ
が
直
接

役
立
つ
わ
け
で
は
な
く
、
多
様
な
観

点
だ
と
か
、
筋
道
を
立
て
た
説
明
と

い
っ
た
こ
と
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
重

要
だ
っ
た
の
だ
な
と
、
社
会
に
出
て

か
ら
気
づ
い
た
も
の
で
す
。

　

平
成
２
年
に
卒
業
し
、
北
海
道
に
入

庁
。
現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
応
援
に
駆
り
出
さ
れ
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
関
係
を
担
当
し
て

い
ま
す
が
、
経
歴
と
し
て
は
産
業
振
興

関
係
の
業
務
に
長
く
携
わ
り
ま
し
た
。

　

本
題
の
道
内
の
ワ
イ
ン
関
連
産
業
に

つ
い
て
、
大
き
く
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
「
地

域
の
地
力
」「
環
境
の
変
化
」「
民
・
学
・

道
の
連
携
」
に
分
け
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　　
道
内
で
は
、
地
域
の
特
長
を
活
か
し
、

以
前
か
ら
ワ
イ
ン
づ
く
り
の
取
組
が
根

ざ
し
て
い
ま
し
た
。
い
わ
ば
、
北
海
道

で
の
老
舗
で
す
が
、
小
樽
に
醸
造
機
能

を
持
ち
、（
空
知
管
内
）
浦
臼
町
な
ど
に

畑
が
あ
る
「
北
海
道
ワ
イ
ン
」
や
、
地

域
の
魅
力
づ
く
り
の
た
め
、
行
政
が
中

心
と
な
っ
て
ワ
イ
ン
づ
く
り
が
行
わ
れ

◆
は
じ
め
に

◆
道
産
ワ
イ
ン
を

　

ブ
ラ
ン
ド
に

◆
民
・
学
・
道
の
連
携

◆
環
境
の
変
化

◆
地
域
の
地
力

◎職場奮戦記

ワ
イ
ン
産
地
・
北
海
道
の

発
展
を
目
指
し
て

北海道保健福祉部
感染症対策局次長

黒須  成弘（H2・法）
ワイン産地形成に向けた支援体制
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新
事
業
を
立
ち
上
げ
、
今
思
え
ば
、
起

業
す
る
上
で
必
要
な
様
々
な
経
験
を
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

社
外
で
は
、
業
界
団
体
の
主
査
や

経
産
省
の
補
助
金
執
行
団
体
の
外
部

委
員
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
通
信
（
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
）
関

連
業
界
団
体
の
理
事
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
や
太
陽
電
池
メ
ー

カ
ー
、
日
立
グ
ル
ー
プ
各
社
と
接
点
を

持
て
た
こ
と
は
大
き
な
財
産
に
な
っ
て

い
ま
す
。
失
敗
も
多
か
っ
た
で
す
が
、

30
年
以
上
、
好
き
な
こ
と
を
さ
せ
て
も

ら
っ
た
会
社
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

◆
中
小
企
業
診
断
士

　
　
と
し
て
独
立

　

人
生
百
年
時
代
と
い
わ
れ
る
中
、
定

年
退
職
後
に
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
く

か
を
考
え
、
私
な
り
に
た
ど
り
着
い
た

答
え
は
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
企
業
を
支
援
し
、
と
も
に
夢
を
実

現
し
て
い
き
た
い
と
い
う
も
の
で
し

た
。
で
き
れ
ば
、
独
立
し
て
自
分
の
会

社
で
新
事
業
を
立
ち
上
げ
た
い
と
い
う

気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。

　

50
歳
代
半
ば
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
し

た
中
小
企
業
診
断
士
と
い
う
資
格
は
、

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
の
唯
一

の
国
家
資
格
で
す
。「
経
済
学
」「
財
務

会
計
」「
経
営
理
論
」「
運
営
管
理
」

「
法
務
」「
情
報
シ
ス
テ
ム
」「
中
小
企

業
政
策
」
の
１
次
試
験
と
、
２
次
試
験

で
は
「
組
織
戦
略
」「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
戦
略
」「
生
産
戦
略
」「
財
務
戦
略
」

の
４
科
目
の
筆
記
試
験
と
口

頭
試
験
が
あ
り
ま
す
。
過
去

の
合
格
率
は
３
～
８
％
で
、

50
歳
代
に
限
れ
ば
合
格
率
１

～
３
％
の
難
関
試
験
で
す
。

私
の
場
合
、
新
事
業
の
立
上

げ
を
通
じ
て
、
経
営
に
関
す

る
知
識
は
あ
り
ま
し
た
が
、「
法
務
」

は
苦
戦
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
３
年
目

に
は
何
と
か
合
格
で
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
が
拡
大
し
て
中
小
企
業
の
経

営
を
苦
し
め
る
中
、
彼
ら
を
支
援
す
る

中
小
企
業
診
断
士
が
日
本
中
で
不
足
し

て
い
ま
し
た
。
定
年
退
職
を
数
カ
月
後

に
控
え
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
２
１
年

春
、
中
小
企
業
診
断
士
事
務
所
を
開
業

す
る
こ
と
を
決
意
し
活
動
を
開
始
し
ま

し
た
。
私
が
立
ち
上
げ
た
新
事
業
の
引

継
ぎ
の
た
め
に
、
前
の
会
社
で
週
２
日

働
く
こ
と
と
し
ま
し
た
が
、
２
０
２
２

年
に
入
る
と
中
小
企
業
診
断
士
と
し
て

の
問
い
合
わ
せ
が
増
え
、
引
継
ぎ
の
完

了
を
機
に
会
社
を
辞
め
、
６
月
に
法
人

化
し
本
格
的
に
独
立
し
ま
し
た
。

　

新
会
社
の
社
名
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
表

す
「
ビ
ズ
」
と
、
顧
客
企
業
の
継
続
を

願
い
、「
末
広
が
り
」
や
「
七
転
び
八

起
き
」を
連
想
さ
せ
る「
エ
イ
ト（
８
）」

を
組
み
合
わ
せ
て
「
ビ
ズ
エ
イ
ト
」
に

し
ま
し
た
。

　

◆
事
業
再
構
築
支
援

　

中
小
企
業
診
断
士
の
仕
事
は
多
岐
に

渡
り
、
経
営
に
関
す
る
一
切
の
支
援
業

務
を
行
う
こ
と
で

す
。
業
務
範
囲
が
広

い
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
中
小
企
業
診
断
士

は
自
ら
の
専
門
分
野

︱
た
と
え
ば
事
業
再

生
、
Ｉ
Ｔ
経
営
、
Ｗ

Ｅ
Ｂ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、生
産
性
向
上
、

組
織
戦
略
、
事
業
承
継
な
ど
の
強
み
を

打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
共
通
し
て
い
る

こ
と
と
は
、
羅
針
盤
の
よ
う
に
企
業
の

進
む
べ
き
方
向
を
指
し
示
す
こ
と
。
中

小
企
業
診
断
士
の
襟
章
は
、
羅
針
盤
を

モ
チ
ー
フ
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
の
場
合
は
、
長
年
、
新
事
業
の

立
上
げ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
事

業
再
構
築
を
専
門
と
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
事
業
再
構
築
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

国
や
自
治
体
、
民
間
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

会
社
、
知
人
な
ど
か
ら
業
務
を
委
託
さ

れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
電
気
自
動

車
の
普
及
に
伴
い
市
場
が
縮
小
す
る
エ

ン
ジ
ン
部
品
メ
ー
カ
ー
に
対
し
て
、
既

存
事
業
の
課
題
を
整
理
し
た
上
で
、
新

事
業
の
ア
イ
デ
ア
を
提
供
し
、
事
業
計

画
を
策
定
す
る
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

顧
問
先
企
業
の
内
外
の
状
況
を
徹
底

的
に
分
析
し
、
最
適
な
事
業
ア
イ
デ
ア

を
考
え
、
社
長
が
納
得
す
る
結
果
を
出

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

新
事
業
に
資
金
が
必
要
に
な
る
場
合
に

は
、
事
業
再
構
築
補
助
金
の
申
請
の
た

め
の
事
業
計
画
書
の
作
成
支
援
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

事
業
再
構
築
補
助
金
は
、
成
長
分
野

に
投
資
す
る
企
業
、
国
内
市
場
縮
小
な

ど
の
構
造
的
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
企

業
、
物
価
高
対
策
、
最
低
賃
金
を
上
げ

よ
う
と
し
て
い
る
企
業
な
ど
を
対
象
と

す
る
大
型
補
助
金
で
、
補
助
金
額
は
最

高
１・５
億
円
（
補
助
率
１
／
３
～
３
／

４
）
で
す
。
対
象
と
な
る
中
小
企
業
、

中
堅
企
業
に
と
っ
て
は
メ
リ
ッ
ト
が
大

き
い
、
活
用
す
べ
き
制
度
だ
と
思
い
ま

す
。
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
構
い
ま
せ
ん

の
で
、
興
味
が
あ
る
方
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

◆
経
営
者
と
共
に
夢
を
描
く

　

全
国
の
企
業
の
99
・
７
％
は
中
小
企

業
で
す
。
お
よ
そ
４
０
０
万
人
の
経
営

者
が
、
日
々
、
取
引
先
や
従
業
員
の
た

め
に
苦
労
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
小
企
業

の
経
営
者
に
と
っ
て
、

最
も
辛
い
瞬
間
は
、
事

業
継
続
の
方
策
が
途
絶

え
、
望
み
を
な
く
し
た

時
だ
と
思
い
ま
す
。
難

し
い
仕
事
で
す
が
、
私

は
、
そ
う
な
る
前
に
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活

か
し
、
経
営
者
と
と
も

に
夢
を
描
き
、
夢
の
実

現
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る

よ
う
な
中
小
企
業
診
断

士
に
な
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

山岳部の仲間と日高山脈の稜線にて
（写真中央が筆者）

羅針盤をモチーフにした
中小企業診断士の襟章

１
９
８
３
年
、
旧
恵
迪
寮
か
ら
新
寮
へ

の
移
行
を
機
に
、
探
検
部
な
ど
恵
迪
寮

の
仲
間
と
北
14
条
の
一
軒
家
「
青
年
倶

楽
部
」
に
住
み
始
め
ま
し
た
。

　

休
学
と
留
年
を
繰
り
返
し
、
大
学
入

学
か
ら
５
年
が
経
過
し
て
も
、
ま
だ
、

２
年
生
の
単
位
を
修
了
し
た
ま
ま
で
し

た
。
こ
こ
か
ら
、
猪
突
猛
進
、
勉
学
に

励
み
、
１
９
８
６
年
、
理
学
部
化
学
第

二
学
科
（
現
、
化
学
科
）
に
３
年
生
と

し
て
復
学
し
ま
し
た
が
、
昼
間
の
化
学

実
験
と
夜
の
レ
ポ
ー
ト
作
成
に
追
わ

れ
、
思
う
よ
う
に
ア
ル
バ
イ
ト
が
で
き

な
い
壁
に
直
面
し
ま
し
た
。
ア
ル
バ
イ

卒
論
を
起
点
に
し
た
研
究
で
２
名
の
学

生
が
博
士
号
を
取
得
し
た
と
教
授
に
伺

い
、
報
わ
れ
た
気
が
し
た
も
の
で
す
。

　

◆
会
社
で
の
経
験

　

大
学
卒
業
後
、
日
立
製
作
所
の
研
究

者
と
し
て
社
会
人
の
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。
会
社
で
の
仕
事
や
経
験
は
、

一
言
で
言
え
ば
、
北
大
で
過
ご
し
た
７

年
間
の
延
長
の
よ
う
な
、
起
伏
の
激
し

い
も
の
で
し
た
。

　

会
社
で
は
、
画
期
的
な
光
記
録
材

料
を
開
発
し
、
そ
の
技
術
を
生
か
し
た

Ｄ
Ｖ
Ｄ
‐
Ｒ
Ａ
Ｍ
や
太
陽
電
池
な
ど
の

開
発
を
率
い
、
国
際
学
会
で
の
招
待
講

演
、
標
準
化
活
動
、
合
計
70
件
以
上
の

特
許
登
録
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
台

湾
や
米
国
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
駐
在

し
、
新
事
業
立
上
げ
に
も
参
画
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
日
本
初
の
集
合
住
宅
用

蓄
電
シ
ス
テ
ム
や
、
人
々
を
水
害
か
ら

守
る
防
災
用
Ｉ
ｏ
Ｔ
端
末
な
ど
多
く
の

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
日
本
中
の
中

小
企
業
が
困
窮
し
ま
し
た
。
国
は
矢
継

ぎ
早
に
補
助
金
政
策
を
発
動
し
ま
し
た

が
、
申
請
業
務
が
煩
雑
な
た
め
に
中
小

企
業
へ
の
支
援
金
は
滞
り
、
一
刻
も
早

い
対
応
が
必
要
で
し
た
。

　

私
は
そ
う
し
た
企
業
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
た
め
、
中
小
企
業
診
断
士
と
し
て
開

業
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。
中
小

企
業
の
社
長
と
共
に
夢
を
描
く
、
そ
ん

な
中
小
企
業
診
断
士
の
仕
事
を
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

◆
北
大
で
の
７
年
間

　

１
９
８
１
年
理
Ⅰ
系
に
入
学
し
、
恵

迪
寮
に
入
寮
し
ま
し
た
。
10
人
部
屋

の
共
同
生
活
と
い
う
洗
礼
を
受
け
、
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
部
に
も
所
属
し
ま
し
た
。

母
子
家
庭
の
４
人
兄
弟
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
仕
送
り
が
な
く
奨
学
金
と
ア
ル

バ
イ
ト
で
食
い
つ
な
ぐ
毎
日
で
し
た
。

勉
強
に
集
中
し
て
い
れ
ば
良
か
っ
た
の

で
す
が
、
溢
れ
出
る
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
留
ま
る
こ
と
な
く
、
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ

ダ
ー
同
好
会
、
山
岳
部
と
活
動
の
場
を

拡
げ
ま
し
た
。
山
岳
部
で
は
ヒ
マ
ラ
ヤ

遠
征
隊
に
も
参
加
し
、
ガ
ル
ワ
ー
ル
・

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ス
ダ
ル
シ
ャ
ン
・
パ
ル
バ
ッ

ト
峰
に
も
登
頂
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ト
が
多
い
夏
に
集
中
し
て
生
活
費
を

稼
い
で
も
、
高
時
給
の
ア
ル
バ
イ
ト

が
な
い
冬
を
越
す
と
春
に
は
お
金
が

底
を
つ
き
ま
し
た
。
素
麺
で
腹
を
満

た
し
て
い
た
時
、
山
岳
部
の
仲
間
が

ミ
カ
ン
や
コ
メ
を
差
し
入
れ
て
く
れ

て
、本
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

　

卒
論
に
は
力
を
入
れ
ま
し
た
。
没
頭

す
る
あ
ま
り
卒
業
式
ま
で
に
卒
論
が

完
成
せ
ず
、
１
９
８
８
年
３
月
30
日
、

日
立
製
作
所
の
入
社
式
の
前
々
日
に
教

授
に
押
し
付
け
る
よ
う
に
提
出
し
ま
し

た
。
後
に
、
私
の
卒
論
は
手
垢
で
汚
れ

る
ほ
ど
多
く
の
学
生
に
読
ま
れ
、
こ
の
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中
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業
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う
に
な
っ
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
時

は
全
く
考
え
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
の
縁
が
結
果
的
に
様
似
町
へ
就
職
す

る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

◆
様
似
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

３
年
間
の
博
士
課
程
で
学
位
を
取

得
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
単
位
取
得

退
学
を
し
て
、
２
０
１
８
年
の
４
月

か
ら
様
似
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

（
２
０
２
０
年
４
月
か
ら
は
様
似
町
役

場
職
員
）
に
な
り
ま
し
た
。
様
似
町
に

来
て
か
ら
の
主
な
仕
事
は
、
ア
ポ
イ
岳

の
麓
に
あ
る
栽
培
施
設
で
ア
ポ
イ
岳
に

生
育
す
る
希
少
な
高
山
植
物
の
生
息
域

外
保
全
を
行
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で

栽
培
の
経
験
が
全
く
無
か
っ
た
私
は
、

本
当
に
無
事
に
苗
が
で
き
る
の
か
と
半

信
半
疑
で
始
め
ま
し
た
が
、
順
調
に
苗

は
増
え
、
様
似
に
来
て
か
ら
の
５
年
で

予
定
し
て
い
た
種
類
の
苗
は
ほ
ぼ
作
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ア
ポ
イ
岳
の
調
査
で
は
登
山
道
を
外

れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
登

山
道
外
の
茂
み
に
は
大
量
の
マ
ダ
ニ
が

潜
ん
で
お
り
、
足
元
か
ら
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と

登
っ
て
き
ま
す
。
最
初
は

気
持
ち
悪
か
っ
た
の
で
す

が
、
見
て
い
る
う
ち
に
慣

れ
て
き
て
、
可
愛
い
か
も

し
れ
な
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

◆
マ
ダ
ニ
の
商
品
化

　

北
大
を
単
位
取
得
退
学
し
て
か
ら

一
年
後
、
職
場
の
理
解
と
先
輩
、
後

輩
、
指
導
教
員
の
助
け
を
借
り
て
博
士

号
を
取
得
し
ま
し
た
。
学
位
記
授
与
式

の
あ
っ
た
日
の
夜
、
職
場
の
上
司
が
海

鮮
居
酒
屋
で
祝
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で

す
が
、
注
文
し
た
ホ
ッ
ケ
の
お
刺
身

に
、
活
き
の
い
い
ア
ニ
サ
キ
ス
が
付
い

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
て
、
高
校
生

の
時
に
目
黒
寄
生
虫
博
物
館
で
購
入
し

た
ア
ニ
サ
キ
ス
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
ふ
と

思
い
出
し
ま
し
た
。
〝
ア
ニ
サ
キ
ス
の

よ
う
に
、
マ
ダ
ニ
で
も
何
か
面
白
い
も

の
が
で
き
る
の
で
は
？
〟
と
思
い
、
趣

味
で
ア
ク
セ
サ
リ
ー
製
作
を
行
っ
て
い

る
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に
相
談

し
た
と
こ
ろ
、
面
白
が
っ
て
マ
ダ
ニ
を

樹
脂
に
生
き
埋
め
に
し
た
り
、
そ
れ
を

使
っ
て
ピ
ア
ス
や
ネ
ッ
ク
レ
ス
等
を
試

作
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
マ
ダ
ニ
を
採
取
し
て
は
顕
微

鏡
で
観
察
し
、
種
類
を
調
べ
た
り
、
納

豆
の
フ
タ
と
両
面
テ
ー
プ
を
使
っ
て
マ

ダ
ニ
の
脚
を
広
げ
た
ま
ま
乾
燥
さ
せ
る

方
法
を
編
み
出
し
ま
し
た
。
職
員
の
方

の
ア
イ
デ
ア
で
、
樹
脂
に
封
入
し
た
マ

ダ
ニ
は
、
最
終
的
に
ネ
ッ

ク
レ
ス
に
な
り
ま
し
た
。

役
場
の
上
司
に
、
マ
ダ
ニ

ネ
ッ
ク
レ
ス
の
販
売
許
可

の
相
談
を
し
た
と
こ
ろ
、

「
〝
様
似
町
は
マ
ダ
ニ
が

多
い
〟
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
つ
い
て
し
ま
い
、
訪

れ
る
人
が
減
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う

理
由
で
、
許
可
は
下
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
諦
め
き
れ
ず
、
許
可
が
な
い
の
に

２
０
１
９
年
８
月
に
10
個
の
マ
ダ
ニ

ネ
ッ
ク
レ
ス
を
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で

試
験
的
に
販
売
し
た
と
こ
ろ
、
１
週
間

ほ
ど
で
完
売
し
ま
し
た
。

　

◆
救
世
主
現
る

　

上
司
に
マ
ダ
ニ
ネ
ッ
ク
レ
ス
の
強

行
販
売
を
た
し
な
め
ら
れ
、
今
後
の
販

売
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
頃
（
試
験
販
売

か
ら
２
か
月
後
）
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
に
感
染
症
内
科
が
専
門
の
医
師
が

来
館
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
医
師
は
、
マ

ダ
ニ
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
30
個
購
入
し
た
い

と
の
こ
と
で
し
た
が
、
も
う
販
売
で
き

な
い
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
伝
え
る

と
、
「
マ
ダ
ニ
ネ
ッ
ク
レ
ス
は
命
を
救

う
商
品
で
す
。
こ
れ
か
ら
野
山
に
入
る

人
や
、
医
療
従
事
者
が
、
マ
ダ
ニ
が
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
か
を
安
全
に
観
察

す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
世
に
出
す

べ
き
で
す
。
販
売
中
止
に
な
る
の
で
あ

れ
ば
、
医
師
会
か
ら
様
似
町
に
意
見
書

を
出
し
て
も
い
い
」
と
激
励
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
を
そ
の

ま
ま
上
司
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、
マ
ダ
ニ

の
危
険
性
や
生
活
史
、
対
策
な
ど
を
解

説
す
る
チ
ラ
シ
を
新
た
に
作
っ
て
、
そ

の
チ
ラ
シ
を
商
品
と
と
も
に
渡
す
こ
と

を
条
件
に
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
の

販
売
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
通
信
販
売
の
許
可
も
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
１
年
後
に
は
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
と
し
て
も
採
用
さ
れ
、

生
産
が
追
い
付
か
な
い
ほ
ど
の
人
気
商

品
に
な
り
ま
し
た
。

　

様
似
町
に
調
査
に
来
ら
れ
る
研
究
者

は
、
地
学
専
門
の
方
が
多
く
、
次
に

チ
ョ
ウ
チ
ョ
、
植
物
と
続
く
の
で
す

が
、
つ
い
に
ア
ポ
イ
岳
の
マ
ダ
ニ
に
魅

せ
ら
れ
て
、
マ
ダ
ニ
専
門
の
方
も
来
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
近
は
、

私
が
見
つ
け
た
３
種
以
外
に
、
新
た
に

２
種
の
マ
ダ
ニ
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
も
き
っ
と
、
ア
ポ
イ
岳
で

マ
ダ
ニ
の
新
た
な
発
見
が
あ
る
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

◇
◆
◇

　

植
物
担
当
の
学
芸
員
と
し
て
採
用

さ
れ
ま
し
た
が
、
マ
ダ
ニ
や
キ
ノ

コ
、
野
鳥
、
昆
虫
と
浮
気
し
が
ち
な

私
を
、
そ
の
ま
ま
や
り
た
い
よ
う
に

さ
せ
て
く
れ
る
今
の
職
場
に
と
て
も

感
謝
し
て
い
ま
す
。

栽培した苗。アポイクワガタ、アポイハハコ、
アポイヤマブキショウマ、アポイマンテマ、ア
ポイカラマツ、アポイカンバ、アポイキンバイ
、サマニオトギリ、ヒダカソウなど。

◎職場奮戦記

か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
毎
週
通

い
続
け
ら
れ
る
の
か
不
安
に
な
り
ま
し

た
が
、
先
生
や
先
輩
の
助
け
も
あ
り
、

２
年
間
で
22
回
の
調
査
を
や
り
遂
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
博
士
課
程
で

は
、
同
じ
大
雪
山
の
旭
岳
に
日
帰
り

で
週
に
３
～
４
回
通
い
、
２
年
間
で
80

回
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
大
学
院
で

は
、
頻
繁
に
山
に
登
る
体
力
と
根
性
が

培
わ
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

北
大
に
来
て
か
ら
、
静
岡
大
学
の
指

導
教
員
に
ア
ポ
イ
岳
の
高
山
植
物
保
護

活
動
に
毎
年
連
れ
て
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
指
導
教
員
が
博
士
課

程
の
学
生
だ
っ
た
40
年
位
前
、
ア
ポ
イ

岳
の
高
山
植
物
が
絶
滅
の
危
機
に
あ
る

こ
と
を
知
り
、
保
全
活
動
に
関
わ
る
よ

　

私
は
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

に
認
定
さ
れ
た
「
ア
ポ
イ
岳
ジ
オ
パ
ー

ク
」
の
町
、
北
海
道
様
似
町
で
植
物
の

学
芸
員
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
ア
ポ

イ
岳
は
、
高
山
植
物
と
か
ん
ら
ん
岩
で

有
名
な
山
で
、
こ
こ
に
し
か
な
い
固
有

植
物
が
20
種
ほ
ど
生
息
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
ア
ポ
イ
岳
の
魅
力
は
高
山
植

物
と
太
平
洋
の
眺
望
で
す
。
本
州
な

ら
２
５
０
０
ｍ
以
上
、
北
海
道
で
も

１
５
０
０
ｍ
以
上
登
る
必
要
が
あ
る
の

に
、
標
高
８
１
０
ｍ
の
低
い
山
に
も
関

わ
ら
ず
、
こ
こ
ア
ポ
イ
岳
で
は
高
山
植

物
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
方
、
山
に
は
厄
介
者
の
マ
ダ
ニ
も

棲
息
し
て
い
ま
す
。
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
で
マ
ダ
ニ
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
や
グ
ッ

ズ
を
販
売
し
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
紹
介
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
マ
ダ
ニ
に
関
心
を

持
た
れ
る
方
が
増
え
た
気
が
し
ま
す
。

　

◆
高
校
～
静
岡
大
学
時
代

　

物
心
の
つ
い
た
頃
か
ら
生
き
物
が
好

き
で
、
高
校
の
生
物
部
の
顧
問
教
諭
か

ら
「
水
永
さ
ん
は
、
研
究
者
か
学
芸
員

か
自
然
保
護
官
が
向
い
て
い
そ
う
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ

う
な
仕
事
で
ど
う
し
た
ら
な
れ
る
の

か
、
当
時
の
私
に
は
分
か
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
高
校
３
年
の
時
点
で

私
の
学
力
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
く
、

理
学
部
生
物
学
科
の
あ
る
国
公
立
大

学
で
一
般
入
試
の
合
格
基
準
を
満
た

す
大
学
は
一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
部
活
の
顧
問
か
ら
、

静
岡
大
学
の
Ａ
Ｏ
入
試
は
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
と
面
接
で
ほ
ぼ
合
否
が

決
ま
る
こ
と
を
知
り
、
旭
川
の
山
川

の
散
策
調
査
に
高
校
時
代
の
す
べ
て

を
費
や
し
打
ち
込
ん
だ
生
物
部
で
の

研
究
成
果
を
プ
レ
ゼ
ン
し
、
合
格
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
顧
問
の
先
生

に
は
感
謝
し
て
も
し
き
れ
ま
せ
ん
。

　

大
学
４
年
で
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

が
メ
イ
ン
の
研
究
室
を
選
択
し
、
高
山

植
物
の
卒
業
研
究
の
過
程
で
は
、
植
物

生
理
生
態
学
が
専
門
の
指
導
教
員
と
富

士
山
、
北
岳
、
八
ヶ
岳
を
訪
れ
ま
し

た
。
大
学
の
指
導
教
員
は
特
任
教
授

だ
っ
た
の
で
、
修
士
の
学
生
を
受
け
持

つ
こ
と
が
で
き
ず
、
大
学
院
で
高
山
植

物
の
研
究
を
続
け
る
に
は
別
の
研
究
室

に
行
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
北

大
環
境
科
学
院
に
大
雪
山
の
高
山
植
物

の
研
究
を
し
て
い
る
先
生
が
い
る
こ
と

を
知
り
、
ま
た
北
海
道
に
帰
り
た
い
気

持
ち
も
あ
っ
た
の
で
、
北
大
の
大
学
院

に
進
学
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

◆
北
大
時
代

　

修
士
課
程
で
は
、
大
雪
山
の
ヒ
サ
ゴ

沼
と
い
う
調
査
地
で
高
山
植
物
と
訪

花
昆
虫
の
関
係
に
つ
い
て
研
究
し
ま

し
た
。
登
山
口
か
ら
ヒ
サ
ゴ
沼
ま
で
の

コ
ー
ス
タ
イ
ム
は
８
時
間
、
初
め
て
ヒ

サ
ゴ
沼
に
行
っ
た
と
き
は
９
時
間
も
か

学位授与式で。左は指導教員の工藤岳先生

シュルツェマダニのネックレス

ヒサゴ沼に行く途中。行き来はとてもしんどい
のですが、ヒサゴ沼は天国のように高山植物
が咲き乱れるきれいな場所です。

―
厄
介
者
の
商
品
化
―

マ
ダ
ニ
を
活
用
し
た
地
域
お
こ
し

水
永
優
紀 

（
Ｈ
30
・
環
境
科
学
院
）

様
似
町  

商
工
観
光
課
ア
ポ
イ
岳
保
全
係
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押
し
て
ダ
メ
な
ら
引
い
て
み
る
、
あ
の

手
こ
の
手
で
常
識
と
思
っ
て
い
た
売
り

方
を
変
え
て
み
た
り
、
逆
に
売
り
込
ま

な
か
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
や
り
ま
し
た
。

何
よ
り
「
相
手
の
話
を
聴
く
」
と
い
う
事

を
身
に
染
み
て
体
得
し
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
一
年
経
っ
た
あ
た
り
か
ら
買
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
、
お
客
さ
ん
か

ら
の
信
頼
も
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
今
で

も
そ
の
時
の
皆
さ
ん
と
や
り
取
り
し
て

い
ま
す
！

　

僕
に
影
響
を
与
え
た
の
は
、
得
意
先

地
域
の
卸
会
社
の
社
長
さ
ん
や
水
産

加
工
会
社
の
社
長
さ
ん
と
の
出
会
い
で

す
。
社
長
の
判
断
一
つ
で
パ
ン
パ
ン
！
と

物
事
を
決
め
て
い
く
、
時
に
そ
れ
は
合

理
性
を
越
え
て
感
情
で
判
断
す
る
こ
と

も
あ
る
。
し
か
し
、
従
業
員
に
給
料
を
渡

す
た
め
の
利
益
は
し
っ
か
り
出
さ
な
く

て
は
な
ら
な
い
わ
け
で
、
と
に
か
く
全
て

自
己
責
任
の
世
界
を
目
の
当
た
り
に
し

ま
し
た
。
カ
ッ
コ
よ
す
ぎ
て
、
自
分
も
こ

う
な
り
た
い
、
自
分
の
力
で
誰
も
や
ら

な
い
よ
う
な
事
を
し
た
い
！
と
強
く
思

い
ま
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
若
手
特
有
の

悩
み
を
や
は
り
抱
え
て
お
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
ら
も
っ
と
お
客
さ
ん
の
た
め

に
な
る
の
に
、
仕
入
先
の
方
に
も
も
っ
と

こ
う
し
て
あ
げ
た
い
。
そ
れ
を
会
議
の
た

び
に
発
言
し
て
お
り
ま
し
た
ら
、
や
は

り
、
、
、
完
全
に
干
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

時
に
上
司
か
ら
「
そ
ん
な
に
自
分
の
好

き
な
よ
う
に
や
り
た
い
ん
な
ら
お
前
が

社
長
に
な
れ
よ
」
と
言
わ
れ
、
目
か
ら
ウ

ロ
コ
が
落
ち
ま
し
た
‼︎
自
分
で
や
れ
ば

い
い
ん
だ
！
！
！

　

ほ
ど
な
く
退
社
の
意
向
を
伝
え
ま
し

た
。
水
産
業
の
一
端
で
本
当
に
濃
密
な

仕
事
や
社
会
の
厳
し
さ
を
教
わ
っ
た
４

年
間
で
し
た
。
そ
の
後
、
開
業
に
向
け

て
、
人
材
サ
ー
ビ
ス
会
社
へ
入
社
し
て
無

形
の
モ
ノ
を
お
金
に
変
え
る
経
験
を
積

み
、
ま
た
、
世
界
的
超
大
手
製
薬
会
社

で
営
業
（
Ｍ
Ｒ
）
を
行
っ
て
開
業
資
金
を

貯
め
、
そ
こ
か
ら
一
気
に
開
店
準
備
を
始

め
ま
し
た
。

　

◆
北
海
道
す
な
お
水
産 

誕
生
！　

　

そ
し
て
２
０
１
６
年
８
月
、
地
元
北
海

道
の
水
産
物
を
皆
さ
ん
に
食
べ
て
も
ら

う
べ
く
、
東
京
文
京
区
本
郷
に
「
北
海

道
す
な
お
水
産
」
を
開
業
し
ま
し
た
。

今
時
鮮
魚
店
を
開
業
⁉︎
み
ん
な
に
言
わ

れ
ま
し
た
。

　

北
海
道
す
な
お
水
産
は
、
北
海
道
の

美
味
し
い
水
産
物
を
食
べ
て
も
ら
い
た

い
、
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
コ
ン
セ
プ
ト
で

ス
タ
ー
ト
。
開
業
前
、
仕
入
先
探
し
で
北

海
道
の
海
岸
線
を
５
周
回
り
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
離
島
へ
も
。
季
節
ご
と
・
魚
種

ご
と
に
現
場
へ
赴
き
、
現
地
の
方
と
話

を
し
て
、
共
感
し
て
く
れ
る
方
々
か
ら
、

日
本
一
と
呼
べ
る
レ
ベ
ル
の
水
産
物
の
取

引
を
始
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
何
の

後
ろ
盾
の
な
い
私
と
よ
く
取
引
を
し
て

く
れ
た
な
と
思
い
ま
す
。
北
大
水
産
学

部
と
い
う
肩
書
が
本
当
に
本
当
に
有
難

か
っ
た
で
す
。

　

開
業
後
も
随
時
、
想
い
を
持
っ
た
サ

プ
ラ
イ
ヤ
と
心
と
心
が
通
じ
合
う
魂
の

や
り
取
り
を
し
て
い
ま
す
。
水
産
会
社

さ
ん
、
水
産
加
工
屋
さ
ん
、
漁
師
さ
ん
、

漁
業
組
合
さ
ん
、
地
方
市
場
さ
ん
の
現

場
に
行
っ
て
食
べ
て
み
て
、
美
味
し
か
っ

た
ら
突
撃
で
ご
挨
拶
、
、
、
を
繰
り
返
し

て
き
ま
し
た
。

　

お
客
さ
ん
か
ら
は
、
北
海
道
産
だ
け

で
な
く
全
国
の
美
味
し
い
水
産
物
を
、

と
の
お
声
も
多
く
、
今
で
は
九
州
・
関

西
・
北
陸
・
東
北
・
関
東
と
赴
い
て
、
信

頼
関
係
を
構
築
し
て
仕
入
れ
を
し
て
お

り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
東
京
の
豊
洲
市
場

も
大
切
な
サ
プ
ラ
イ
ヤ
で
、
毎
日
通
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
時
代
。

Facebook

、Instagram

を
駆
使
し
て
、

毎
日
の
入
荷
や
普
段
思
っ
て
い
る
事
、
魚

の
こ
と
、
生
産
者
さ
ん
の
想
い
を
熱
い
エ

モ
ー
シ
ョ
ン
と
共
に
配
信
・
投
稿
し
て
お

り
ま
す
。
そ
れ
を
見
て
お
客
さ
ん
が
来

て
く
れ
て
お
り
ま
す
。
産
地
の
み
ん
な
の

熱
い
気
持
ち
を
一
緒
に
乗
せ
て
、
、
、
。

そ
れ
が
無
か
っ
た
ら
潰
れ
て
い
た
と
思

い
ま
す
。
当
然
、
品
質
は
日
本
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
モ
ノ
を
扱
っ
て
い
る
自
信

が
あ
り
ま
す
。
い
い
だ
け
水
産
物
を
食

べ
て
き
た
僕
が
美
味
し
い
と
思
う
魚
だ

か
ら
、
、
、
。

　
◆
若
者
た
ち
へ
！

　
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ス
ピ
リ
ッ
ツ
を
貫
く
こ

と
は
、
時
に
、
並
大
抵
の
マ
イ
ン
ド
で
は

出
来
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
そ
う
で
し
ょ
う
、

道
を
自
分
で
作
る
の
で
す
か
ら
。
し
か

し
、
若
者
た
ち
よ
、
何
の
た
め
に
北
大
へ

入
っ
た
の
か
？
北
海
道
開
拓
の
歴
史
の

上
に
勇
敢
で
一
生
懸
命
で
あ
っ
た
諸
先

輩
方
の
お
か
げ
で
、
今
僕
た
ち
が
北
海

道
で
、
東
京
で
、
全
国
で
良
い
評
価
を
受

け
て
い
る
事
に
想
い
を
馳
せ
れ
ば
、
次

の
世
代
の
た
め
に
、
さ
す
が
開
拓
者
精

神
の
北
大
生
だ
ね
！
と
言

わ
れ
る
よ
う
な
生
き
方
を

し
て
欲
し
い
と
僕
は
願
っ

て
い
ま
す
。
何
の
た
め
に

生
ま
れ
て
き
た
の
か
、
何

の
た
め
に
生
き
て
い
る
の

か
。
そ
れ
は
、
安
定
と
は

全
く
違
う
、
つ
ら
く
厳
し

い
生
き
方
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
北
大
生
の
誇
り
を

も
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
僕

も
、
日
々
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
ま
す
。

◎職場奮戦記

て
い
て
、
念
願
叶
っ
て
「
か
に
課
」
へ
配

属
さ
れ
ま
し
た
。
か
に
課
で
の
仕
事
は
、

現
在
何
に
も
代
え
が
た
い
と
て
も
貴
重

な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
年
間
本
社
大
手
町
で
下
働
き
。
当

時
、
若
さ
の
勢
い
で
新
人
な
の
に
お
か
し

い
と
思
っ
た
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
進
言
。
そ

れ
が
功
を
奏
し
⁉︎
か
な
り
冷
遇
さ
れ
ま

し
た
、
今
と
な
っ
て
は
そ
の
こ
と
も
現
在

の
自
分
を
作
る
礎
と
な
っ
て
お
り
、
感
謝

の
念
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

２
０
０
７
年
よ
り
、
中
部
支
社
（
愛

知
、
岐
阜
、
三
重
、
北
陸
三
県
）
で
カ
ニ

の
営
業
担
当
。
朝
、
地
方
市
場
の
担
当

者
へ
売
込
み
で
す
。
人
生
で
一
番
つ
ら

く
厳
し
い
２
年
と
な
り
ま
し
た
（
笑
）
。

マ
ル
ハ
の
看
板
が
あ
れ
ば
ス
イ
ス
イ
売

れ
る
と
思
っ
て
い
た
ら
、
全
然
売
れ
な

い
！
。
必
死
に
得
意
先
を
回
っ
て
も
全
く

相
手
に
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
毎
日
泣

き
な
が
ら
の
営
業
で
す
。

　

鮮
魚
店
を
開
業
し
た
の
は
、
北
大
水

産
学
部
卒
の
ワ
タ
ク
シ
に
と
っ
て
自
然

な
流
れ
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
小

さ
い
頃
は
札
幌
の
厚
別
も
み
じ
台
公
設

市
場
の
鮮
魚
店
の
前
で
、
鮮
魚
の
匂
い

に
足
を
止
め
て
い
た
少
年
で
し
た
。『
北

海
道
民
で
あ
れ
ば
、
北
大
を
目
指
す
』

と
小
一
の
時
に
北
大
へ
行
く
こ
と
を
決
め

て
い
ま
し
た
。
近
所
の
お
兄
ち
ゃ
ん
が
北

大
工
学
部
へ
通
っ
て
い
た
こ
と
が
大
き
く

影
響
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
北
大
自
慢
の
全
国
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
水
産
学
部
を
選
び
、
人
生
の
羅
針

盤
は
定
ま
り
ま
し
た
。
俺
に
は
魚
し
か

な
い
と
。
北
大
教
養
、
水
産
学
部
、
函
館

と
い
う
街
、
多
感
な
学
生
時
代
、
大
学

院
も
含
め
て
、
こ
の
経
験
が
無
け
れ
ば

今
の
僕
は
存
在
し
得
な
い
と
言
い
切
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
◆
北
大
へ
、
水
産
学
部
へ
！

　

１
９
９
９
年
、
地
元
札
幌
東
高
校
を

卒
業
し
北
海
道
大
学
へ
入
学
。
本
当
に

誇
ら
し
い
気
持
ち
で
し
た
。
学
部
は
ど

こ
が
良
い
か
と
考
え
ま
し
た
が
、
持
っ
て

い
る
大
学
が
少
な
い
、
希
少
な
水
産
学

部
を
選
択
。
人
と
違
っ
た
事
を
し
た
い
、

斜
陽
と
言
わ
れ
る
水
産
業
で
自
分
は
何

が
出
来
る
の
か
を
試
し
た
い
と
思
っ
た

か
ら
で
す
。
北
海
道
大
学
と
言
え
ば
「
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
ス
ピ
リ
ッ
ツ
」
。
道
の
無
い

と
こ
ろ
に
道
を
作
っ
て
み
た
い
。
水
産
業

の
分
野
で
道
な
き
道
を
作
り
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

　

大
学
時
代
は
、
本
学
で
体
育
会
ア
メ

フ
ト
部biggreen

、
函
館
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
バ
ス
ケ
部
で
体
力
づ
く
り
に
励
み
ま

し
た
。
地
元
札
幌
と
函
館
の
二
重
生
活

だ
っ
た
の
で
、
決
ま
っ
た
ア
ル
バ
イ
ト
が

で
き
ず
、
日
雇
い
肉
体
系
や
治
験
バ
イ

ト
に
精
を
出
し
、
効
率
よ
く
稼
ぐ
事
も

意
識
し
ま
し
た
。

　

個
人
的
な
話
に
な
り
ま
す
が
、
実
家

が
と
て
も
貧
し
く
、
親
か
ら
は
大
学
に

は
行
か
せ
ら
れ
な
い
か
ら
働
け
と
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
北
大
へ
入
学
す
る

以
外
の
選
択
肢
が
自
分
の
中
に
無
か
っ

た
の
で
、
高
校
の
先
生
に
相
談
し
、
と
に

か
く
勉
強
し
ろ
と
言
わ
れ
頑
張
り
ま
し

た
。
結
果
な
ん
と
か
大
学
院
ま
で
修
了

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
日
本
と
い

う
国
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
国
だ
と
思

い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
感
謝
と
恩
返
し

で
す
。

　
◆
い
ざ
大
洋
漁
業
へ
！

　

２
０
０
５
年
、
水
産
学
部
を
出
て
大

洋
漁
業
（
現
・
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
）
へ
入

社
。
違
う
業
界
の
多
く
の
超
大
手
企
業

さ
ん
か
ら
内
定
を
も
ら
っ
て
い
ま
し
た

が
、
水
産
学
部
な
ら
や
っ
ぱ
り
水
産
業

で
し
ょ
！
と
、
マ
ル
ハ
に
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
配
属
は
北
米
事
業
を
希
望
し北大函館キャンパスでバスケ部のメンバーと

アメフト部biggreenの友人と（本人中央）
道東・標津町の若手漁師
「波心会」のメンバーと

開
拓
者
魂
で
邁
進
す
る
魚
屋

北海道すなお水産 代表取締役

荒木是郎（H17・水産院）https://www.sunaosuisan.com/
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で
は
16
日
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
日
本

で
は
16
日
が
命
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
一
昨
年
と
同

じ
く
主
催
を
「
多
磨
霊
園
の
墓
参
を
愛

好
す
る
有
志
の
集
ま
り
」
と
し
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
回
は
19
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

い
つ
も
の
よ
う
に
松
野
家
石
材
店
に
午

前
10
時
30
分
に
集
合
し
ま
し
た
。
こ
の

時
に
は
18
名
が
集
ま
り
、
当
日
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
札

幌
か
ら
参
加
さ
れ
た
石
川
満
壽
夫
さ
ん

か
ら
、
最
近
の
北
大
に
つ
い
て
の
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

松
野
家
さ
ん
を
出
て
最
初
に
新
渡
戸

稲
造
氏
の
坐
像
に
移
動
し
ま
し
た
。
既

に
関
口
光
男
先
輩
が
到
着
さ
れ
て
お

り
、
総
勢
19
名
と
な
り
ま
し
た
。
坐
像

に
着
く
と
ま
ず
皆
で
手
分
け
し
て
清
掃

を
行
い
ま
し
た
。
次
に
都
ぞ
弥
生
を
歌

い
、
集
合
写
真
を
撮
影
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
新
渡
戸
稲
造
氏

（
１
８
６
２
・
９
／
１
︱
１
９
３
３
・

10
／
16
）
の
お
墓
に
移
動
し
て
、
清
掃

し
お
花
を
供
え
ま
し
た
。
集
合
写
真
を

２
０
２
２
年
の
墓
参
を
終
え
て

　
毎
年
、
北
海
道
大
学
東
京
同
窓
会
で

は
新
渡
戸
稲
造
氏
の
命
日
に
当
た
る
10

月
16
日
の
近
く
の
日
曜
日
に
、
多
磨
霊

園
の
墓
参
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
昨
年

の
墓
参
の
開
催
は
10
月
９
日
で
し
た
。

　

新
渡
戸
氏
は
71
歳
の
時
、
１
９
３
３

年
10
月
15
日
に
外
遊
先
の
カ
ナ
ダ
の
ビ

ク
ト
リ
ア
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
日
本

撮
影
し
、
都
ぞ
弥
生
を
歌
い
ま
し
た
。

都
ぞ
弥
生
を
歌
う
時
に
坂
倉
雅
夫
さ

ん
か
ら
新
渡
戸
先
生
に
つ
い
て
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に

内
村
鑑
三
氏
（
１
８
６
１
・
３
／
26
︱

１
９
３
０
・
３
／
28
）
の
お
墓
に
移
動

し
ま
し
た
。
お
墓
を
清
掃
し
、
集
合
写

真
を
撮
影
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
坂
倉

さ
ん
か
ら
内
村
先
生
に
つ
い
て
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
聞
き
、
皆
で
都
ぞ
弥
生
を

歌
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
有
島
武
郎
氏

（
１
８
７
８
・
３
／
４
︱
１
９
２
３
・
６

／
９
）
の
お
墓
に
移
動
し
て
お
墓
を
清

掃
し
、
集
合
写
真
を
撮
り
、
坂
倉
さ
ん

か
ら
有
島
先
生
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
伺
っ

て
都
ぞ
弥
生
を
歌
い
ま
し
た
。
最
後

に
廣
井
勇
氏
（
１
８
６
２
・
10
／
24
︱

１
９
２
８
・
10
／
１
）
の
お
墓
に
移
動

し
ま
し
た
。
お
墓
を
清
掃
し
、
集
合
写

真
を
撮
影
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
石
川

満
壽
夫
さ
ん
か
ら
廣
井
先
生
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
紹
介
い
た
だ
き
、
皆
で
都
ぞ

弥
生
を
歌
い
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
私
が

挨
拶
し
て
、
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
９
日
の
天
気
予
報
で
は
、
寒
く

な
り
雨
も
降
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
墓
参
を
し
て
い
る
と
き
は
曇
り
で
何

と
か
天
候
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た

お
墓
の
場
所
も
ほ
と
ん
ど
迷
わ
ず
に
回

れ
て
良
か
っ
た
で
す
。

　

こ
の
た
び
も
ま
た
参
加
さ
れ
た
有
志

の
方
々
の
、
北
海
道
大
学
に
対
す
る
強

く
て
熱
い
思
い
に
も
改
め
て
感
動
い
た

し
ま
し
た
。

〔
参
加
さ
れ
た
方
々
〕
松
田
昌
幸
（
Ｓ

36
・
理
化
）
、
青
戸
哲
二
（
Ｓ
37
・

理
）
、
関
口
光
男
（
Ｓ
43
・
工
）
、
平
田

更
一
（
Ｓ
44
・
理
）
、
佐
藤
信
雄
（
Ｓ

44
・
経
）
、
福
地
光
男
（
Ｓ
45
・
水
産

増
殖
）
、
石
川
満
壽
夫
（
Ｓ
46
・
工
・
土

木
）
、
中
島
達
己
（
Ｓ
47
・
経
）
、
村
上

幸
夫
（
Ｓ
48
・
理
化
第
２
）
、
坂
倉
雅

夫
（
Ｓ
48
・
農
・
農
業
工
学
）
、
細
井
眞

澄
（
Ｓ
49
・
工
・
土
木
）
、
石
田
恵
（
Ｓ

50
・
歯
）
、
佐
藤
文
康
（
Ｓ
58
・
歯
）
、

浅
田
清
（
Ｈ
１
・
歯
）
、
松
浦
永
治
（
Ｈ

８
・
法
）
、
山
本
剛
（
Ｈ
10
・
法
）
、
池

田
雄
二
（
Ｈ
18
・
法
）
、
宇
野
裕
治
（
Ｈ

20
・
文
）
、
坂
下
節
子
さ
ん
。

写
真
撮
影
：
松
浦
永
治
氏

新渡戸稲造の墓の前で

ク
ラ
ー
ク
遺
徳
顕
彰
・
墓
参
委
員
会  

浅
田 

清 

（
Ｈ
１
・
歯
）

内村鑑三の墓

有島武郎の墓

廣井勇の墓
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「渡し」にはドラマがあった
ウーラントの詩とレーヴェの曲をめぐって

学
し
た
時
は
放
送
局
を
訪
問
し
、
曲

の
有
無
の
調
査
依
頼
を
す
る
と
と
も

に
、
ネ
ッ
カ
ー
川
の
渡
し
場
の
位
置

や
曲
の
存
在
を
確
認
、
日
本
国
内
に

あ
っ
て
は
訳
詞
を
依
頼
し
て
口
語
体

と
文
語
体
に
よ
る
翻
訳
を
行
っ
た
。

や
が
て
日
本
カ
ー
ル
・
レ
ー
ヴ
ェ
協

会
（
２
０
０
６
年
）
と
連
絡
が
取

れ
て
、
佐
藤
征
一
郎
会
長
か
ら
レ
ー

ヴ
ェ
の
曲
を
入
手
す
る
こ
と
が
出
来

た
こ
と
か
ら
、「
渡
し
場
（Auf der 

Uberfahrt

）」
を
手
掛
か
り
と
し
て

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
経
由
で
知
り
合
い
と

な
っ
た
者
同
士
で
２
０
０
６
年
ウ
ー

ラ
ン
ト
同
〝
窓
〟
会
が
結
成
さ
れ
た
。

松
田
昌
幸
氏
※
３
は
２
０
０
８
年
テ
ュ

ビ
ン
ゲ
ン
を
訪
問
、
テ
ュ
ビ
ン
ゲ
ン

大
学
見
学
、
ウ
ー
ラ
ン
ト
の
生
家
、

ウ
ー
ラ
ン
ト
ご
夫
妻
の
お
墓
詣
で
を

行
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ウ
ー
ラ
ン
ト
が
詩
に
詠
ん
だ
当
時

の
ド
イ
ツ
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
支
配
下

で
同
じ
国
民
同
士
の
戦
争
が
続
い
て
い

た
。テ
ュ
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
で
ケ
ル
ナ
ー
、

マ
イ
ヤ
ー
、
ア
ウ
グ
ス
ト
な
ど
の
文
学

好
き
の
学
生
た
ち
と
知
り
合
い
に
な

り
「
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
の
ロ
マ
ン
派
詩

人
」
と
呼
ば
れ
る
有
力
な
サ
ー
ク
ル
に

て「
春
の
想
い（Fruhlingsglaube

）」、

「
教
会
（Die Kapelle

）」、「
小
舟

（Die Kapelle

）」、「
戦
友
（Der gute 
Kam

erad

）」
な
ど
を
創
作
、
釜
澤
克

彦
氏
※
４
に
よ
る
と
「
抒
情
的
な
ウ
ー
ラ

ン
ト
の
詩
は
こ
の
無
口
で
内
向
的
な
青

年
の
多
感
な
青
春
の
心
象
の
表
現
」
で

あ
っ
た
。
や
が
て
、
ウ
ー
ラ
ン
ト
は
身

分
制
議
会
の
議
員
と
な
り
ド
イ
ツ
統
一

を
夢
見
て
い
た
が
、
劣
勢
を
余
儀
な
く

さ
れ
故
郷
テ
ュ
ビ
ン
ゲ
ン
に
戻
っ
て
失

意
の
ま
ま
亡
く
な
っ
た
。

　

様
々
な
職
業
の
人
達
に
よ
る
ド
イ

ツ
の
ロ
マ
ン
（
浪
漫
）
文
学
に
酔
っ

た
ウ
ー
ラ
ン
ト
同
〝
窓
〟
会
の
メ
ン

バ
ー
の
活
動
は
、『「
渡
し
」
に
は
ド

ラ
マ
が
あ
っ
た
︱
ウ
ー
ラ
ン
ト
の
詩

と
レ
ー
ヴ
ェ
の
曲
を
め
ぐ
っ
て
』
と

し
て
、
丁
寧
な
活
動
の
歴
史
と
、
活

動
に
参
加
さ
れ
た
方
々
の
寄
稿
で
、

楽
し
い
読
み
物
と
な
っ
た
。「
渡
し
場

（Auf der Uberfahrt

）」
を
聞
く
の

で
あ
れ
ば
、
今
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

で
音
楽
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
。

し
か
し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
な
か
っ

た
時
代
、
ド
イ
ツ
ロ
マ
ン
主
義
文
学

に
感
激
し
た
人
た
ち
の
苦
労
と
喜
び

を
経
験
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

追
記
：
本
の
紹
介
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、

ウ
ー
ラ
ン
ト
の
略
歴
な
ど
を
読
む
機
会
が

あ
り
、
調
べ
て
い
く
と
戦
友
（Der gute 

Kam
erad

）
の
歌
詞
を
創
作
し
た
こ
と
を
発

見
し
た
。
北
大
山
岳
部
で
は
、
遭
難
し
た

先
輩
、
同
僚
、
後
輩
を
偲
ぶ
際
、
常
にDer 

gute Kam
erad

を
歌
っ
て
き
た
。し
か
し
、

作
詞
者
も
作
曲
者
も
不
明
で
あ
っ
た
。
今

回
、
作
詞
者
（
同
時
に
作
曲
者
）
を
知
っ

た
こ
と
は
予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
戴
い
た

ウ
ー
ラ
ン
ト
同
〝
窓
〟
会
に
感
謝
し
ま
す
。

　

ロ
マ
ン
主
義
と
い
う
の
は
ド
イ
ツ

文
学
史
上
で
は
重
要
な
位
置
を
占

め
て
い
る
が
、
詩
人
で
あ
る
ル
ー
ト

ヴ
ィ
ヒ
・
ウ
ー
ラ
ン
ト
（
１
７
８
７

～
１
８
６
２
）、
作
曲
家
の
カ
ー
ル
・

レ
ー
ヴ
ェ
（
１
７
９
６
～
１
８
６
９
）

を
知
る
人
は
少
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
？
筆
者
が
初
め
て
こ
の
本
を
手
に
し

た
時
、
図
書
館
で
ド
イ
ツ
文
学
史
の
本

を
探
し
た
が
、
市
の
図
書
館
で
は
僅
か

な
も
の
し
か
手
に
す
る
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
。
国
際
レ
ー
ヴ
ェ
協
会
（
会
長

は
日
本
の
声
楽
家
佐
藤
征
一
郎
氏
）
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
読
む
と
２
０
２
２
年

に
協
会
創
立
30
周
年
を
盛
大
に
祝
っ
た

と
い
う
。
ウ
ー
ラ
ン
ト
は
、
な
お
の
こ

と
紹
介
す
る
資
料
は
少
な
く
、
著
名
な

書評
コーナー

ド
イ
ツ
文
学
研
究
者
で
あ
る
手
塚
富
雄

氏
の
「
ド
イ
ツ
文
学
案
内
」
※
２
を
読
む

と
、「
素
朴
な
言
葉
に
よ
る
民
謡
ふ
う
の

リ
ー
ト
、
そ
し
て
と
く
に
パ
ラ
ー
デ
に

よ
っ
て
、
民
衆
の
こ
こ
ろ
を
ひ
ろ
く
掴

ん
だ
シ
ュ
ワ
ー
ベ
ン
出
身
の
詩
人
で
、

時
代
随
一
の
詩
人
と
ま
で
言
わ
れ
た
。

学
者
と
し
て
は
、
古
い
ド
イ
ツ
や
フ
ラ

ン
ス
の
伝
説
や
文
学
を
研
究
し
、
そ
の

た
め
に
パ
ラ
ー
デ
の
材
料
が
豊
富
だ
っ

た
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。

　

ウ
ー
ラ
ン
ト
同
〝
窓
〟
会
が
作
ら

れ
、
こ
の
本
が
生
ま
れ
る
た
め
に
は
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
大

き
く
貢
献
し
て
い
た
。
第
３
章
に
詳
し

く
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
繰
り
返
し
は

し
な
い
が
、
元
中
央
大
学
教
授
で
あ
る

猪
間
驥
一
氏
が
朝
日
新
聞
の
『
声
』
に

「
友
や
子
を
失
く
し
た
思
い
が
募
る
な

か
で
、
子
ど
も
の
こ
ろ
に
読
ん
だ
詩
の

作
者
を
知
り
た
い
」

と
１
９
５
６
年
９
月

に
投
書
し
た
こ
と
が

発
端
で
あ
っ
た
。
記

事
を
読
ん
だ
方
か
ら

の
情
報
に
よ
り
、
そ

の
詩
は
、
１
９
１
３

年
（
大
正
２
年
）
キ

リ
ス
ト
教
青
年
会
の

集
ま
り
で
一
高
の
前

総
長
で
あ
っ
た
新
渡

戸
稲
造
氏
が
英
語

と
ド
イ
ツ
語
で
歌
っ

た
『
渡
江
吟
』
で
あ
り
、
詩
の
内
容

を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
「
ウ
ー
ラ
ン
ト
が
ラ
イ
ン
の

支
流
で
あ
る
ネ
ッ
カ
ー
川
を
渡
っ
た

と
き
、
山
河
自
然
は
す
べ
て
昔
の
ま

ま
で
あ
る
の
に
昔
二
人
の
友
だ
ち
と

三
人
で
乗
っ
た
渡
し
に
は
、
今
は
自

分
一
人
し
か
い
な
い
。
自
分
に
は
、

二
人
が
生
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
の
で
と
三
人
分
の
船
賃
を
払
っ
て

去
っ
た
と
い
う
」。
朝
日
新
聞
に
留
ま

ら
ず
、週
刊
朝
日
、ラ
ジ
オ
放
送
等
々

と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
未
整
備
な
時

代
に
あ
っ
て
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
経
由

で
、「
友
情
は
肉
体
が
滅
び
て
も
、

滅
び
る
も
の
で
は
な
い
」
と
繰
り
返

し
訴
え
た
こ
と
に
よ
る
。

　

ド
イ
ツ
文
学
史
を
研
究
す
る
人
達

に
よ
り
、
新
渡
戸
稲
造
氏
が
キ
リ
ス

ト
教
の
集
会
で
紹
介
し
た
の
は
ウ
ー

ラ
ン
ト
と
判
明
し
、タ
イ
ト
ル
も
「
渡

し
場
（Auf der Uberfahrt

）」
と

判
断
さ
れ
た
が
、
ウ
ー
ラ
ン
ト
同

〝
窓
〟
会
の
活
動
が
素
晴
ら
し
い
の

は
、「
渡
し
場
」
の
位
置
確
認
の
た

め
の
現
地
調
査
、
ウ
ー
ラ
ン
ト
の
詩

に
音
楽
が
添
え
ら
れ
て
い
な
い
か
、

日
本
語
訳
が
作
ら
れ
て
い
な
い
か
を

時
間
と
空
間
を
跨
い
で
調
査
し
た
こ

と
で
あ
る
。
猪
間
氏
が
ド
イ
ツ
に
留

ウーラント同“窓”会※1編著／発行：（有）荒蝦夷
サイズ148×210／200頁／定価2,420円（本体2,200円＋税10%）

（
文
責
：
平
田
更
一 

Ｓ
44
理
）

国
内
へ
初
め
て
紹
介
し
た
の
は

新
渡
戸
稲
造
氏

本
書
が
誕
生
す
る
ま
で

※ 1
※ 2

※ 3
※ 4

同“窓”会…ウーラント同“窓”会の表記法に従った
手塚富雄のドイツ文学案内では、ウーラントの詩
は、ロマン主義の時代から写実主義の時代への過
渡期の文学と位置づけられているが、ウーラント同
“窓”会はロマン主義と断定している。
ウーラント同“窓”会会員（S36理）
ウーラント同“窓”会会員（S36法）

ウ
ー
ラ
ン
ト
の
時
代

Ｙｏ
ｕ
Ｔｕ
ｂ
ｅ
の
時
代
へ

東京同窓会が行っている新渡戸稲造氏の多摩霊園墓参
の様子も紹介されている（133頁・右上）
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コロナに負けるな、仲間のお店にGO!

も
よ
く
あ
る
と
か
。

　

店
主
の
工
藤
さ
ん
は
札
幌
西
高

出
身
で
、
水
産
学
部
に
入
学
。
バ

ブ
ル
期
前
の
経
済
が
上
り
調
子
の

頃
、学
生
の
身
な
が
ら
、講
義
そ
っ

ち
の
け
で
居
酒
屋
の
店
長
を
任
さ

れ
、
つ
い
に
は
大
手
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ズ
の
店
舗
開
発
で
、
全
国
を
飛

び
回
っ
て
い
た
異

色
の
経
歴
。

　

飲
食
業
40
年
で
培
っ

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
北

海
道
産
品
を
直
送
で
仕

入
れ
ら
れ
る
の
が
お
店

の
強
み
。

　

蒲
田
駅
西
口
の
サ
ン

ロ
ー
ド
ア
ー
ケ
ー
ド
を

歩
い
て
い
く
と
２
分
ほ

ど
の
所
に
あ
る
。

　

本
物
の
魚
介
の
味
を

是
非
と
も
ご
賞
味
あ

れ
！

〝
自
分
が
食
べ
た
い
料
理
が
あ
る
・
自

分
が
行
き
た
い
店
〟
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

６
年
前
に
開
い
た
お
店
「
余
市
」。
北

海
道
産
の
新
鮮
な
魚
介
類
を
食
べ
た
い

時
に
訪
れ
た
い
お
店
だ
。

　

店
名
に
引
か
れ
て
来
店
さ
れ
る
方
も

多
い
そ
う
で
、
北
海
道
に
所
縁
が
あ
っ

た
り
、
北
大
出
身
だ
っ
た
り
す
る
こ
と

海鮮食堂余市

海鮮食堂 余市 
TEL.03-3734-0411
東京都大田区西蒲田7-65-9 第3青木ビル1F

【アクセス】
JR線・東急多摩川線「蒲田駅」西口より徒歩2分

【営業時間】
平日・土曜日16:00～24:00（L.O.23:00）
日・祝日1６:00～23:00

（L.O.22:00）
水曜日定休（予約があれば
営業、休みを他の曜日に変
更）※当面ランチは休みます。

【ヒトサラ】公式情報  https://hitosara.com/0006130407/

北海道産魚介類の店

工藤 卓（くどう・たかし）さん 余市生まれ、札幌西高卒、北大水産
ダイエットして若返りました！（笑）

薬膳スープカレー・シャナイア
TEL.03-3442-3962 
東京都目黒区三田1-5-5

【アクセス】
JR線・日比谷線「恵比寿駅」東口より徒歩約10分

【営業時間】
ランチ11:30～14:30 （L.O.14:00）
ディナー平日18:00～22:00（L.O.2１:00）
土曜日17:00～21:00

（L.O.20:00）
日曜日・月曜日定休
※ご予約はホームページから。

【公式Facebook】 https://www.facebook.com/comme.la.gueuze

常備100種類以上のベルギービール専門店 
Comme la Gueuze（コム・ラ・グーズ）
TEL03-6435-2463
東京都港区芝5‐24‐16 菊池ビル2F

【アクセス】
JR線「田町駅」より徒歩5分

【営業時間】
17：00～24：00

（日・祝、第１月曜日休み）

後
に
、
ク
ル
マ
で
の
移
動
販
売

を
経
て
、
現
在
の
お
店
に
至
っ

て
い
る
。

　

こ
の
店
の
ス
ー
プ
カ
レ
ー
は
薬
膳
入

り
が
特
徴
。
通
信
講
座
や
薬
膳
レ
ス
ト

ラ
ン
で
学
び
、
シ
ャ
ナ
イ
ア
風
に
ア
レ

ン
ジ
し
た
も
の
。
ス
ー
プ
カ
レ
ー
は
、

チ
キ
ン
・
エ
ビ
・
野
菜
を
組
み
合
わ
せ

た
メ
ニ
ュ
ー
で
ど
れ
も

絶
品
。
具
の
量
も
食
べ

応
え
十
分
。

　

恵
比
寿
駅
が
最
寄
り

だ
が
、
ガ
ー
デ
ン
プ
レ

イ
ス
を
抜
け
た
住
宅
地

の
一
角
に
た
た
ず
む
お

店
な
の
で
、
道
に
迷
う

可
能
性
は
大
き
い
。
来

店
時
は
サ
イ
ト
で
地
図

を
確
認
す
る
な
ど
、
予

め
準
備
し
て
出
か
け
る

と
よ
い
。
お
店
は
猫
が

目
印
。

ビ
ー
ル
・
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
マ
ス
タ
ー
の
資
格
を
取
得

し
、お
店
は
２
０
１
５
年
秋
に
オ
ー

プ
ン
し
て
い
る
。

　

店
内
は
木
を
ベ
ー
ス
に
落
ち
つ

い
た
空
間
で
、
ゆ
っ
く
り
寛
げ
る

雰
囲
気
が
漂
う
。
現
在
は
、
ベ
ル

ギ
ー
ビ
ー
ル
の
樽
生
６
種
類
、
ボ

ト
ル
は
１
０
０
種

類
以
上
を
用
意
し

て
い
る
。

　

マ
ス
タ
ー
の
高

木
さ
ん
に
相
談
す
れ

ば
、
お
好
み
の
テ
イ
ス

ト
の
ビ
ー
ル
を
教
え
て

も
ら
え
る
の
で
、
ベ
ル

ギ
ー
ビ
ー
ル
初
心
者
で

も
十
分
に
楽
し
め
る
。

　
Ｊ
Ｒ
田
町
駅
や
都
営

三
田
線
田
町
駅
か
ら
４

～
５
分
の
所
。
お
気
軽

に
ど
う
ぞ
。

　

札
幌
発
祥
な
が
ら
す
っ
か
り
市
民
権

を
得
た
ス
ー
プ
カ
レ
ー
だ
が
、
Ｔ
Ｖ
等

で
紹
介
さ
れ
カ
レ
ー
好
き
に
も
ち
ょ
っ

と
知
ら
れ
た
お
店
・
シ
ャ
ナ
イ
ア
。

　

大
手
Ｉ
Ｔ
企
業
に
就
職
し
た
も
の

の
、
こ
ど
も
の
頃
か
ら
の
料
理
好
き
が

捨
て
が
た
く
、
思
い
切
っ
て
転
身
。
料

理
学
校
や
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
で
修
行
の

　

以
前
ド
イ
ツ
系
企
業
で
働
い
て

い
た
頃
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
出
張
し
た

時
に
よ
く
ベ
ル
ギ
ー
ビ
ー
ル
を
飲
む

機
会
が
あ
り
、
そ
の
ビ
ー
ル
好
き
が

高
じ
て
自
分
の
お
店
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
と
か
。

　

興
味
レ
ベ
ル
の
段
階
で
ス
ク
ー
ル
に

通
い
、
ビ
ア
テ
イ
ス
タ
ー
や
ベ
ル
ギ
ー

シャナイア

コム・ラ・グーズ
Comme la Gueuze

薬膳スープカレーの店

ベルギービール専門店

【ホームページ】
http://www.nekoaji.net/shania/

田部井淳（たべい・あつし）さん
栃木県足利市出身、H13工・情報処理・修

高木直人（たかぎ・なおと）さん
千歳市出身、札幌南高卒、H4工・合化・修

本場北海道仕込み
七富チーズ工房 
TEL.０７０-８５３４-４７７２
静岡県富士宮市下条４８７-１ 

【アクセス】
新東名「新富士IC」から
クルマで30分

【営業時間】
土曜・日曜１０：００～１７：００

修
業
を
経
て
、
２
０
２
１
年
１
月

に
富
士
山
の
麓
、
静
岡
県
で 

チ
ー

ズ
製
造
・
販
売
を
行
う「
七
富
チ
ー

ズ
工
房
」
を
創
業
。
工
房
の
あ
る

富
士
宮
市
は
標
高
が
高
く
、
関
東

で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
良
質
な
牛

乳
が
生
産
さ
れ
る
酪
農
が
盛
ん
な

高
原
地
帯
。
塩
も
調
整
剤
も
使
用

し
な
い
一
番
人
気
の
モ
ッ
ツ
ァ

レ
ラ
は
、
地
場
産
品
コ
ン
テ
ス

ト
で
も
優
勝
す
る
程
の
お
墨
付

き
。
昨
年
、
静
岡
県
主
催
の
食

品
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
高
金
賞
を

受
賞
し
て
い
る
。

　

現
在
は
土
・
日
の
み
工
房
直

売
所
で
販
売
し
、
平
日
は
地
元

の
産
直
市
場
や
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
で
展
開
。「
ふ
る
さ
と
納
税
」

は
半
年
で
３
０
０
件
超
と
か
。

今
年
秋
に
は
静
岡
市
内
に
２
店

目
の
販
売
店
を
オ
ー
プ
ン
予
定

で
あ
る
。

　

愛
媛
か
ら
国
語
教
師
に
な
る
べ
く

北
大
に
入
学
す
る
も
、
道
内
の
乳
製

品
の
美
味
し
さ
に
感
動
。
学
生
時
代

よ
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
イ
ス
を
開
発

し
、
大
学
生
協
や
構
内
『
エ
ル
ム
の

森
』
で
販
売
す
る
な
ど
、「
大
志
」
の

原
点
は
北
の
大
地
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。 

　

卒
業
後
は
道
内
の
チ
ー
ズ
工
房
で
の

七富チーズ工房
食卓にそっと寄り添う

　
　

【ホームページ】 https://nanatomicheese.shopinfo.jp/

高木宏昭（たかぎ・ひろあき）さん 愛媛県出身、H29教育
ふるさと

納税サイト
「ふるさとチョイス」

もご利用下さい！
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北海道枝幸町ふるさと納税特設サイト
 https://esashi-furusato.com/

「オホーツク枝幸」の海の幸・山の幸の返礼品をご用意してます！

枝幸町ふるさと応援大使

及川凛華さん
枝幸町応援団⻑ 杉山和彦（S45法） 
hyper.sugiyama@kfa.biglobe.ne.jp TEL.080-5418-0719

え さ し

北海道枝幸町
ふるさと納税

〈枝幸町ふるさと未来応援寄附金〉

コロナに負けるな、仲間のお店にGO!

【ホームページ】https://currykusa.com/

　

そ
ん
な
「
美
味
し
く
て
健
康
的

な
ミ
ル
ク
」
に
魅
力
を
感
じ
、
10

年
勤
め
た
野
村
総
研
を
辞
め
、
家

族
と
北
海
道
西
興
部
村
に
移
住
、

ミ
ル
ク
デ
ザ
イ
ン（
株
）を
立
ち
上

げ
た
山
田
さ
ん
。「
グ
ラ
ス
フ
ェ
ッ

ド
ミ
ル
ク
と
の
出
会
い
が
人
生
を

変
え
た
。
ぜ
ひ
飲
ん
で
味
わ
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
！
」
と
自

信
満
々
。
製
造
し
て
い
る

ミ
ル
ク
、
バ
タ
ー
、
チ
ー

ズ
は
百
貨
店
や
北
海
道
ど

さ
ん
こ
プ
ラ
ザ
で
販
売

し
、
産
地
直
送
の
定
期
便

も
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ミ
ル
ク
デ
ザ
イ

ン（
株
）は
地
域
貢
献
や
酪

農
の
課
題
解
決
へ
の
取
り

組
み
が
評
価
さ
れ
、「
北

大
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

企
業
」
に
認
定
さ
れ
て
い

る
。

　

グ
ラ
ス
フ
ェ
ッ
ド
（grass fed

）
ミ

ル
ク
を
ご
存
知
で
す
か
？
牧
草
で
育
て

ら
れ
た
牛
の
ミ
ル
ク
の
こ
と
で
、
穀
物

飼
料
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
等
）
で
育
て
た

一
般
の
牛
乳
と
は
異
な
る
、
爽
や
か
な

味
わ
い
が
一
番
の
特
徴
。
植
物
由
来
の

α
リ
ノ
レ
ン
酸
（
オ
メ
ガ
３
）
や
ビ
タ

ミ
ン
な
ど
栄
養
も
豊
富
だ
と
か
。

curry 草枕（カレー クサマクラ） 
TEL.03-5379-0790
東京都新宿区新宿2-4-9  中江ビル 2F

【アクセス】
地下鉄「新宿御苑前駅」から304m
地下鉄「新宿三丁目駅」
A1出口より徒歩3分
C5出口より徒歩1分

【営業時間】
11:00～15:00（L.O.14:30）
18:00～21:00（L.O.20:30）

だ
も
の
の
、
カ
レ
ー
の
世
界
が
忘

れ
ら
れ
ず
、
３
年
の
計
測
器
メ
ー

カ
ー
勤
務
を
経
て
、
２
０
０
７
年

に
「
草
枕
」
を
開
業
。
旅
行
が
好

き
で
、そ
の
枕
詞
を
店
名
に
し
た
と
か
。

　
一
皿
あ
た
り
丸
々
一
個
程
の
す
り
お
ろ

し
た
玉
ね
ぎ
を
た
っ
ぷ
り
時
間
を
か
け
て

煮
込
み
、
多
種
多
様
な
ス
パ
イ
ス
を
加
え

て
香
り
豊
か
に
仕
上
げ
て

い
る
。
小
麦
粉
を
使
わ
ず

油
は
少
な
目
で
、
ス
パ
イ

ス
の
風
味
を
存
分
に
楽
し

め
る
。
固
め
で
粒
も
大
き

い
ご
飯
は
、
減
農
薬
で
栽

培
さ
れ
た
北
海
道
産
米「
大

地
の
星
」を
使
っ
て
い
る
。

　

新
宿
御
苑
の
新
宿
門
付

近
の
ビ
ル
の
２
階
。
広
々

と
し
た
フ
ロ
ア
で
、
奥
の

掘
り
ご
た
つ
風
の
特
別
席

は
寮
の
風
情
が
感
じ
ら
れ

る
。

　
「
北
大
カ
レ
ー
部
」
と
い
う
ワ
ー
ド
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
店
主
が

恵
迪
寮
時
代
に
立
ち
上
げ
た
グ
ル
ー
プ

で
、グ
グ
る
と
当
時
作
っ
た
ウ
ェ
ブ
ペ
ー

ジ
が
今
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
在

学
中
か
ら
の
ス
パ
イ
ス
へ
の
こ
だ
わ
り

に
は
驚
か
さ
れ
る
。

　

６
年
か
け
て
シ
ス
テ
ム
工
学
を
学
ん

curry草枕
スパイスカレーのお店

馬屋原亨史（うまやはら・りょうじ）さん 大阪市出身、H15工

ミルクデザイン株式会社
TEL.0158-85-7302
北海道紋別郡西興部村
字上興部１２１番地

【グラスフェッド定期便】
グラスフェッドミルク100%
で作られた製品を直送
しています。

ミルクデザイン
Glass Fed Milk 100%

【ホームページ】 https://www.milkdesign. jp/

山田 尚大（やまだ・なおひろ）さん 北海道北広島市出身、Ｈ23・工院
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森　

和
弘

（
歯
・Ｈ
1
）

横
田　

秀  

一

支
部
長

（
歯
・
60
）

北
海
道
大
学
歯
学
部
同
窓
会

関
東
支
部

平
野　

太
郎

代
表
取
締
役

（
工・Ｈ
3
・
衛
生
）

尾
瀬
沼
畔
長
蔵
小
屋

尾
瀬
ヶ
原
第
二
長
蔵
小
屋

依
田　

智
子

（
工・Ｈ
４
・
合
化
・
修
）

北
大
ス
キ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会 

幹
事

北
大
東
京
同
窓
会
理
事

情
報
処
理
委
員
会 

委
員

山
田　

尚
大

代
表
取
締
役

（
工・Ｈ
23
・
応
物
・
修
）

ミ
ル
ク
デ
ザ
イ
ン
株
式
会
社

島
田　
　

久

代
表
取
締
役

（
工・
61
・
金
属
）

ワ
イ・エ
ム・エ
ス
株
式
会
社

小
山　
　

裕

代
表
取
締
役

（
工・Ｈ
４
・
金
属
）

十
条
ケ
ミ
カ
ル
株
式
会
社

北水同窓会
東京支部一同

支部長

副支部長

副支部長

樋口　達夫
細見　典男
吉田　克典

（水・50・食品・修）

（水・48・食品）

（水・H2・食品）

北
海
道
三
笠
市
ふ
る
さ
と
応
援
大
使  

（
薬
・
39
）

加
藤　
　

元

ダ
ク
タ
リ
動
物
病
院　

東
京
医
療
セ
ン
タ
ー

東
京
都
港
区
白
金
台
５-

１
４-

１・２
Ｆ（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３-

５
４
２
０-

０
０
１
２
）

ダ
ク
タ
リ
動
物
病
院　

代
々
木

東
京
都
渋
谷
区
富
ヶ
谷
１-

３
０-

２
２（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３-

５
４
５
２-

３
０
６
０
）

ダ
ク
タ
リ
動
物
病
院　

久
我
山

東
京
都
杉
並
区
久
我
山
３-

７-

２
７（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３-

３
３
３
４-

３
５
３
６
）

（
獣
・
31
）

一
般
財
団
法
人J-H

AN
BS

　

代
表
理
事

ダ
ク
タ
リ
動
物
病
院　

総
合
院
長

コ
ロ
ラ
ド
州
立
獣
医
科
大
学
客
員
教
授
・日
本
親
善
大
使（2011-2013

）

千
葉
科
学
大
学
客
員
教
授

東京フラテ会

会長　　畠山　昌則　（医・50）

中
村　

秀
治

（
工・
58
／
環
科
・
60
・
修
）

北
大
ス
キ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会 

東
京
支
部
長

北
大
東
京
同
窓
会
理
事 

情
報
処
理
委
員
会 

委
員
長

近
藤　

伸
一

会
長

（
工・
58
・
応
化
・
修
）

北
海
道
大
学
工
学
部

化
学
系
東
京
同
窓
会（
北
鐘
）

井
上　

修
平

支
部
長

（
工・
50
・
資
源
開
発
）

北
海
道
大
学
工
学
部
同
窓
会

東
京
支
部

（
工・
39
・
冶
金
）

數
土　

文
夫

名
誉
顧
問

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

石
山　
　

喬
（
工・
42
・
冶
金
）

岡　

隆
次
郎

（
工・
42
・
冶
金
）

納
谷　

峻
徳

（
工・
38
・
冶
金
）

2023年（令和5年）

寒中お見舞い

申し上げます。

北大東京同窓会
役員一同・事務局

　会長　　横田　　浩　（経・60）

事務局　　廣重　晃以　（法・55）

杉
江　

和
男（

工・
45
・
応
化
・
修
）

北
海
道
大
学
校
友
会
エ
ル
ム 

会
長

（
公
財
）産
業
教
育
振
興
中
央
会 

理
事
長

小
野　

喜
世
彦（

工・
49
・
電
子
）

松
谷　
　

寛
（
工・
52
・
電
子
）

社会医療法人
財 団 大 和 会
武蔵村山病院

院長　　鹿取　正道　　（医・H3）

川
添　

公
貴

代
表
取
締
役

（
工・
56
・
応
化
）

有
限
会
社
ケ
ー
ズ
オ
フ
ィ
ス

岩
﨑　

哲
也

技
監

（
工・
59
・
機
）

株
式
会
社
Ｉ
Ｈ
Ｉ

資
源・エ
ネ
ル
ギ
ー・環
境
事
業
領
域

鷲
野　

弘
明

支
部
長

（
獣
・
51
）

北
海
道
大
学
獣
医
学
部
同
窓
会

関
東
支
部
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櫻
田　
　

巧

Ｉ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
農
・
58
・
農
経
）

小
坂　

達
朗

（
農
・
51
・
農
化
）

中
外
製
薬
株
式
会
社 

特
別
顧
問

（
一
社
） 

日
本
経
済
団
体
連
合
会 

審
議
員
会
副
議
長

三
菱
電
機
株
式
会
社 

社
外
取
締
役

株
式
会
社
小
松
製
作
所 

社
外
監
査
役

松
沢　

幸 

一（
農
・
48
・
農
化
・
修
）

冨
田　
　

守

代
表
取
締
役
社
長・農
学
博
士（

農
・
36
・
畜
産
）

株
式
会
社
デ
イ
リ
ー
テ
ク
ノ

坂
倉　

雅
夫

技
術
士(

建
設
部
門)

（
農
・
48
・
農
工
）

梶
谷　

辰
哉

専
務
理
事

（
農
・
50
・
林
学
）

一
般
社
団
法
人
緑
の
循
環
認
証
会
議

三
井　

晃  
一

代
表

（
農
・Ｈ
１
・
農
学
）

三
晃
堂
三
井
印
店

瀬
戸
山　

洋
介

M
anaging P

artner

（
農
・Ｈ
12
・
農
工
）

C
row

e G
TA

 M
yanm

ar C
o.,Ltd.

野
口　

晋  

一

編
集
部 

記
者

（
文
・Ｈ
8
）

財
界
さ
っ
ぽ
ろ

横
田　
　

浩

代
表
取
締
役 

社
長
執
行
役
員 

（
経
・
60
）

株
式
会
社
ト
ク
ヤ
マ

萱
野　
　

聡

代
表
取
締
役
社
長

（
法
・
62
）

株
式
会
社
サ
ク
セ
ス
ボ
ー
ド

尾
崎　

一
郎

研
究
科
長・法
学
部
長

北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科

堀
江　

亮
介

代
表
取
締
役
副
社
長

（
法
・
61
）

Ｊ
Ｆ
Ｅ
鋼
板
株
式
会
社

髙
橋　
　

了

副
会
長 

兼 

事
務
局
長

（
法
・
47
）

北
海
道
大
学
法
学
部
同
窓
会

小
口　

正
範

理
事
長

（
法
・
53
）

国
立
研
究
開
発
法
人

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構

橋
本　
　

修

代
表
取
締
役
社
長

（
法
・
62
）

三
井
化
学
株
式
会
社

佐
々
木　

亮
子

会
長

（
法
・
47
）

北
海
道
大
学
法
学
部
同
窓
会

北大法学部
東京同窓会 役員一同

会長

事務局長

小口　正範
大野　　峻

（法・53）

（法・H18）

北大経済学部
東京同窓会 役員一同

会長

事務局長

永松　昌一
菅埜　　誠

（経・57）

（経・52）

石
川　

裕  

一

代
表
取
締
役

（
法
・
54
）

株
式
会
社
ぷ
ら
う

本
間　
　

修

Ｄ
Ｇ
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役

（
法
・
45
）

公
益
社
団
法
人
北
海
道
倶
楽
部

　
　

副
理
事
長 

兼 

常
務
理
事・事
務
局
長

常
務
理
事石

堂　

正
信

（
法
・
44
）

行
政
改
革
推
進
会
議
歳
出
改
革
Ｗ
Ｇ
委
員

公
益
財
団
法
人
交
通
協
力
会

一般社団法人
札幌農学同窓会

東京支部 役員一同
理事長　

副理事長　 

副理事長　 

櫻田　　巧
別所　智博
高木　　忍

（農・58・農経）　

（農・56・農化）

（農・58・農化）

髙
橋　

寛
（
農
・
62
・
農
工
）

北
大
ス
キ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会 

東
京
支
部 

幹
事

北
大
東
京
同
窓
会 

理
事

（
一
社
）札
幌
農
学
同
窓
会 

東
京
支
部 

理
事

（
公
社
）全
日
本
学
生
ス
キ
ー
連
盟 

理
事
長

新
宿
高
校
朝
陽
同
窓
会 

副
会
長

志
済　

聡
子

上
席
執
行
役
員

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
ユ
ニ
ッ
ト
長

（
法
・
61
）

中
外
製
薬
株
式
会
社

佐
々
木　

豊
実（

農
・
35
・
林
学
）

小
野　

桂
子

代
表
取
締
役

（
農
・
62
・
農
化
）

ビ
ジ
ネ
ス
サ
イ
エ
ン
ス

　

＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会
社

（
令
和
４
年
７
月
～
、
敬
称
略
）

飯
田
順
一
（
工
・
建
築
Ｓ
53
）、
佐
藤

孝
信
（
文
・
行
動
科
学
Ｓ
57
）、
円
谷

元
彦（
法
Ｈ
７
）、牧
野
一
石（
薬
Ｈ
４
）、

野
口
周
（
法
Ｈ
27
）

児
玉
勝
臣
（
工
・
電
Ｓ
28
）、
牧
野

英
克
（
法
Ｓ
43
）

令
和
４
年
７
月
以
降
に
ご
逝
去
の

お
知
ら
せ
を
い
た
だ
い
た
方
々
。

敬
称
略
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北海道大学の近況

カ
・
シ
モ
ダ
理
学
研
究
院
研
究
支
援
担

当
、
マ
リ
ア
・
ロ
イ
ト
マ
ン
国
際
研
究

副
部
長
、
マ
ー
ク
・
グ
レ
ゴ
リ
ー
国
際

研
究
戦
略
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
計
10
名
が

北
海
道
大
学
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

本
学
と
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
は
こ
れ
ま

で
、
昨
年
10
月
に
行
わ
れ
た
研
究
・
国

際
研
究
担
当
執
行
部
間
の
ダ
イ
ア
ロ
ー

グ
に
基
づ
き
、
本
年
３
月
に
「
北
海
道

大
学
−
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
ヘ
ル
シ
ー
エ

イ
ジ
ン
グ
に
関
す
る
バ
ー
チ
ャ
ル
コ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
マ
ス
ケ
ル
Ｖ
Ｃ
一
行
は
、

既
存
連
携
先
で
あ
る
人
獣
共
通
感
染

症
国
際
共
同
研
究
所
、
電
子
科
学
研

究
所
を
訪
問
し
た
後
、
今
後
の
可
能

性
を
見
据
え
て
Ｉ
Ｃ
Ｒ
ｅ
Ｄ
Ｄ
、
ス

ペ
ー
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
陽

子
線
治
療
セ
ン
タ
ー
の
研
究
施
設

を
訪
問
し
、
さ
ら
に
大
学
病
院
、
医

学
研
究
院
、
工
学
研
究
院
、
理
学
研

究
院
、
先
端
生
命
科
学
研
究
院
、
メ

デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研

究
院
の
各
部
局
長
等
と
会
談
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
夕
刻
に
は
本
学
と

メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
が
共
同
出
資
す

る
、「H

okkaido-M
elbourneJoint 

Research W
orkshops Fund

（
共

同
研
究
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ス
フ
ァ
ン

ド
）」採
択
授
与
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
該
フ
ァ
ン
ド
は
、
両
校
の
研
究
者

が
最
低
１
名
ず
つ
代
表
者
と
な
り
合
同

で
申
請
す
る
も
の
で
、
初
回
と
な
る
今

回
は
北
海
道
開
催
３
件
、
メ
ル
ボ
ル
ン

開
催
２
件
の
計
５
件
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
採
択
さ
れ
た

本
学
工
学
研
究
院
の
森
太
郎
教
授
、
大

橋
俊
朗
教
授
、
文
学
研
究
院
の
ケ
リ

ン
・
ヤ
コ
ブ
ス
特
任
准
教
授
、
保
健
科

学
研
究
院
の
澤
村
大
輔
講
師
の
４
名
へ

は
マ
ス
ケ
ル
Ｖ
Ｃ
よ
り
、
来
学
中
で

あ
っ
た
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
理
学
研
究

院
の
ハ
ッ
チ
ソ
ン
上
級
講
師
へ
は
寳

金
清
博
総
長
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
採
択

証
書
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

横
田
篤
理
事
・

副
学
長
（ 

国
際
・

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
司

会
で
行
わ
れ
た

授
与
式
に
お
い
て

は
、
マ
ス
ケ
ル
Ｖ

Ｃ
か
ら
は
初
渡
日

の
訪
問
先
が
北
海

道
大
学
と
な
っ
た

こ
と
へ
の
想
い
と

今
後
へ
の
期
待

が
、
マ
ク
ラ
ス

キ
ー
研
究
担
当
Ｄ

Ｖ
Ｃ
か
ら
は
電
子

科
学
研
究
所
の
ナ

ノ
マ
テ
リ
ア
ル
か

ら
陽
子
線
治
療
セ

ン
タ
ー
の
巨
大
な

機
器
ま
で
ス
ケ
ー

ル
の
違
い
を
含
め

た
可
能
性
を
見
せ

て
貰
っ
た
と
の
コ

メ
ン
ト
が
、
寳
金
総
長
か
ら
は
先
住
民

研
究
、
研
究
林
、
練
習
船
を
含
む
新
規

交
流
可
能
性
の
候
補
が
示
さ
れ
、
増
田

隆
夫
理
事
・
副
学
長
（
研
究
・
産
学
官

連
携
）
よ
り
双
方
の
産
学
官
連
携
拡
張

へ
の
思
い
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
昨
年
の

オ
ン
ラ
イ
ン
・
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
に
端
を

発
す
る
全
学
連
携
に
つ
い
て
、
今
後
の

強
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
国
際
連
携
機
構
）

北海道大学の近況
（2022年 夏・秋）

　

本
学
は
、
６
月
７
日
（
火
）
に
、
日

本
航
空
株
式
会
社
（
以
下
「
Ｊ
Ａ
Ｌ
」）

と
の
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

同
日
に
行
っ
た
協
定
締
結
式
及
び
記

者
発
表
に
は
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
か
ら
赤
坂
祐
二

代
表
取
締
役
社
長
ら
３
名
が
、
本
学
か

ら
寳
金
清
博
総
長
、
山
口
淳
二
理
事
・

副
学
長
が
出
席
し
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
客
室
乗

務
員
と
し
て
活
躍
す
る
本
学
卒
業
生
２

名
の
司
会
進
行
に
よ
り
執
り
行
い
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
記
者
か
ら
は
多
く
の
質
問

が
あ
り
、
特
に
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
の
航

空
機
が
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
用
い
て
の

調
査
・
研
究
構
想
に
高
い
関
心
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

寳
金
総
長
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
重
要
な
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
こ
と
へ

の
期
待
と
と
も
に
、
本
協
定
の
も
と
で

北
海
道
を
舞
台
に
様
々
な
社
会
課
題
の

解
決
に
取
り
組
み
、
世
界
に
発
信
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
社

会
創
り
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
旨
の
抱
負

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
本
学
と
Ｊ
Ａ
Ｌ
は
、
温
暖
化

対
策
、
地
域
活
性
化
、
人
材
育
成
等
の

観
点
を
中
心
に
協
業
し
て
い
き
ま
す
。

（
社
会
共
創
部
社
会
連
携
課
）

北海道大学社会共創部広報課
　

６
月
27
日
（
月
）、
メ
ル
ボ
ル
ン
大

学
か
ら
ダ
ン
カ
ン
・
マ
ス
ケ
ル
Ｖ
Ｃ

（Vice-Chancellor

・
学
長
相
当
）、

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
マ
ク
ラ
ス
キ
ー
研
究
担

当DVC

（Deputy VC

・
理
事
相
当
）、

ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
・
ゾ
ベ
ル
大
学
院
研
究

＆
国
際
研
究
担
当
Ｐ
Ｖ
Ｃ
（Pro VC 

・
副
理
事
相
当
）、マ
ー
ク
・
キ
ャ
シ
デ
ィ

工
学
・
情
報
科
学
研
究
院
長
、
テ
ィ
モ

シ
ー
・
リ
ン
チ
国
際
担
当
教
養
学
副
研

究
院
長
、マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
メ
イ
フ
ィ
ー

ル
ド
生
態
学
部
門
長
（
理
学
研
究
院
代

表
と
し
て
来
訪
）、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ハ
ッ

チ
ソ
ン
理
学
研
究
院
上
級
講
師
、
ミ

本学を卒業し、客室乗務員とし
て活躍する斎藤夢乃氏（左）、

酒井玲奈氏（右）

抱負を述べる寳金総長

赤坂代表取締役社長と
寳金総長

メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
学
長
一
行
が
本
学
を
訪
問

「
創
成
研
究
機
構
デ
ー
タ
駆
動
型
融
合
研
究
創
発
拠
点

 

（
Ｄ-

Ｒ
Ｅ
Ｄ
）」を
設
置

ス
ラ
ブ・ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
の

デ
ィ
ビ
ッ
ド・ウ
ル
フ
教
授
が
フ
ン
ボ
ル
ト
賞
を
本
学
初
受
賞

日
本
航
空
株
式
会
社
と
の

連
携
協
定
を
締
結

　

７
月
１
日
（
金
）
付
け
で
、
総
長

直
下
の
組
織
と
し
て
「
創
成
研
究
機

構
デ
ー
タ
駆
動
型
融
合
研
究
創
発
拠

点
（Data-Driven Interdisciplinary 
Research Em

ergence Departm
ent: 

D-RED

）」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

本
拠
点
は
、
第
４
期
中
期
目
標
期
間

に
お
け
る
本
学
の
６
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の

ひ
と
つ
で
あ
る「
デ
ー
タ
駆
動
型
の『
北

大
』」
の
実
現
に
向
け
て
一
翼
を
担
う

組
織
で
あ
り
、
特
に
数
値
根
拠
に
基
づ

く
本
学
の
強
み
と
な
る
融
合
研
究
領
域

の
抽
出
機
能
及
び
課
題
解
決
に
取
り
組

む
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
機
能
、
さ

ら
に
デ
ー
タ
駆
動
型
社
会
の
融
合
研
究

の
推
進
機
能
を
整
備
し
、
学
術
融
合
分

野
の
創
発
や
新
た
な
学
術
連
携
・
産
学

連
携
の
構
築
に
よ
り
、
本
学
の
強
み
の

創
出
を
強
く
推
進
す
る
も
の
で
す
。

　

ス
ラ
ブ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
セ
ン

タ
ー
の
デ
ィ
ビ
ッ
ド
・
ウ
ル
フ
教
授
が

フ
ン
ボ
ル
ト
賞
を
本
学
で
初
め
て
受

賞
し
ま
し
た
。
同
賞
は
、
ド
イ
ツ
政
府

が
全
額
出
資
す
る
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・

フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
財
団
が
創
設
し

た
ド
イ
ツ
で
最
も
栄
誉
あ
る
学
術
賞
で

　

ま
た
、
課
題
解
決
型
の
先
端
融
合
研

究
を
行
い
、
実
証
・
社
会
実
装
を
同
時

に
進
め
て
い
く
と
い
う
エ
コ
シ
ス
テ
ム

を
実
現
し
、
地
域
の
課
題
解
決
に
繋
が

る
研
究
開
発
及
び
強
み
を
生
か
し
た
多

様
な
研
究
活
動
を
推
進
・
共
創
す
る
拠

点
を
目
指
し
、
本
学
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
企
業
の
創
出
へ
と
繋
げ
る
た
め
、
地

域
連
携
に
よ
る
新
た
な
価
値
共
創
の
実

現
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

（
研
究
推
進
部
研
究
支
援
課
）

す
。
基
礎
的
な
発
見
、
新
し
い
理
論
あ

る
い
は
発
見
が
、
当
該
研
究
領
域
を
超

え
て
永
続
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
さ
ら

に
、
将
来
も
優
れ
た
研
究
を
生
み
続
け

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
研
究
者
に
与
え

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
日
本
人
で
は
、

小
柴
昌
俊
、
村
山
斉
、
小
林
俊
行
、
野

寳金清博総長から辞令を受けた
長谷山美紀拠点長

寳金総長、マスケルVCと採択者たちマクラスキーDVC

マスケルVC 参加者集合写真
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北海道大学の近況

令
和
４
年
度
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を

３
年
ぶ
り
に
対
面
形
式
で
開
催

　

本
学
は
、
令
和
４
年
度
国
立
研
究
開

発
法
人
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
（
Ａ

Ｍ
Ｅ
Ｄ
）「
ワ
ク
チ
ン
開
発
の
た
め
の

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
研
究
開
発
拠
点

の
形
成
事
業
」
に
お
い
て
、
東
京
大
学

（
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
拠
点
）、
大
阪
大

学
・
千
葉
大
学
・
長
崎
大
学
（
シ
ナ
ジ
ー

拠
点
）
と
と
も
に
、
シ
ナ
ジ
ー
拠
点
と

し
て
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
10
月

１
日
（
土
）、
創
成
研
究
機
構
に
ワ
ク

チ
ン
研
究
開
発
拠
点
（
以
下
「
本
拠

点
」）
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

本
拠
点
で
は
、
国
産
ワ
ク
チ
ン
の
開

発
に
向
け
て
「
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
・
生

産
に
資
す
る
革
新
的
研
究
開
発
の
推

進
」、「
産
学
官
・
臨
床
現
場
と
の
連
携

に
よ
る
実
用
化
、
人
材
育
成
に
向
け
た

体
制
構
築
」、「
国
内
外
の
最
先
端
の
研

　

８
月
６
日
（
土
）
か
ら
８
日
（
月
）

ま
で
の
３
日
間
、
札
幌
・
函
館
の
両

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
３
年
ぶ
り
に

対
面
形
式
で
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
対
象
者
を
原
則
と
し
て

小
中
高
生
に
限
定
し
た
う
え
で
す
べ

て
事
前
予
約
制
と
し
、
定
員
を
例
年
の

約
半
数
程
度
と
し
ま
し
た
が
、
期
間
中

は
、
大
勢
の
参
加
者
で
キ
ャ
ン
パ
ス
が

賑
わ
い
ま
し
た
。

　

７
日
（
日
）
に
は
「
自
由
申
込
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
、
６
日
（
土
）
及
び
８
日

（
月
）
に
は
「
高
校
生
限
定
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
主
に
実
施
し
、
多
く
の
高
校
生

等
が
、
学
部
等
が
企
画
し
た
説
明
会
、

模
擬
講
義
・
ゼ
ミ
、
実
習
・
実
験
、
見

学
会
、
保
護
者
等
も
参
加
可
能
な
大
学

概
要
説
明
の
講
演
や
個
別
相
談
会
な

ど
、
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
に
と
っ
て
は
、
本
学
の
学
び

を
味
わ
う
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）

令
和
４
年
度
国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構

「
ワ
ク
チ
ン
開
発
の
た
め
の
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
研
究
開
発
拠
点
の
形
成
事
業
」に
採
択　

～「
ワ
ク
チ
ン
研
究
開
発
拠
点
」の
開
始
～

水
克
己
ら
自
然
科
学
の
研
究
者
が
受
賞

し
て
い
ま
す
。

　

受
賞
は
ウ
ル
フ
教
授
の
30
年
間
に
わ

た
る
、
20
世
紀
ロ
シ
ア
の
ア
ジ
ア
に
お

け
る
活
動
の
歴
史
に
つ
い
て
の
研
究
に

対
す
る
も
の
で
す
。
同
教
授
の
ハ
ル
ビ

ン
に
関
す
る
著
作
（To the Harbin 

Station

、Stanford
、1999/ 

邦
訳
『
ハ

ル
ビ
ン
駅
へ
』
講
談
社
、2014

年
）

は
、
新
し
い
帝
国
論
の
基
礎
的
な
テ
キ

ス
ト
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
お
り
、
従

来
は
機
密
文
書
と
さ
れ
て
い
た
文
書
館

史
料
に
よ
る
覇
権
主
義
の
慣
行
に
つ
い

て
の
、
よ
り
広
範
で
、
き
め
の
細
か
い

分
析
に
基
づ
く
も
の
で
し
た
。
同
教
授

が
編
集
あ
る
い
は
共
同
編
集
さ
れ
た
書

籍
や
雑
誌
の
特
集
号
で
は
、
30
人
以
上

の
日
本
人
歴
史
家
に
よ
る
エ
ッ
セ
イ
や

論
考
を
含
む
、
多
く
の
北
東
ア
ジ
ア
研

究
の
成
果
が
英
語
圏
の
読
者
に
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
ウ
ル
フ

教
授
は
、
４
つ
の
大

き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
進
め
て
い
る
最
中

で
、
こ
れ
ま
で
の
研

究
よ
り
も
さ
ら
に
影

響
力
の
あ
る
研
究
成

果
を
出
す
可
能
性
が

あ
る
と
見
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
10
年
間
、

ウ
ル
フ
教
授
は
、
本
学
と
ル
ー
ト
ヴ
ィ

ヒ
・
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
大
学
（
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
）
の
間
の
学
術
協
定
に
基
づ
い

て
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ロ
シ
ア
研
究
の

た
め
に
新
た
に
設
け
ら
れ
た
教
授
ポ

ス
ト
と
緊
密
に
協
力
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ロ
シ
ア
東
方
研
究
の
た
め
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
唯
一
の
学
術
ポ
ス
ト
で

あ
り
、
現
在
、
ロ
シ
ア
医
学
史
の
著
名

な
専
門
家
で
あ
る
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
レ

ン
ナ
ー
氏
が
こ
の
教
授
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ウ
ル
フ
教
授
は
、

同
大
学
で
講
義
を
行

い
、
同
大
学
に
ス
ラ

ブ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究

セ
ン
タ
ー
の
２
人
の
ポ

ス
ド
ク
を
派
遣
し
た
こ

と
に
加
え
て
、
同
大
学

の
高
等
研
究
所
を
訪

問
し
、
北
太
平
洋
の
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
と
い
う

テ
ー
マ
で
モ
ス
ク
ワ
の

ド
イ
ツ
歴
史
研
究
所
と
の
間
で
研
究
協

力
を
行
い
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
の

北
太
平
洋
に
関
す
る
叢
書
の
編
集
顧
問

を
務
め
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ

と
の
密
接
な
研
究
協
力
も
高
く
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　

授
賞
式
は
、
２
０
２
３
年
６
月
に
ベ

ル
リ
ン
で
開
催
さ
れ
る
ド
イ
ツ
大
統
領

主
催
の
晩
餐
会
で
行
わ
れ
る
予
定
で

す
。

（
ス
ラ
ブ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
）

ウルフ教授の著作『ハルビン駅へ』

ウルフ教授

参加者で賑わう構内
本学の学生主催による

「高校生限定プログラム」の様子

究
開
発
動
向
に
関
す
る
情
報
収
集
・
分

析
」
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
下
、
ヒ
ト
に
感

染
症
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
の
あ
る

病
原
体
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
予
め
整

備
し
、
ワ
ク
チ
ン
開
発
に
資
す
る
基
礎

研
究
の
推
進
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
成

果
を
導
出
し
、
社
会
に
実
装
す
る
「
先

回
り
戦
略
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

本
拠
点
は
、
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
に
設
置
さ
れ

た
先
進
的
研
究
開
発
戦
略
セ
ン
タ
ー

（
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ａ
）
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
沿
っ
て
、
拠
点
長
で
あ
る
人
獣
共
通

感
染
症
国
際
共
同
研
究
所
副
所
長
の

澤
洋
文
教
授
を
中
心
に
、
産
業
界
及

び
臨
床
現
場
と
ダ
イ
レ
ク
ト
に
連
携

し
た
運
営
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も

に
、
国
内
外
の
研
究
動
向
や
研
究
進
捗

に
応
じ
て
機
動
的
に
研
究
・
体
制
を
調

整
し
て
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
拠
点
内
に
ワ
ク
チ
ン
開
発

部
門
、
生
体
応
答
解
析
部
門
、
臨
床

開
発
部
門
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
も
っ
て
研
究
開
発
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
り
得
ら
れ
る

成
果
を
基
盤
と
し
て
、
臨
床
現
場
と
基

礎
研
究
の
密
接
な
連
携
体
制
を
構
築

す
る
ほ
か
、
診
断
～
ワ
ク
チ
ン
開
発
～

生
体
応
答
ま
で
を
網
羅
的
に
対
象
と

す
る
技
術
を
開
発
す
る
基
盤
的
知
見

の
集
積
と
実
装
を
行
う
と
と
も
に
、
病

原
体
に
紐
づ
く
ワ
ク
チ
ン
シ
ー
ド
の

情
報
を
先
回
り
で
収
集
・
活
用
で
き
る

基
盤
を
整
備
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
研
究
開
発
拠
点
群
の
若
手

研
究
者
と
外
国
籍
研
究
者
の
連
携
に

よ
る
国
際
感
染
症
対
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
基
盤
と
す
る
世
界
レ
ベ
ル
感
染

症
対
策
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築

し
ま
す
。

（
研
究
推
進
部
研
究
支
援
課
ワ
ク
チ
ン

研
究
開
発
拠
点
事
務
室
）

（注1）学部等が実施するプログラムは、新型コロナウイルス感染症感染防止の
ため、対象者を原則として小中高生に限定したうえですべて事前予約制とし、定
員を例年の約半数程度とした。

（注2）各種個別相談会の内訳
初年次教育・学部移行個別相談（教育推進課）、新渡戸カレッジ個別相談（新
渡戸カレッジ）、学生生活個別相談〔学生寮・奨学金等〕（学生支援課）、学生相
談総合センターアクセシビリティ支援室個別相談、キャリアセンター就職個別相
談（キャリア支援課）、入試個別相談（アドミッションセンター）

（注3）講演・説明会の内容
「北海道大学で学ぶということ」（アドミッションセンター）、「新渡戸カレッジへのい
ざない目指せ！北大発グローバルリーダー」（新渡戸カレッジ）、「スカラシップアド
バイザーによる日本学生支援機構奨学金説明会」（学生支援課）

364 
135 
267
176
936
88
184 
196 
258
519 
190 
185 
434
152

33
31

15

266
113
231

4773

高校生限定
プログラム

部局等別
合計

自由申込
プログラム学部等名

42 
145 
66
132
154
91
199
28
278
226
145 
41
104 

46

28

1,725

406 
280 
333
308

1,090
179
383 
224 
536 
745
335 
226
538
152

33
77

15

266
113
259

6,498

文学部 
教育学部 
法学部
経済学部
理学部
医学部医学科
医学部保健学科 
歯学部 
薬学部 
工学部 
農学部 
獣医学部 
水産学部
大学院環境科学院
附属図書館（本館・北図書館）
国際交流課
サステイナビリティ推進機構
大学院教育推進機構CoSTEP 

（旧 高等教育推進機構CoSTEP）
各種個別相談会（注2）、講演・説明会（注3）
大学文書館
北大キャンパスビジットプロジェクト

総合計

令和４年度オープンキャンパス 参加者数 （注1）
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水
産
学
部
附
属
練
習
船
「
う
し
お

丸
」
Ⅱ
世
の
最
終
出
港
式
を
、
10
月
７

日
（
金
）
に
函
館
市
国
際
水
産
・
海
洋

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
前
の
弁
天
地
区
埠

頭
に
て
行
い
ま
し
た
。

　

う
し
お
丸
Ⅱ
世
は
平
成
４
年
９
月
の

就
航
か
ら
30
年
間
に
わ
た
り
、
主
に
噴

火
湾
、津
軽
海
峡
、道
東
太
平
洋
沖
合
、

知
床
沖
な
ど
北
海
道
周
辺
の
沿
岸
域
で

の
海
洋
観
測
（
水
温
・
塩
分
・
海
流
・

採
水
・
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
な
ど
）
に
関
す

る
実
習
や
、
ト
ロ
ー
ル
実
習
他
漁
業
実

習
、
音
響
計
測
実
習
、
海
生
哺
乳
類
や

鳥
類
の
目
視
調
査
な
ど
の
実
習
及
び
研

究
に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
14
年
に
は
船
体
延
長
・
改
造
を

行
い
、
船
内
諸
設
備
の
拡
充
と
調
査
観

測
機
能
の
向
上
を
図
っ
て
き
ま
し
た

が
、
老
朽
化
の
た
め
新
潟
造
船
株
式
会

社
新
潟
工
場
に
て
建
造
が
進
む
う
し
お

丸
Ⅲ
世
に
そ
の
任
を
譲
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

出
港
式
で
は
、
都
木
靖
彰
水
産
学
部

長
か
ら
、
任
務
を
全
う
す
る
う
し
お
丸

Ⅱ
世
、
そ
し
て
う
し
お
丸
Ⅱ
世
に
関

わ
っ
た
乗
組
員
へ
深
い
感
謝
を
述
べ
ら

れ
、
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

船
を
代
表
し
、
坂
岡
桂
一
郎
う
し

お
丸
船
長
か
ら
の
挨
拶
で
は
、
教
員
・

学
生
・
事
務
職
員
、
何
度
も
修
繕
に

あ
た
っ
て
く
だ
さ
っ
た
関
係
企
業
の

方
や
、
家
族
へ
の
感
謝
の
ほ
か
、
自

身
の
う
し
お
丸
初
出
港
時
の
思
い
出

を
述
べ
ら
れ
た
後
、「
最
後
の
航
海
も

安
全
に
出
港
し
ま
す
。
行
っ
て
き
ま

す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

う
し
お
丸
Ⅱ
世
は
、
教
職
員
、
学

生
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
、
地
域
の
方
な
ど

約
70
名
が
見
送
る
中
、
新
潟
へ
向
け

出
港
し
、
新
た
な
船
主
に
引
き
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

10
月
25
日
（
火
）、
う
し
お
丸
Ⅲ
世

は
乗
組
員
を
乗
せ
函
館
港
に
到
着
し

ま
し
た
。

（
水
産
科
学
院
・
水
産
科
学
研
究
院
・

水
産
学
部
）

坂岡船長による挨拶

前列右から、都木水産学部
長、坂岡船長、佐藤哲生函館
キャンパス事務長と乗組員

見送りのため水溶性紙テープ
を準備する都木水産学部長

北海道大学の近況

水
産
学
部
附
属
練
習
船
「
う
し
お
丸
」
Ⅱ
世
最
終
出
港
式
を
挙
行
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雪
が

降
り
ま
し
た

って
正気か！

自
転
車
が

埋
ま
っ
た
か
ら

歩
い
て
帰
る
よ

１3
24

雪
道
、
足
元
も

頭
上
も
注
意
！

ス
ニ
ー
カ
ー

研
究
室
の

備
品

コ
レ

　

は
い
て
け

イラストⒸ髙野葵（H25環境科学院）

62

※申し込みなどについては、北大東京ジンパのホームページで
　ご確認ください。

※詳しくは総会議案書（４月発送予定）やホームページでご連絡いたします。 

事務局からのお知らせ
北大東京ジンパ 2023

2023年度 東京同窓会 総会

日時：5月21日（日） 12時～ （予定）
会場：昭和記念公園バーベキュー会場

17時  受付
17時30分－18時30分  総会、講演会
18時40分－20時30分  懇親会

日時：6月10日（土） 17時～
会場：銀座ライオン クラシックホール
　　　銀座ライオンビル6F（銀座７丁目）
次第：
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■
マ
ス
ク
や
３
密
制
限
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
な
ど
い
ろ
い
ろ
や
っ
た
３
年
間
。
そ

し
て
４
年
目
の
今
は
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ

と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
け
ど
、
周
り

の
感
染
し
た
人
・
し
な
い
人
の
飲
み
会

の
頻
度
や
接
種
の
有
無
を
見
て
み
る

と
、
何
が
ホ
ン
ト
に
効
い
て
い
る
の
⁈

と
、
も
や
も
や
感
が
な
い
で
は
な
い
。

　

と
は
い
え
、
東
京
同
窓
会
で
最
大
の

集
客
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
北
大
ジ
ン
パ
の

準
備
が
ス
タ
ー
ト
し
、
い
よ
い
よ
４
年

ぶ
り
に
行
わ
れ
そ
う
だ
。
本
誌
夏
号
か

ら
は
、
北
大
ジ
ン
パ
の
開
催
記
事
や
、

勉
強
会
や
交
流
会
の
お
知
ら
せ
記
事
を

お
届
け
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
島
田
久
）

発行所：北海道大学東京同窓会
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大
変
古
い
記
憶
を
辿
っ
て
み
た
。

終
戦
と
い
う
か
敗
戦
と
い
う
か
大
変

複
雑
な
思
い
が
交
錯
す
る
年
の
夏
で

あ
っ
た
。
数
多
の
悲
惨
な
情
報
が
溢

れ
る
中
、
何
は
と
も
あ
れ
銃
の
代
わ

り
に
鉛
筆
が
走
る
時
は
戻
っ
て
来
た

が
、
食
う
も
の
、
着
る
も
の
、
荒
ん

だ
心
な
ど
は
何
処
に
置
い
て
き
た
の

か
。
そ
の
よ
う
な
時
代
の
初
め
て
の

夏
休
み
で
あ
っ
た
。

　

手
を
尽
く
し
て
何
と
か
一
行
の
食

物
は
揃
っ
た
。
天
幕
は
北
大
山
岳
部

か
ら
借
り
た
し
服
装
も
そ
れ
な
り
に

用
意
で
き
た
。
一
日
目
は
崩
れ
か
け

た
吹
上
温
泉
、
翌
日
か
ら
霧
の
中
の

十
勝
岳
を
越
え
て
美
瑛
岳
の
肩
、
オ

プ
タ
テ
シ
ケ
山
を
越
え
て
ス
マ
ヌ
プ

リ
の
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
群
が
る
水
溜

り
、
鉈
目
（
地
形
測
量
の
折
り
の
目

印
）
を
辿
り
な
が
ら
銀
杏
ケ
原
の
花

畑
、
そ
し
て
ト
ム
ラ
ウ
シ
山
の
肩
を

間
近
に
し
て
雷
雨
。
猛
烈
な
驟
雨
！

し
か
た
な
く
天
幕
を
張
っ
た
が
夜
半

に
水
浸
し
！

　

夜
が
明
け
る
と
早
速
ハ
イ
マ
ツ
の

枯
れ
枝
探
し
に
歩
い
た
が
、
し
っ
か

り
と
水
を
吸
っ
た
枝
ば
か
り
。
朝
飯

は
後
回
し
に
し
て
、
五
色
ケ
原
へ
急

い
だ
。
枯
れ
木
を
探
さ
な
い
と
飯
が

食
え
な
い
の
だ
。
や
っ
と
忠
別
鞍
部

で
枯
れ
木
に
出
会
う
。
朝
飯
と
昼
が

一
緒
だ
！
や
れ
や
れ
。

　

高
根
ヶ
原
に
か
か
る
当
た
り
の

ハ
イ
マ
ツ
の
茂
み
に
な
に
や
ら
黒

い
姿
。
あ
ま
り
に
も
近
い
か
ら
一

同
身
構
え
た
が
お
ど
け
た
姿
が
な

に
や
ら
愉
快
だ
。
間
も
な
く
彼
は

ハ
イ
マ
ツ
に
姿
を
消
し
た
。
若
い

熊
だ
っ
た
の
か
と
安
堵
し
た
の
は

我
ら
で
あ
っ
た
。

　

ハ
イ
マ
ツ
林
の
先
は
高
山
の
お

花
畑
で
あ
っ
た
が
し
っ
か
り
と
眼

に
残
さ
れ
て
い
る
の
は
風
に
揺
れ

る
赤
い
嘴
を
見
せ
る
ヨ
ツ
バ
シ
オ

ガ
マ
で
あ
っ
た
。
群
生
し
て
い
た

よ
う
に
思
う
。

　

礼
文
島
に
行
く
と
、
自
動
車
道
の

法
面
な
ど
に
背
丈
が
大
き
く
て
、
花

の
段
数
が
多
い
大
き
な
ヨ
ツ
バ
シ
オ

ガ
マ
に
出
会
う
こ
と
が
あ
る
け
ど
、

こ
ち
ら
は
レ
ブ
ン
シ
オ
ガ
マ
と
呼
ん

で
区
別
し
て
い
る
。
何
か
逞
し
い
。

（
昭
25
理
・
植
）

ヨ
ツ
バ
シ
オ
ガ
マ

絵
と
文
　
鮫
島
　
惇
一
郎


